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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高階聖人


口絵・本文デザイン　沼田里奈




　本日のメニュー







１　赤の月十五日　国を憂うれい


２　赤の月十七日　竜に抱いだかれ


３　赤の月十七日　夜に紛まぎれて


４　赤の月十七日　機を待ち続け


エピローグ





　あとがき
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　前略





　暑い日が続きますが、いかがお過ごしでしょうか。


　まずは王女様に深い感謝の言葉を申し上げます。


　先日、友が我々のキャンプを訪たずねてきました。どこで調べたのか、軍ですら知り得なかった住所にフラリと現れたのです。


　数年ぶりに会う友は、すっかり変わっていました。あなたのおかげ──いや、あなたのせいでしょうか。毒気が抜ぬけたようで、昔の軽い彼になっていました。


　オーリャはそんな彼の過去を知ってか知らずか、体ていのいいおもちゃにしております。彼にとっても良い修しゆ行ぎようになるでしょう。


　正直に告白致いたしますと、私は彼に全すべてを託たくして死ぬつもりでした。


　ですが、前向きに生きるレジスタンスの皆みんなを見ていると、もう少しだけ生きていたくなる。彼らに力を与あたえてやりたくなるのです。願わくは、もう一度だけ槌つちを振ふりたい。


　ああ、そうそう。彼には秘宝の一部を持たせるつもりです。


　これは私だけでなく、レジスタンスの総意です。


　どうぞあなたのために役立ててください。




　１　赤の月十五日　国を憂うれい







　ルテア大陸に存在する六つの国。


　北西のエルガンディア共和国、西のジルサニア王国、南西のベト神しん聖せい国こく。


　北東のツッキーニ王国、東のホラキア王国、南東の藍らん山ざん同どう盟めい。


　これらの国は東西に分かれて対立している。全面戦争になることは少なく、小こ競ぜり合いを繰くり返かえしながら百年以上にらみ合ってきた。


　逆に西と東、それぞれの三国は同盟国であり、困ったときは助け合い、戦争の際には援えん軍ぐんを送った。そうやって百年以上肩かたを組んで歩んできた。


　昨夜までは。


　その報は隠かくしようもなく、たった一夜で大陸中に届いた。


　本来なら同盟関係にあるはずのツッキーニ王国が、真南のホラキア王国に宣戦布告し、国境近くまで軍勢を進めていた。


　すでにツッキーニ軍は進軍を開始しており、国境でホラキア軍と正面から対たい峙じしている。たった一夜では戦闘も始まらず、現在は両陣じん営えいが山道で突とつ撃げきの合図を待っている状じよう況きようだ。いつ血が流れても不思議ではない。


　この報しらせはまず国の上層部に伝わり、そして国民にも知らされた。


　どの国も驚きよう愕がくした。


　そして次に恐きよう怖ふする。


　もしかして自分にも火の粉が降りかかってくるのではないか、と──








「不幸中の幸いと言おうか」


　円えん卓たくに肘ひじをつきながら、老人はつまらなそうに笑う。


　彼はエルガンディア共和国のトップ。三人存在する宗そう主しゆのひとりだ。ふくよかな身体からだとヒゲが不健康そうな印象を与えるが、顔はつやつやとしている。


「何のことです？」


「儂わしらがここに居合わせたことだ。本来ならば使いを出して了りよう承しようを得て──と面めん倒どうくさい手続きが必要だったところじゃ。その手間が省けたということよ」


「…………」


　──あなたはこんな事態でもお客様気取りなのですか。


　そう言いたい気持ちを、ジルサニア王国第一王子アーセージはぐっと呑のみ込む。が、彼の言いたいことが伝わったのか、中央に座る老ろう婆ばが太った老人を窘たしなめている。


　ジルサニア王宮の会議室の机は円卓だが、座っている人物は五人のみ。そのためジルサニア側とエルガンディア側に分かれている。


　エルガンディアの宗主は右から先ほどの太った男、中央にいる老婆、そして左側の瘦やせぎすの老人。三人とも尊大な態度という点では見み事ごとに一いつ致ちしている。


　対するジルサニア側はアーセージと国王のふたり。彼らは宗主たちの態度など気にしていられない現状をよく分かっている。


「……では、こうしてお互たがいが同席できたわけです。今後のことを話し合いましょう」


　控ひかえめにアーセージが提案するが、


「今後のこともいいけど、まず現在のことをもっと詳くわしく教えて欲しいわ」


　中央の宗主がそう発言する。


　アーセージももっともだと感じたので、軽く頷うなずく。


「現在はホラキアとツッキーニの国境、カイメル山脈を抜けた平原でにらみ合いが続いているそうです。ちょうど狭せまい山道を抜けたところでホラキア軍が待ち構えている状態ですね。ツッキーニ側としては退たい却きやくは難しいですが、もともと退ひく気はないのでしょう」


「それだけ……か？」


　左の瘦せた宗主が尋たずねる。


「ツッキーニ軍はそれだけです。それと──」


　一いつ拍ぱく置いて、アーセージはこう続ける。


「大陸東のブラウフェンの海岸からオウガン軍が上陸したそうです」


「やはり、ね」


　宗主も、ジルサニア国王も驚おどろかない。


　それこそがツッキーニの勝算だったのだ。


　オウガン帝てい国こくと手を組み、二方向からホラキアを攻せめる。当然ながらホラキアは戦力を二分して応戦しなければならない。


「各国への連れん絡らくはどうなっている？」


　国王の質問に、アーセージは首を振る。


「ツッキーニ、ホラキア、両国とも反応がありません。伝でん書しよ鳩ばと、早馬、あらゆる手段で連絡を試みているのですが。エイハが地じ団だん駄だを踏ふんでいました」


　エイハというのはジルサニアの外相だ。強きよう硬こう姿勢で有名な彼も、相手が交こう渉しようの機会を設けてくれなければ意味がない。まさか戦争中の国へ直接行くわけにもいかない。いや、本人は行くと言って聞かないのだが、周りが必死に止めている。


「なるほどね。大体理解したわ」


　中央の宗主が微笑ほほえみ、茶をすする。


「つまり今のところ、ツッキーニとオウガンはホラキアを食い破っているところなのですね。さて、どこまでお腹なかがすいているのかしら」


　それは外側から見えないものだ。


　どこまでホラキアを食べるか。つまりどこをもって勝利条件とするか、だ。


　まさかホラキアを完全に滅ほろぼすつもりではあるまい。


「ホラキアに何か不利な条約を結ばせるか、あるいは一部の土地を奪うばうか──そんなところでしょうな」


　国王の発言に、全員が納なつ得とくする。


「となると……問題は何なに故ゆえ、今、ここで仕し掛かけたか、ということかのぅ」


　左の宗主の問いには、誰だれも答えられない。


　国を攻める理由は、よほどのことがない限り生まれない。暗君でもない限り、個人的な理由では動かないものだ。


「資源の枯こ渇かつ、あるいは領土の拡張……いや、どちらもツッキーニが攻める理由としては弱い」


「そもそも国境以外の土地に関しては、どの国も潤うるおっておる。いまさら他国から奪う必要があるモノなどないのじゃ。だのに、どうして──」


「それについては、ここで議論しても仕方ないと思います」


　宗主たちの議論を、アーセージは切り捨てる。


「じゃが、敵の目的が分からぬことには──」


「目的など、決まっています」


「ほう？」


「〝第八国エイスランド〟。奴やつらが絡からんでいるに決まっています。ツッキーニとオウガンにどのような利益があるのか不明ですが、第八国エイスランドが裏で手を引いたことは間ま違ちがいない」


「そして、第八国エイスランドの目的も不明──と。何もかも不明とは、我々は何を話しに来たのやら」


　左の老人が茶化すが、アーセージは動どう揺ようせずに提案する。


「分からぬことを議論しても意味がありません。問題はこれからの我々の行動についてかと。ジルサニアとエルガンディア、双そう方ほうの意志を統一しておきたい」


「そうだな。敵を勘かんぐるより、我々がどうすべきか話し合おう」


　国王も深く頷く。


「さてさて、どうすべきかと言うけど」


　そんな国王を笑う中央の宗主。


「そもそもエルガンディアはどうするつもりもないわ」


「……なんですと？」


　国王もアーセージも眉まゆをひそめる。


「それは額面通りの意味と受け取ってもよろしいか？　エルガンディアは此こ度たびの戦争について一いつ切さい手出しをしない、と」


「もちろん先日の会議でも議題にするつもりだった、国境付近の警備は強化するわよ。でもそれだけで充じゆう分ぶん」


「そもそもツッキーニとホラキア、そしてオウガンは、どれも敵国ではないか。介かい入にゆうして痛手を被こうむるのは御ご免めん被こうむる」


「戦いくさ好きの馬ば鹿か者ものは、勝手に倒たおれてくれれば良いのじゃよ」


　エルガンディアの宗主が三人いる理由は、三つの脳で考えることによって高度な結論を出すためだと聞いていた。しかし今、この三人は示し合ったわけでもないのに意見が一致している。


「本当に、まったく動かぬと？」


　口ひげに触ふれながら、国王が尋たずねる。


「他ほかにどのような選せん択たく肢しがあるのか、ジルサニア国王よ？」


「それは……色々あるだろう」


　国王は少しだけ逡しゆん巡じゆんした後、いくつかの提案を示す。


「国としてできることは色々ある。戦争が始まれば難民が出る。その者への援えん助じよの用意や、そもそも難民を出さないためにも停戦を働きかけるなど──」


「それは同盟国が相手の場合じゃろう？」


　左の宗主が嘲ちよう笑しようする。


　その態度にアーセージは苛いら立だつが、顔に出したりはしなかった。


「敵国が暴れているだけで、何な故ぜ我々が動かねばならぬ？　難民が出て困るのも敵国、それを助けるのも敵国。我々には関係ないじゃろう」


「関係ないと、本当に言い切れるのか？」


　国王はあくまで冷静に問いかける。


「私の予想では、おそらくホラキアは負ける」


　それはこの場にいる全員が予想している。二対一ではどう足あ搔がいても不利だ。ツッキーニだけならまだしも、最強の軍団を擁ようしているオウガン帝国が本気になれば、ホラキア軍の壊かい滅めつは時間の問題である。


「そしてホラキアが負けた後、次があるかもしれない」


「馬ば鹿かな！」


　右の宗主が立ち上がる。


「ツッキーニとオウガンの目的はホラキアじゃろう！　我々にまで被ひ害がいが広がるわけがない！」


「誰がそう決めた」


「それは……っ！」


「第八国エイスランドが関かかわっているのだとしたら、それこそ大陸全土に狙ねらいをつけているのだろう。ホラキアはその足がかりに過ぎない」


「それこそ憶おく測そくじゃないの！」


　中央の宗主も怒ど鳴なりつける。


　しかし国王は揺ゆるがない。アーセージも国王の意図に同意できる。


　ただの憶測でしかないが、エルガンディアほど楽観視はできない。できる限り最悪のケースを想定していないと、足をすくわれる。


「しかしのぅ、ジルサニアよ」


　左の宗主が細い腕うでを組む。


「仮に敵の狙いがこちらに向いたとしても、国境の警備の強化は必要じゃろう？　敵の出方が分からぬのなら、それこそ様子見以外に手段があるまい」


「ええ、守備に力を入れるのは私も賛成です」


　アーセージが同意すると、エルガンディアの宗主たちも少し落ち着いた。少しは彼らの言葉に同意しないと、機き嫌げんを損そこねてしまう。そうなると理性的な会談もできなくなる。アーセージは心の中でため息をついた。


「その様子だと、ジルサニアはエルガンディアと異なる行動を取りそうね」


　中央の宗主の言葉に、国王は強く頷いた。


「ジルサニアとしては、戦争の早期解決を望む。だがホラキアがやられるのを黙だまって見過ごすわけにもいかぬ」


「…………？」


「なにしろ第八国エイスランドが絡からんでいる可能性が強いからな。奴らの計画はひとつでも阻そ止ししたい。それがひいては我々の安全に繫つながると考えている。そこで我々は──」


　国王は円えん卓たくに手をつき、立ち上がった。


「義ではなく自国の益のために、ホラキアに援えん軍ぐんを出そうと思う」







　　　　＊




　動揺は国の元首だけでなく、国民にも伝わる。


　ジルサニア騎き士し団だんも例外ではなく、混乱は病びよう原げん菌きんのように伝わっていった。


『現在、国王がエルガンディア共和国の宗主殿どのと会談を開いております。現状はまだ把は握あくし切れていませんが、ツッキーニがホラキアに攻め込んだ事実は変わりません。それを踏まえた上で、ジルサニアも決断を迫せまられています。最悪、我が騎士団の剣けんが振ふるわれるときが来るかもしれません』


　ジュジュの言葉に、講堂の騎士たちがどよめく。


　いつものような煌きらびやかなドレスではなく、落ち着いた色合いの衣い装しようを着たジュジュの後ろに立ちながら、ミロクは騎士たちが慌あわてる姿を見ていた。


　ここはジルサニア王宮の裏手、騎士団詰つめ所しよ。「聖書バイブル」という異い名みようを持つその建物の一階に数百人の騎士が集つどっていた。


　それらは隊長クラスの騎士たちばかりで、本来なら慌てる部下をまとめる役目を持つ。そんな彼らですら、戦いがあるかもしれないと言われて騒さわいだ。


　ホラキアとは半年前まで戦争をしていた国だ。


　仮にホラキアとまた戦争をする、と言われれば騒がれはしない。誰もが「またか」と思うだろう。だが今回は状じよう況きようが違ちがう。ツッキーニとホラキアとの戦争に割り込むことになるかもしれないのだ。


　ツッキーニに味方するのか、それともホラキアか、はたまたそれ以外か。


　騎士たちは「誰のために戦うのか」分かっていない。


　それはミロクも同じだ。


　この戦いの中でジルサニアがどう動くのか、まだ知らされていない。


『落ち着いてください』


　ジュジュが手を伸のばすと、騎士たちは声を落とす。


『私は剣を振るう、と申しましたが、何も勝利を勝ち取るために戦うとは限りません。国王の決断次し第だいではありますが、戦争に介入する場合もあれば、救きゆう援えん物資を届ける仕事が回ってくるかもしれません』


　それはそうだ、とミロクも納得する。


　戦争に介入するにしても、程度がある。


　ここでどちらかの軍につくということは、他方の軍の敵になるということだ。


　とはいえ、二国から攻せめられているホラキアを黙って見過ごしたくはない。あそこにはベンヤミンを始めとする友人がいる。


　救援物資などの援助にとどめておけば、まだ「人道的観点により」という言い訳が立つかもしれないが、果たしてツッキーニはともかく、オウガンにその理り屈くつが通用するか。あの国は無む辜この民たみはともかく、刃は向むかう敵は皆みな殺ごろしにする武ぶ闘とう派はだ。


『しかし騎士の仕事はあくまで「民を護まもること」です。この目的だけは絶対に揺ゆらぎません。どんな未来が待っていようとも、その信念だけは曲げないでください』


　この発言については、騎士たちの意見は一いつ致ちしているようだ。皆みな、背筋を伸ばして「はいっ」と元気よく返事をする。


　結局この講演でジュジュがやれたことは、騎士団の混乱を止めただけだった。


　国の方針も決まらない今、できるのはそれくらいしかないのだ。








「おつかれ」


「……おう」


　ミロクからタオルを受け取り、ジュジュは椅い子すにぐったりと座る。「聖書」地下にある赤あか目め隊たいの部屋は、彼女が唯ゆい一いつ休める場所だ。講演が終わると必ず彼女はそこの椅子に身体からだを預け、その間に赤目隊の面々が茶を用意する。


「大変ですね。今は特に」


　お茶を淹いれるトーラットに、ジュジュは返事もしない。疲つかれが取れるハーブティーの香かおりが部屋を包み込むが、ジュジュの表情から曇くもりは消えなかった。


「しゃーねぇよ。今回のコレは俺ですら予想してなかったからな。国王だって慌てふためいてるんだから、決定が下るまで混乱を抑おさえるのが仕事だ」


「……んだ」


　ニンジンを齧かじりながらぼやくビスマルクに、茶ちや菓が子しを用意するフェリサ。本来なら茶菓子の類たぐいはアーニィが持ってくるのだが、現在彼女は修しゆ行ぎよう中だ。


「アーニィ、無事かな」


　天てん井じようを見上げながら、ジュジュが呟つぶやく。


「死にはしないと思うけどな。なんせアーニィだ」


「生き残る、という点においてはディアートも同じだけどな」


　ビスマルクとミロクが口々に答える。


　アーニィとディアート、よりによって戦争中の国にふたりとも出で掛かけなくとも、と思う。できることならすぐにでも帰って来て欲しいが、それも難しいだろう。


「……チッ」


　天井を見上げたまま舌打ちするジュジュ。


「そう腐くさるなよジュジュ」


「だってよー」


　ミロクが窘たしなめると、ジュジュは口を尖とがらせる。


「父上も兄上も会議に参加させてくれねーし」


「それだけで不満なのかよ」


「それだけって言うけどなミロク。私だって姫ひめなんだぞ？　なんかできることあるかもしれないだろ？」


「だから、ジュジュができることを考えてるんだろうが、国王様もアーセージ様も」


　国としての方針すら決まらないのに、ジュジュの仕事が分かるわけがない。彼女の力は人々の前で話し、納なつ得とくさせるものだ。誰だれに対して話せばいいのかも分からないのに、動けるわけがない。


「……けどさぁ」


　子供のようにスネた態度を取るジュジュ。


　かと思うと、急に頭を搔かきむしり、


「あー、もう、わかんねーことだらけだ！　なんで戦争なんて仕し掛かけてんだよツッキーニは!?　しかもホラキアに！」


「ホント、そうだよなー」


　ミロクだけでなく、部屋にいた赤目隊全員が頷うなずく。


　一週間前、ツッキーニ王国に迷い込んだときにはそんな情報一いつ切さい聞かされていなかった。そこで世話になったレジスタンスのメンバーも誰ひとりそんな話題を出していなかった。もしも戦争が始まると知っていたら、もっと慌てていたはずだ。


「隊長でも分からないんですか？」


「分からねーな。推測はできるけどよ」


　ビスマルクも困ったように頭を搔く。


「情報が少なすぎんだよ。今ごろジルサニアの諜ちよう報ほう部隊が動き回ってんだろうけど、それにしたってなぁ……」


「ええ。諜報活動はどの国でも行っています。もしも戦争を仕掛けるのでしたら、その前に報しらせが来るでしょう。各国が慌てるほど急速に戦争を仕掛けるのは異常です」


　人数分のお茶を出しながら、トーラットも同意した。


　話を総合するに、異例の戦争のようだ。だからこそ分からないことだらけ。


「しかも同盟国じゃねーからな。これがベトが起こした戦争なら、ミーヤーに事情を訊ききに行くこともできたんだろうけど」


　ジュジュが突とつ拍ぴよう子しもない発言をする。そもそも直接訊きに行けるような関係であれば、戦争が起きる前に対処できたはずだ。


「いや、待てよ」


　ふと、考え込んでいたジュジュが顔を上げる。


「……あ、やっぱダメだ。無理か」


「なんだよ、何考えてたんだジュジュ」


　気になったのでミロクが尋たずねると、


「あのさ、ホラキアにはベンヤミンがいるじゃんか」


　ホラキア王国第二王子のベンヤミン。ミロクやジュジュの友人であり、強くて優やさしい青年だ。今も無事でいるだろうか。


「事情だったらベンに訊きに行けばいいかなー、って思ったんだよ。けど考えてみりゃホラキアは戦争ふっかけられた側なんだよな。むしろベンの方が事情を知りたい立場だろ」


「情報が欲しいのは、どこも一いつ緒しよだよな」


　逆に言うと、攻め込んだツッキーニとオウガンは情報を持っていることになる。


　どうせ第八国エイスランドからもらった情報だろうが、それでも大きなアドバンテージだ。


「あー、なんかイライラする！」


　椅子から立ち上がり、トーラットの淹れたお茶を一口で飲み干すジュジュ。


「やりたいことはあるのに、どうやればいいか分からない！　すっげーモヤモヤする！　誰か事情に詳くわしいヤツはいねーのか！」


「いるとしても、敵だろうなぁ」


　ヘラヘラ笑うビスマルクを睨にらむジュジュ。


「……ん？」


　ふと、ミロクはある考えに至る。


　が、それはナシだろうと首を振ふった。


「…………」


　すると部屋の隅すみに座っているフェリサと目が合った。


「なんだよフェリサ」


「……何でもねぇ」


　そう言って目を逸そらすフェリサ。


　──コイツ、もしかして同じこと考えてないか？


　だとしたらミロクを見ていた理由も分かる。


「なんだ、どうしたお前ら」


　目ざとく気づいたビスマルクが黒くろ眼鏡めがねに触ふれる。


「いや、その……」


　発言を控ひかえようとしたミロクだが、ジュジュが立ち上がるとこちらに歩み寄ってくる。ミロクが逃にげだそうとする前に、その胸むなぐらを摑つかまれた。


「ミロク。隠かくし事ごとはナシにしようぜ。何か知ってんなら言え」


「そ、それは……」


「お前だってアーニィたちが心配だろ？　戦争早く終わって欲しいだろ？」


「うう……」


　そう言われたら沈ちん黙もくはできない。


　ミロクは観念して告白する。


「あの、な、ジュジュ。荒こう唐とう無む稽けいな話かと思うかもしれないけどさ」


「うん」


「この戦争の事情に詳しい人、知ってるんだよ」


「誰？」


「……オウガン皇こう帝てい」


「はぁ？　お前何言ってんだ？　そりゃ戦争仕し掛かけたオウガンの皇帝なんだから、知ってて当たり前だろうが」


　笑うジュジュ。つられてトーラットとビスマルクも笑う。


　が、その笑いは一いつ瞬しゆんで止まる。


「……そういやミロク、お前オウガンの皇子だったな」


　ビスマルクの言葉に、ミロクは黙だまって頷くしかなかった。


　実のところ、ミロクはオウガンの内情を少しは知っている。オウガンがホラキアに攻め込む理由も理解できる。


　そもそもオウガンは昔からよくホラキアに戦争を仕掛けていたのだ。今回もその延長だと思っているのだが、いつもと違ちがう雰ふん囲い気きだから確証が持てないのである。


　それでミロクの思おも惑わくにも気づいたようだ。全員、少しだけ黙り込む。おそらく可能かどうか考えているのだろうが──


「なぁビスマルク。船だとどれくらいかかる？」


「早くて半月かな。だが陸路だと危険だ」


「待て待て待て待て！」


　大陸地図を見ながら相談を始めるジュジュとビスマルクの間に割って入るミロク。


「なに考えてんだよ!?」


「なにって、決まってんだろ」


　すでにジュジュの顔からは苛いら立だちが消えていた。


　やるべきことを見つけ、行動する目だ。





「オウガンに行く。行って話を聞く。できれば停戦交こう渉しようもする」





　情報がないのなら、知っている人に訊けばよい。


　確かに理に適かなっているのだが──


「無理に決まってんだろ！」


「なんでだよ」


「オウガンは敵国だろうが！　危険だ！」


「そうか？」


　首をかしげるジュジュ。本当に危険だと思っていないようだ。


「私これでも王女だぜ？　公式の訪問でいきなり殺されたりはしねーだろ。それにミロクだって一緒なんだし」


「む……」


　彼女の言うとおり、問答無用で殺されたりはしないだろう。


　いくら武ぶ闘とう派はの国といっても、姫を見ただけで剣けんを向けるような野や蛮ばん人じんの集団ではない。礼節をもって接すれば分かってくれる。


　しかし危険だ。


「すぐに殺されなくたって、移動手段はどうするんだよ！」


「そこなんだよなー」


　ジュジュもビスマルクも渋しぶい顔。


「僕のクロトポリカでも限界がありますよ。それにゴーレムでの移動でしたら陸路、つまりホラキアを通らなければなりません」


　戦争中の国を横切るのは難しいだろう。巻き込まれる恐おそれがある。だが海路だとオウガンに着いて情報を得る前に戦争が終わってしまう。


　安全に、かつ高速で行ける手段がない限り、実現できない提案なのだ。


「なぁジュジュ。仮にオウガンに行く手段があったとして、どうしてジュジュが行く必要があるんだ？　他ほかの人でもいいだろ」


「よくねぇよ」


　ジュジュは冷静に反論する。


「私と、お前。ふたりいないとできないんだ」


「……それは」


　そのとおりだった。ジュジュひとりでは危険だ。オウガンの皇子であるミロクの身分が守ってくれる。そしてミロクの立場も、他国の姫ひめというジュジュの身分が守ってくれる。


「な？」


　ジュジュの笑え顔がおは「ミロクと一緒なら絶対に大だい丈じよう夫ぶ」という安心から来るものだった。


　そしてミロクも、ジュジュと一緒なら──という気持ちが湧わき上がってくる。


「うん、そうだな」


　ジュジュの意見に負けたわけではない。


　彼女の志に乗ってみたくなったのだ。


「しょうがない、アイツにもうひと働きしてもらうか」


　ミロクはかつて助けられた友のことを思おもい浮うかべる。


　定員オーバーだが、ひとりくらい大丈夫だろう。





　　　　＊




　ジルサニア騎き士し団だんの中でもっとも強力な部隊、それが騎き馬ば師し団だんだ。全身鎧よろいで身を固め、騎馬による突とつ撃げきで敵を翻ほん弄ろうする。その電でん撃げき的てきなスピードによってホラキア軍との戦争では大いに活かつ躍やくした。


　その騎馬師団にとってもっとも大切なものが、馬だ。当然のことながら馬がいなければ話にならない。


　巨きよ大だいな「聖書」の裏手に用意されている廏きゆう舎しやは、やはり巨大だ。数百頭の馬を管理しており、放牧するための牧場や、馬を走らせるダートは王宮広場に匹ひつ敵てきする広さだった。


　本来なら万を超こえる騎馬師団だが、普ふ段だんは自分で馬を管理する。自宅から「聖書」に乗ってきた馬を管理するのが、この廏舎の役割だ。例外として、何らかの事情で自宅で面めん倒どうがみられない騎士の馬の面倒も見る。


　その廏舎の裏にある牧場に、それはいた。


　さまざまな毛並みの馬に交じって、楽しそうにじゃれ合っている存在が一頭。


「リンドウマル！」


　ミロクが呼びかけると、リンドウマルはピィ、と小さく鳴いて嬉うれしそうに走ってくる。尻尾しつぽを振り、翼つばさを畳たたみ、牙きばを剝むき出だしにして駆かけ寄よってくる。


　馬の数倍は大きな身体からだを持つ、飛ひ竜りゆうだった。


　数ヶ月前の祭りの際、オウガン軍が乗ってきたものを捕つかまえたのだ。それからどういうわけかジルサニアの廏舎で面倒を見てもらっている。ミロクもヒマさえあれば顔を出していた。なにしろ竜りゆうの扱あつかいに詳しいのは騎士団でもミロクだけなのだ。


「あはは！　元気そうだな！」


　イノシシの突撃に似た愛情表現を、ミロクはがっちりと受け止めた。


　頭を撫なでてやると、リンドウマルは安らいだ表情になる。


「ミロク、お前いつの間にそんな……」


　仲が良さそうなミロクとリンドウマルから数歩退いた位置から、ジュジュが見ている。オウガン人以外が飛竜を見れば、普ふ通つうそうなるだろう。


「そんなに怖こわがるなよジュジュ。ベトから帰るときにも乗ったろ？」


「ああ、あの竜か！」


　ようやくジュジュも思い出したようだ。


「しかし、まぁ……ずいぶん仲が良さそうだな。馬と」


「そうだな」


　本来、竜は肉食だ。馬の群れに放ほうり込こむなど危険すぎる。


　だが竜は他の動物より知能が高い。優すぐれた個体は人語すら理解する。リンドウマルはとても賢かしこかった。


「おっ、ミロク！　今日はどうしたんだ？」


　他の馬の世話をしていた廏舎の管理人が走ってくる。彼も騎士なのだが、制服は汚よごれている上に麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶっているものだから、農民にしか見えない。腰こしに下げた剣も鋤すきの形をしている。


「悪い、リンドウマル借りるよ！」


「おう、今度はどこへ行くんだ？」


「ちょっとオウガンまで」


「オウガン!?」


　管理人は驚おどろき、脱ぬげそうになった帽子に触ふれる。


「まさかリンドウマルを返しに行くのか!?」


「いや、そういうわけじゃないけど」


「そっか」


　管理人は嬉しそうな顔。


「いや俺もそうだけど、リンドウマルがいなくなると馬たちが寂さみしがるんだよ。アイツもうボスというか、父親みたいな存在でさ」


「へー」


　姿形は全然違うし、主食だって違うのにここまで仲良くできるものなのか、とミロクは感心する。オウガンですら例のないことなのだ。


「なーなー、おっちゃん」


　ジュジュが管理人の袖そでを引っ張る。


「おっちゃ……俺まだ二十代なんだけど」


「思ったんだけど、これだけおとなしいんだったら、ジルサニア騎士でも竜りゆう騎き兵へいの部隊作れるんじゃねーの？」


「それは無理だ。オウガンの奴やつらは竜を魔ま法ほうで使し役えきしてる。賢くてプライドの高いコイツらを無む理り矢や理り従えてるんだ」


「じゃあ、リンドウマルは？」


「そうなんだよなぁ……魔法もかかってないのに、イイ子なんだよなぁ……」


　首をかしげる管理人。ジュジュはおろか、ミロクも理由は分からない。だが最初に出会ったときから、この竜に悪意はないと確信していた。きっと前の持ち主の教育が良かったのだろう。


「じゃ、悪いけど四人分の鞍くら、あったら貸してくれよ」


「オッケー。用意しとくよ」


　ミロクの頼たのみに気軽に応こたえる管理人。


「で、いつ出発するんだ？」


「それについては──」


　ミロクはジュジュを見る。


「最大の問題をクリアしてから、かな」


　彼女の笑いがひきつっていた。





　　　　＊




「ハハハハ、これは面おも白しろい！　よりにもよって、敵国のホラキアに援えん軍ぐんじゃと!?」


「ホホホ、なにを言い出すかと思えば、いつからホラキアは同盟国になったのです？」


　腹を抱かかえて笑うエルガンディア宗そう主しゆたちを、ジルサニア国王もアーセージも咎とがめたりしなかった。彼らならそういう反応をするという予想があったし、本人たちも突とつ飛ぴな案だと思っている。


「もちろん考えはある」


　国王は立ち上がったまま、宗主を見み渡わたす。


「最初、戦争の早期解決を望むと言ったが──この援軍は逆に戦争を延ばすことになる。つまり今、ツッキーニとオウガンの二国がホラキアに攻せめ込んで、二対一になっているわけだ。そこへジルサニアが加われば、二対二になる。膠こう着ちやく状態が生まれ、相手も手が出しにくくなる」


「その間に停戦の道を探す、と？」


「そうだ。ツッキーニとオウガン、そして第八国エイスランドの目的が分かれば交こう渉しようの余地も生まれよう。今はとにかく情報と時間が欲しい」


「まるで膠着すれば戦争が必ず止まるような言い方じゃな」


　フン、と左の宗主が鼻を鳴らす。


「それはホラキアがジルサニアの助けを素す直なおに受け入れ、かつツッキーニとオウガンの二国と渡わたり合う実力を持っているという前提が必要じゃろう。ましてや第八国エイスランドが暗あん躍やくしている今、ホラキアも一枚嚙かんでいない保証もあるまい」


「……確かに」


　国王は頷うなずく。


　ホラキアはかつて第八国エイスランドの魔ま導どう士しのいいなりになり、ジルサニアに戦いを仕し掛かけた。六国会談で第八国エイスランドの影かげを取り除いたように見えたが、その残ざん滓しがこびりついていたとしたら。


　もしも今回、ジルサニアがこの戦争に介かい入にゆうすることまで想定していたら、ホラキアはエサとなる。のこのこと出向いたジルサニア軍を、三国で叩たたく可能性だってあるのだ。


「ならば膠着よりも上の段階にもっていけば良いのではないかな？」


　そう発言した者がいる。


　ジルサニア国王でもエルガンディア宗主でもない。


「よっ、と。失礼」


　会議室の扉とびらが開いた。


「途と中ちゆうから扉の外で聞かせてもらったよ。入るタイミングをずっと探していたのでな」


　浅黒い肌はだに、黒々と輝かがやく髭ひげ。壮そう年ねんだが目に力が漲みなぎっている。頭にはターバンを巻き、白と緑を基調としたローブを身に纏まとっている。ジルサニアの文化とは異なる服装だが、その質素な衣服のひとつひとつが高級な素材から生まれていることは一目で分かった。


「ベト国王！」


　全員が驚きよう愕がくする。


　開戦の報告があってから、半日も経たっていないのだ。


「なんとか間に合って良かった。ベトでもっとも速い鳥を使って来た甲か斐いがあった」


　鳥を使って移動、とはどのようなものなのか尋たずねたかったが、今はそれどころではない。ジルサニア国王は咳せき払ばらいをして、ベト国王に椅い子すを勧すすめた。


「して、先ほどの話なのですが──」


「ああ、そうだな」


　ベト国王が腰こし掛かけると、すぐに話を始めた。


「要はツッキーニとオウガンがホラキアに攻め込んでいる状じよう況きようをなんとかしたいわけだ。だがジルサニア一国の援えん助じよでは心こころ許もとない」


「ええ」


「だったら二国、三国と援軍を出せば良いのではないか。ホラキアに味方する者が増えれば、ツッキーニもオウガンも戦いを止やめるかはともかく、少しくらいは怯ひるむ」


「そう上う手まくいくかの」


　エルガンディアの宗主は、あくまで馬ば鹿かにした態度。たき火の中にわざわざ手を突つっ込こむようなマネをしたくないのだろう。


「ケンカを止めるのと一いつ緒しよだ。殴なぐり合っている人間がいたら、とりあえず引きはがしてから事情を聞く。まずは引きはがす力を持つのが先決だ」


「…………」


　すっかりノリ気のベト国王に、エルガンディアの宗主は顔を見合わせる。先ほどの嘲ちよう笑しようは消え、ベト国王の勢いに呑のまれかかっていた。


　さらにそこへジルサニア国王が掩えん護ご射しや撃げきをする。


「なに、実際に軍を出さなくとも良いのですよ。相手に対して戦うという姿勢さえ見せられれば。まったく軍を動かさないというわけにもいきますまいが、敵を威い嚇かくするだけの人員さえいればポーズになるのです」


　数は力なり。西の三国が勢せい揃ぞろいすれば、戦わずともツッキーニとオウガンを黙だまらせることができるだろう。


「……即そつ決けつはできぬ」


　右の宗主が苦にが々にがしく呟つぶやく。


「だが理解はした。相談をするので、しばし時間をくれ」


「承知しました」


　ジルサニア国王が頷き、会議は一度休きゆう憩けいとなる。


　各国の代表がゆるりと席を立つが、その視線は全すべてベト国王に集められていた。彼が来たおかげで場の空気が一気に変わったからだ。


「とはいえ、この手段で稼かせげるのは時間のみだ。相手もこのくらいは予想しているだろう。対たい抗こうするための手札カードは各自で手に入れてくれ」


　苦く笑しようと共に、ベト国王は一同に告げた。








　ミロクが赤目隊を伴ともなって王宮に行くと、ちょうどジルサニア国王とアーセージが会議室から出るところに出くわした。


　ちょうど良かった、と話しかけようとしたとき、


「おお、ミロク。ちょうど良かった。呼びに行こうと思っていたのだ」


　国王が笑え顔がおで出で迎むかえてくれた。


「……え？」


　ミロクは隣となりにいたジュジュを見る。


　本来ならば彼女を呼ぶのではないか。なぜミロクなのだろう。


「別室で話そうかと思ったが、時間が惜おしい。この場で手短に言うぞ」


　アーセージの手がミロクの肩かたに置かれる。


「ミロクよ。今こそお前のオウガン皇子としての力が欲しい。情報が少ない中、少しでもオウガンやツッキーニについて知りたいのだ。そこで──」


「オウガンに帰れ、って言いたいんですか？」


「そうだ。お前には辛つらい想おもいをさせるかもしれないが、ジルサニア騎き士しとして是ぜ非ひお願いしたい。もはやお前しか頼たよれる者がいないのだ」


　沈ちん痛つうな顔のアーセージ。こんな状況でも、ミロクのことを気にかけてくれているのだ。しかしそれを聞いたミロクは反応に困ってしまう。


　赤目隊を見ると、全員苦笑していた。


「え、ええと、殿でん下か……」


「すまない。虫のいい話だと理解はしている。だが……」


「いえ、そうじゃなくて。俺たちもオウガンに偵てい察さつに行こうって話になったんです」


「……なんだと？」


　アーセージも国王も狐きつねにつままれたような表情だ。


「今、ここでこうしてても仕方ないし、それなら少しでもジルサニアの役に立てるような仕事をすべきかな、って話してたんです。ここに来たのは、その許可を得るためで」


「お前たち……」


　アーセージが言葉に詰つまっていると、国王が前に出る。


「ミロクよ。私からも頼む。この戦争を終わらせるために」


「はい。俺はオウガンの皇子ですが、ジルサニア騎士として多くの人を救うために行動したいと思っています」


「うむ」


「じゃあ国王。とっとと書状でも書いてくれよ」


　ミロクの頭の上にビスマルクが乗る。


「国王の正式な紹しよう介かいがありゃ、ジュジュも丁てい重ちような扱あつかいを受けるだろ」


「うむ、そうだな──って、待て」


　国王の動きが止まる。


「なぜジュジュの名前が出てくるのだ？」


　アーセージもジュジュに詰め寄る。


「え、それは兄上、私も一緒に……」


「何を馬鹿なことを言っている！　よりによってオウガンに行くだと!?　今のオウガンがどれほど危険か理解しているのか！　行けば必ず殺されるぞ！」


「えーと、俺たちは死んでもいいんですか……？」


　力説するアーセージにツッコミを入れるミロクだが、アーセージは聞いていない。


「それにジュジュの仕事はまだ山ほどあるだろう！　国民を安心させるのはジュジュの役割だ！　今お前がいなくなったら、国民と私の心配はどれほどのものか──」


「兄上」


　ジュジュは慌あわてずに、アーセージの手を取る。


「私は思うのです。私にできる仕事というものを」


「ジュジュの仕事……？」


「真に国民を安心させるためには、戦争を終わらせることが先決です。そのためならば私も死地に飛び込む覚かく悟ごはできています」


「しかしジュジュ！　お前の身に何かあったら、この国は──」


「この国でなく、大陸全ての運命がかかっているのですよ？」


　物もの腰ごしは静かだが、ジュジュの言葉は重い。


　いつもアーセージの言葉をのらりくらりとかわしていたジュジュだが、今はアーセージの怒ど気きに真っ向から立ち向かっている。


　低い背筋をピンと張り、騎士団最強の男と対たい峙じするジュジュは、ミロクから見ても折れそうになかった。頑がん固ことも意地とも違ちがう、個人の意志以上の強さを感じる。


「兄上。許可をください」


「だがジュジュ……」


「待て」


　そんなアーセージの肩を叩く国王。


「一理ある。ミロクひとりで行かせるより、ずっと安全で確実だ」


「父上！」


「酷こくな言い方をするならば、ジュジュひとりの命で大陸が救われるなら安いものだ。今、大陸はそういう時期にある」


「…………！」


　息を呑むアーセージ。下を向き、何かを考えているようだ。そして国王とジュジュ、そして赤目隊を見回す。


　最後にミロクと目が合った。


「おいミロク」


　胸むなぐらを摑つかまれるのは、いつものことだ。


　そして言葉もいつものように、ジュジュにケガをさせたらブッ殺す、というような主しゆ旨しのものを想像していた。


　だが──


「頼たのむ……ジュジュを最後まで守ってやってくれ」


　服を摑むアーセージの手はいつもよりずっと強かった。


　彼のジュジュを想う気持ちと、国を想う気持ちがせめぎ合っているのが分かった。


　ならば片方だけでも楽にするのが、ミロクの役目だ。


「──命に代えてもジュジュを守ります」


　ミロクはアーセージの目をしっかり見み据すえ、その手を握にぎりしめた。


　それは自分に対する誓ちかいでもあった。





　　　　＊




　書状はその日のうちに国王がしたためた。


　リンドウマルの速度と体力を考こう慮りよし、移動に二日かかるとミロクは推察する。旅路での食料や水の確保、それから着き替がえなどを用意する。


　準備が終わるころには夜になった。


　明日あしたに出発する意見もあったが、情勢を鑑かんがみた結果、少し休んだらすぐに出発することになった。


　鐘かねふたつ（約二時間）ほどの休憩を与あたえられた赤目隊は、バラバラに行動する。フェリサやビスマルクは装備の点検をし、ジュジュは一ひと眠ねむりした。


　ミロクとトーラットは、急いで城下町に走った。家族に出しゆつ立たつする旨むねを伝えるためだ。


「では、また後で」


「ああ」


　トーラットと別れ、ミロクは自宅に駆かけつける。


　隣りん家かと変わらないジルサニア風の家屋だが、三年前に住み始めたときは文化の違いに苦労したものだ。それまではミロクはオウガン式の暮らししかしていなかったので、ベッドで眠ねむることすら苦労した。


　しかし今となっては、家族全員すっかりジルサニア人の生活が板についている。


「ただいま！」


「おかえりなさい、ぼっちゃん」


　出迎えたのはササヤ。台所で巨きよ大だいなハムを切っているところだった。スープの匂においが玄げん関かんにまで漂ただよってくる。


「お腹なかすいたでしょう。すぐにごはんにしますからね」


「ごめんササヤさん。これからすぐに出しゆつ張ちようなんだ」


「まぁまぁ」


　慌てたような口ぶりだが、動きはおっとりしている。


「お兄ちゃん、今度はどこに行くの？　お土産みやげ買う余よ裕ゆうある？」


　テーブルについて本を読んでいた妹のコニーが明るく話しかける。


　ミロクは扉とびらを閉めると、少しだけ迷う。本当のことを告げるべきか。


「……その、ふたりとも、今やってる戦争のことは知ってるよな？」


「うん。大変だよね。ツッキーニとオウガンとホラキアで同士討うちなんでしょ？」


　コニーの知識は若じやつ干かん違うが、訂てい正せいするほどでもない。


「オウガンは……どうして今また戦争を」


　暗い表情のササヤ。


　悩なやんだ末、ミロクは言う決意をする。


　唾つばを飲み込み、できるだけショックの少ない言い方を選ぶ。


「そのへん調べるためにさ。ちょっくらオウガンに戻もどってくるよ」


「ええっ!?」


　だん、と大きな音がする。ハムを切っていた包丁がまな板に突つき刺ささったようだ。


「だ、大だい丈じよう夫ぶなのですか、ぼっちゃん!?」


「お兄ちゃん、今帰ったら殺されるよ！　ゴウト兄にいとかに！」


「殺されない……とは、思うんだが」


　全員に同じ反応をされると、本当に殺されるような気がしてくる。いやミロクの記き憶おくが確かならば、問答無用で殺すような兄ではなかった。


　しかしジュジュが行くと言い出したとき、真っ先に「危険だからやめろ」と言ったのも自分だ。敵国だから当然なのだが。


「危険でも、俺は行く。ゴウトときっちり話をつけてくる」


「お兄ちゃん……」


　止めても無む駄だなことを悟さとったのか、コニーは肩かたを落とす。


「あっ、そうだ！」


　と、何を思ったのかコニーが立ち上がり、戸と棚だなの中にある紙かみ袋ぶくろを取り出した。


「なんだそれ？」


「あのね、昨日きのう市場で買ったクッキーだよ！　これ持っていけばいいよ！　ゴウト兄きっと喜ぶと思うから！　甘いものあげれば、すぐに殺されないよ！」


　こんなときにお土産を渡わたすつもりなのか、コニーは。


「ゴウト、クッキー食べるのか？」


「ゴウト兄、甘いもの大好きだよ？」


「そうなのか？　知らなかった」


　ミロクの中のゴウトは、いつも酒ばかり呑のんでいるイメージだったから、食べるものも酒のつまみくらいしか思いつかない。本当に甘党なのか。そうだとして、コニーはいつそれを知ったのだろう。


「クッキーで繫つながれる命、か」


　土産としては粗そ末まつかもしれないが、手ぶらで帰るよりマシだろう。


「ありがとうコニー。助かる」


　紙袋を受け取ると、ミロクはコニーの頭を撫なでた。


「ぼっちゃん」


　ササヤがミロクの手を握りしめる。


「──いいえ、ミロク様。必ず生きて帰ってきてください。オウガンもジルサニアも平和でなくてはなりませんが、私はミロク様とコ・ニィエン様の無事が一番大事なのです」


「はい。俺も、コニーやササヤさんが平和に暮らせるように、がんばってきます」


　手を握り返し、ミロクは強く頷うなずいた。


「あ、そうそう」


　今度はササヤが戸棚に走り、何かを取り出す。


「お隣となりからの頂き物なんですけど、よろしかったら部隊のみなさんでどうぞ」


　渡された紙箱の中身は、ハーフサイズのホールケーキ。しかしハーフサイズなのにやたら巨大で紙箱に入りきらない。おそらく隣の奥さんが分量を派は手でに間ま違ちがえたのだろう。五人で食べればあっという間になくなりそうだが。


「あと、このゼリーもそろそろ悪くなりそうなので、みなさんで食べちゃってください」


「……はぁ」


「あ、お兄ちゃん。このシナモンパイも持って行く？」


　こうしてミロクは死地に向かうというのに、余り物の菓か子しを持たされることになったのである。





　　　　＊




　午後十回目の鐘が鳴る。あとふたつで日が変わる。


　できる限り荷物は持たず、最低限の武器だけに留とどめる──はずだったのだが。


「ミロク。なんだお前、その荷物」


「……いや、すまん」


　最初にジュジュが来て、次にフェリサとビスマルク。そして約束の時間よりわずかに遅おくれてトーラットとミロクがやってきたのだが、なぜかミロクは紙袋を大量に持っていた。


「大丈夫、リンドウマルならこのくらい持てるはず！」


　と、ミロクは廏きゆう舎しやから出たリンドウマルを指す。夜だからあくびをしているリンドウマルは、しかしやるべき仕事を理解しているらしく、おとなしく鞍くらをつけられていた。


「よろしくな、リンドウマル」


　ジュジュが頭を撫でると、リンドウマルは鼻先を擦こすりつけていた。愛情表現のつもりなのだろう。野生の動物なのに、まったく敵意を感じない。


「よしっ」


　まずミロクが乗り込んだ。


　先頭の鞍にまたがり、リンドウマルの兜かぶとに触ふれる。


　竜りゆうの頭には奇き妙みような兜がつけられており、横に二本突とつ起きが生えている。操縦者はその突起を握り、竜に命令を出すのだという。また兜には特とく殊しゆな魔ま法ほうがかけられており、使役フアツシネイシヨンの魔法を永続的に竜に行使できるらしい。


　しかしミロクは使役の魔法を使ってはおらず、ただ単純にリンドウマルとの訓練と信しん頼らいによって操縦を可能にしているという。


　それは下へ手たに魔法を使うより難しいのではないか、とジュジュは思っている。腐くさってもオウガンの皇子なのだろう。


「ジュジュ」


　自然にミロクの手が伸のびる。


「おう」


　ジュジュも自然にその手をとった。


　ミロクに引っ張り上げられ、リンドウマルの背に乗る。バランスを崩くずす前にミロクの腰こしに手を回し、鐙あぶみをしっかりと踏ふみしめる。


　両手をがっちりと握りしめ、ミロクの背に顔を預けた。
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　──背中、けっこう広いんだな。


　思えば自分で服を脱ぬぐことは多々あるが、ミロクの身体からだに触さわれる機会はそうなかった。剣けんの達人なのだから、鍛きたえているのは当然だ。


「お前ら……」


　ビスマルクがぽつりと呟つぶやく。


「ん？　どうしたビスマルク」


「……いや、なんでもねぇよ」


　苦笑して、ビスマルクもリンドウマルに乗った。ジュジュの頭から、ミロクの頭に飛び移る。


　続いてトーラットとフェリサも乗り込んだ。トーラットはジュジュの肩に手を置き、その後ろのフェリサは背後を向いてリンドウマルの尻尾しつぽを握にぎりしめている。ギリギリ四人乗ったが、もう荷に袋ぶくろひとつ乗せられないほど狭せまい。


「悪いなリンドウマル！　でも、お前が頼たよりなんだ！」


　ジュジュが呼ぶと、リンドウマルは「任せろ」と言わんばかりに元気よく鳴いた。怒おこる竜の鳴き声は恐おそろしいと教わったが、機き嫌げんが良いときのそれは楽器のように心地ここちよかった。


　最後にビスマルクがミロクの頭の上から全員を見回し、


「良し、オーケーだ。飛ばせミロク」


「はい！」


　ミロクが突起を握りしめると、身体がふわりと浮ういた。


　内臓が軽くなるような感覚は一いつ瞬しゆんだけで、周囲の景色が下がっていくような錯さつ覚かくが襲おそってくる。


　それも過ぎると、もう王宮が小さくなっていた。


「おぉ……」


　ジュジュが竜に乗るのは二度目だが、それでも壮そう観かんだった。普ふ段だんは直接歩いているジルサニアの町並みが一望できる。どんな高い塔とうでも望めない景色が広がっていく。


　強い風が髪かみを撫でた。


「みんな！」


　自分の恐きよう怖ふを隠かくすように、ジュジュは声をあげた。


「戦争を止めるぞ！　絶対に！」


　大陸に生きる人たちの恐怖を取り除くために、赤目隊は風に乗って進む。


　行き先は東。


　──オウガンを目指して。




　２　赤の月十七日　竜に抱いだかれ







　ルテア大陸東に位置する国、ホラキア。


　隣りん国ごくジルサニアとは違ちがい、荒こう涼りようとした大地が続く。しかし全すべてが不毛の土地ではなく、荒あれた土地にも力強く芽め吹ぶく植物が数多く生えている。


　そんな強い植物が特に目立つのが、北国ツッキーニとの国境にあるリルク山脈だ。南から吹ふく暖かい風と、北の寒風に挟はさまれたその山々には、独自の文化を持つ藍らん山ざん同どう盟めいですら見かけない奇妙な植物が生えている。


　中には人間にとって有害なものも多くあるが、時には希少価値の高い植物もある。


　例えば染せん料りようや香こう料りようの材料になったりするものも。


　その赤あか紫むらさき色いろの果実は食用には適さない。なぜなら皮が薄うすく、指で触れただけで割れてしまうからだ。人間の力で触れたら最後、毒々しい色の果肉があふれ出す。しかも渋しぶくて食べられたものではない。


　そんな果実が大量に実っている地帯を、拳けん法ぽうの訓練をしながら走り抜ぬけるという修しゆ行ぎようがある。果実を割らない繊せん細さいな集中力を鍛えるためのものだ。


　激しい運動をしながら、果実にも注意する。自然の力の前ではズルができない。


「……本当かぁ？」


　それを聞いたホラキア兵士が、首をかしげる。


「ホントだってば！　怪あやしい者じゃないんだよ！」


「そうは言うけどなぁ。どっから見ても怪しいぞお前」


　兵士に言われて、アーニィは自分の身体を見た。


　もう何個割ったのか覚えていない。彼女の全身は果か汁じゆうに濡ぬれて真っ赤に染まっていた。まるで血まみれの肉にく食しよく獣じゆうのように見える。


　彼女の周囲には、粗末な一いつ軒けん家やがあるのみ。近くには街かい道どうへ降りる道と、井い戸どしかない。四方を森で囲まれているが、珍ちん妙みような植物しかないので一いつ般ぱん人じんが生きていくには厳しい場所である。


「だからぁ！　修行してたんだよ！」


「修行って、ここがどこだか知ってるのか？　かの伝説の格かく闘とう家かが一時期住んでいた場所で、今でも許可がなければ入れないんだぞ？」


「許可ならもらったよ！　あたしは娘むすめなの！」


「娘？」


　兵士が隣の同どう僚りようを見る。彼らはふたり組でアーニィを呼び止めたのだ。


「確かマグダレーナには娘がいるって聞いたぞ。確かジルサニアに住んでるって」


「そうだよ！　ほら！」


　と、アーニィは荷袋からジルサニア騎き士し団だんの制服を取り出した。汚よごれることが分かっていたので、今は普ふ段だん着ぎだ。


「おぉ……本当だ」


　ふたりの兵士が驚おどろきの声を出す。


　どうやら信じてくれたようだが、彼らの疑問は次の段階に移る。


「つーか、なんで娘がこんなところにいるんだ？　しかもこんな時期に」


「それはこっちのセリフだよ。なんでホラキア軍がいるの？　戦場ってもっと北西なんでしょ？」


　アーニィがアゴで北西を指す。あちらの国境付近にある平原で、ホラキア軍とツッキーニ軍がにらみ合っていると、先ほどこの兵士たちから聞いた。


「ああ、俺たちは偵てい察さつだ。近きん隣りんの村が襲われていないか、見回りに」


「ここも住居があるしな。誰だれかいるかもしれないと思ったんだが……見み事ごとにいたな」


　一応、彼らは心配して来てくれたようだ。必要かどうかはともかく、厚意によるものだと納なつ得とくするアーニィ。


「とりあえず顔拭ふけよ」


「ありがと！」


　兵士が渡わたしてくれた手ぬぐいで顔の汚れを取る。まるで血のように真っ赤な果汁が手ぬぐいについた。井い戸ど水みずで洗ったのだが、逆に全体的に染まってしまった。兵士に謝るが、彼は笑って許してくれた。


　誤解も解けたところで、また修行に戻もどろうとしたときだった。


「ん？」


　兵士のひとりが顔を上げる。


　つられてアーニィもそちらを見ると、黒こく煙えんが見えた。


「……こんな近くでも戦争やってるんだ」


　ホラキア軍はツッキーニの侵しん攻こうを食い止められなかったのか。黒煙の位置は、本来戦せん闘とうが行われている地点よりだいぶ東だ。


「いや、おかしいぞ」


　ひとりの兵士が呟く。


「あんな場所まで下がるはずがない。後退するなら南に行くだろう。地形的に西には下がりにくいはずなんだ」


　その言葉に、別の可能性が浮かびあがる。


「ねぇ！　あそこに何かある!?」


「──確か、小さな村が」


　兵士もそれに気づいた。


「おい！」


　ふたりの兵士は互たがいに目配せすると、地面に大きく足をふんばった。何かを食いしばるように険しい顔になる。


「はぁぁぁぁ……！」


　兵士が気合いを入れると、その両りよう脚あしが丸太のように膨ふくらんだ。


　ホラキアの強きよう化か魔ま法ほうである。


　肉体の一部、あるいは全部を強くするという単純にして強力な魔法だ。彼らは足あし腰こしを強化して現場へ駆かけつけようとしていた。


「邪じや魔まして悪かったな！」


　手を挙げて走り出す兵士たち。


　馬よりも速く駆ける彼らを、アーニィは見送らなかった。


「待って、あたしも行く！」


「なっ!?」


　全速力で走る兵士たちのすぐ後ろに、ぴったりとついて行く。しかしアーニィの脚は細いままだ。


「魔法なしで、そんな速く!?」


「鍛えてるからね！」


　むしろ、この程度の速度で魔法を使うなど、非効率だとすら思っているアーニィ。そんなに遅おそくては数歩走っただけで果汁まみれになってしまうだろう。


　風を切って走る三人。


　──いつか竜りゆうより速くなれたら。


　そんな想いを胸に抱いだきつつ、アーニィは黒煙と災難の発生源まで走った。








　強化魔法は筋肉を増強するだけではない。集中力を増すことによって、繊細な動作も可能になる。脚きやく力りよくは増加させたまま、足音を消すといった芸当もできるようだ。もちろんアーニィは魔法なしでこなせる技わざだ。


　ふたりの兵士を伴ともなったアーニィが辿たどり着ついたのは、修行場から西にある村だった。


　村から離はなれた場所にある岩いわ陰かげから、そっと様子を窺うかがう三人。


　正確には村というより、炭鉱だ。鉱山とそれに続く道、掘ほり出した鉱物の倉庫や作業員の休きゆう憩けい所がある。作業員が住んでいるであろう村は、炭鉱から延のびている坂道の下にあった。緩ゆるやかな坂道には、ロープが張られている。物資を輸送する時に使うのだろう。


　その坂道に、数十人の人間がいた。


「あれ、ホラキアの兵士？」


　念のためアーニィが尋たずねると、隣となりにいた兵士は首を横に振ふる。


「よく見ろ。あの灰色の手てつ甲こう。あいつらツッキーニの技ぎ士しだ」


「あれツッキーニの機き装そう甲こうってヤツ？」


　アーニィにも見覚えがある。機装甲について思い出していると、エルガンディア共和国での屈くつ辱じよくも蘇よみがえってきた。


　全身を機装甲で覆おおった技士たちに、アーニィの拳こぶしは傷ひとつつけられなかった。


　それが悔くやしくてホラキアまで修行に来たのだ。もっと強くなって、ジュジュを守る騎士にふさわしくなるために。


「でも、前に見たヤツと違うね。もっとこう全身に着るカンジだったよ」


　アーニィがそう言うと、


「なんだそれ。ツッキーニの機装甲っていったら、ああやって手に纏まとうものだろう」


　そうだ。あの全身に着るタイプのものは、最新式だった。それほど良い武装は全軍に出回らないのだろう。


　──旧式なら絶対に勝てる。


　ただし確信が持てるのは一対一だ。


「二十人くらいか？」


「いや、三十人は超こえるな」


　兵士たちが話している。アーニィもきっとそのくらいだと踏ふんでいた。この場にいる三人が戦ったとして、ひとり十人以上。やってやれなくはないが──


「あ、おい！　あれ！」


　技士たちに動きがあったようだ。ちょうど風がこちらに吹ふいているので、彼らの会話も聞こえる。どうやら村人と言い争っているようだ。


　アーニィは耳を澄すまして集中する。


「なんだあんたら！　な、なんで俺たちの村を襲おそうんだ!?」


「敵国の村を襲うのに、理由がいるのか？」


「そ、それにしたって、ウチは炭鉱だ！　食料だって少ないし、女だっていないぞ！」


「そんなものは必要ねぇ。俺たちはその鉄に用があるんだ」


「鉄!?　なんだって、鉄を!?」


「お前らには分からねーだろうが、俺たちにとっちゃ鉄鉱石のままでも充じゆう分ぶんな資材になるんだよ。石ころサイズでも十人は殺せる」


「バカな！　そうと知って、みすみす渡せるわけがないだろう！」


　そこまで聞いて、アーニィはふたりの兵士を見た。


　ふたりとも青ざめている。ただの泥どろ棒ぼうかと思いきや、立りつ派ぱな作戦行動だ。ここで彼らに鉱石を渡せば、結果的にツッキーニ軍を強化してしまう。


「止めよう！」


　飛び出そうと身を起こすアーニィ。しかし兵士が彼女の肩かたを摑つかむ。


「バカ！　いくらなんでもあの人数じゃ無理だっ！」


「けどこのままじゃ、あの人が危ないよ！」


　見れば抵てい抗こうしていた炭鉱夫が、ツッキーニ技士によって殴なぐられている。転ばされた彼を見て、技士の手甲が剣けんの形に変わったではないか。


「ああー、それもそうだ！　くそっ！」


「助けなきゃ俺たち後こう悔かいするぞ！　どうする!?」


　悩なやむ兵士たち。自分たちの実力は理解しているようだが、それでも見過ごせない気持ちは残っているらしい。バカだが気の好よい兵士なのだと理解した。


「せめて俺たちの部隊が……いや、軍団長ひとりでも来てくれたら」


「軍団長？　なにそれ、強いの？」


　ジルサニアの強者は知っているが、ホラキアのことになると疎うといアーニィ。なぜなら自分の母親以上に強い人物を知らないからである。


「強いぞ。最近メキメキと頭角を現してきてな……って、そんな場合じゃなかった」


　兵士たちも立ち上がる。


「おいマグダレーナの娘むすめ！　お前も強いんだろうな!?」


　胸を張ってそう言えるほど強くはない。


　だけど兵士たちを安心させるために、アーニィは力強く答えた。


「あんな連中、あたしひとりでも平気だよ！」


「よっしゃ！　行くぞ！」


　そこから先、アーニィの思考は途と切ぎれる。


　気を失ったのではない。意識ではなく身体からだの動きに全すべてを委ゆだねたのだ。


　岩陰から飛び出したアーニィは、まっすぐに走る。その時点で敵は米こめ粒つぶ程度の大きさにしか見えない。フェリサなら目をつぶってでも狙そ撃げきできる距きよ離りだが、アーニィの脚では五十歩以上走る必要がある。


　それでも技士たちはアーニィの接近に気づかなかった。油断していたのだろう。こんなところに敵が、しかも軍勢ではなくたった三人で現れる事態など想定していなかったのだ。


　炭鉱夫に剣を向けていた技士が最初の犠ぎ牲せい者しやになった。


「はあぁぁぁああぁぁぁぁっ！」


　軸じく足あしを捻ねじりながら跳ちよう躍やくしたアーニィ。


　その鎌かまのような回し蹴げりは技士の延えん髄ずいを刈かり、身体ごと叩たたき潰つぶした。地面に顔面を埋うずめる技士はすぐに動かなくなる。


「なっ、だ、誰だれだ!?」


　周囲の技士が戦闘態勢に入る。右手に嵌はめていた手甲を、剣、斧おの、短たん槍そう、さまざまな武器に変化させてアーニィを取り囲む。


「どっせいぃっ！」


　が、人ひと垣がきの端はしから急に技士が吹き飛んだ。


　ふたりの兵士たちが突とつ撃げきしたのだ。単純なタックルだが、強化魔法で増強された筋肉が生み出す突とつ進しん力はイノシシすら凌りよう駕がする。


「俺たちはホラキア軍、金こん剛ごう石せき中隊だ！　お前たちは完全に包囲されている！」


　大だい音おん声じようで叫さけぶ兵士。


　まるですぐ近くに仲間がいるかのようなハッタリだが、それでも技士たちは周囲を見回す。もちろん他ほかには誰もいない。


　その一いつ瞬しゆんはアーニィにとって好機だった。


「はぁぁぁぁぁぁっ！」


　アーニィは近くにいる技士の腹を蹴り、その反動で逆方向に跳とび上がる。


　そして別の技士の肩に乗ると、首を蹴ってさらに跳ぶ。


「この女ぁ！」


　宙を舞まうアーニィを斬きろうと、さらに別の技士が槍を突つき出だす。空中なら方向転てん換かんできないと踏んだのだろうが、アーニィには通じなかった。


「よっと」


　アーニィは空中で槍の穂ほ先さきを蹴る。


　その小さな反動でさらに移動し、近くにいた技士にカカト落としを叩き込んだ。


「なっ、こいつ!?」


「油断するな！　かなりの使い手だ！」


　着地したアーニィから距離を置く技士たち。すでに五人以上倒たおしたが、まだ大量に残っている技士たち。もう油断はしてくれないだろうから、こちらも気を抜ぬけない。


「なんて身のこなしだ……まるで空を泳いでいるような」


　呟つぶやいた兵士が、思い出したように手を叩く。


「そうだ〝踊魚タツプフイツシユ〟だ！　マグダレーナ・クライトンの異い名みよう！　あのつかみどころのない武ぶ闘とうスタイルからつけられた──」


「じゃあ本当に娘だったんだな、あいつ！　二代目は伊だ達てじゃないな！」


　今まで疑っていたわけではないだろうが、兵士たちは驚おどろきっぱなしだ。目の前で母親のことを言われて、少しだけ反応に困るアーニィ。


「どうする？　今帰るなら見み逃のがすよ？」


　囲んでいる技士に忠告してみる。これで帰ってくれれば無用な争いは避さけられる。


　しかし技士たちは態度を変えなかった。


「俺たちも遊びに来ているわけではない。この鉱石を持って帰らなければ、上官に何をされるか分からないんでな！」


　言葉と共に、先頭の技士が剣を振った。


　その剣をすり抜け、技士の鼻に拳を当てる。鼻を押さえる技士の背中に回り、その背後にいた別の技士の鳩尾みぞおちを蹴り飛ばす。


「うおおおっ！」


　左右同時に斬りかかる技士。斬撃を伏ふせて避よけ、その姿勢のまま足を払はらう。倒れた技士の肩に飛び乗り、再度飛び上がる。


「また跳んだぞ！」


　技士の悲鳴を受けながら、アーニィは空くうを泳ぐ。


　軽い身のこなしで下からの攻こう撃げきを避け、もうひとり蹴り飛ばそうと足を振り上げる。


　その時だった。


「ん？」


　空中でアーニィの身体が固まる。


「バカめ！　スキだらけだ！」


　そんな彼女に技士たちが攻撃しようとするのだが、


「ぎゃああああああっ！」


　包ほう囲い網もうの外側から聞こえる悲鳴に、彼らも攻撃を止やめてしまう。


　何が起きたのかはすぐに判明した。


　技士が数人、吹ふき飛んでいた。まるでゴミを投げるかのように高く飛び上がる技士が数名。同時に金属を叩く音が響ひびく。機装甲を何かで叩いているのか。


　一いつ緒しよにいたふたりの兵士ではない。彼らは地上で別の技士と戦っている。


　では、誰が──


「無事かっ、ふたりとも!?」


　包囲網の外から聞こえる、若い青年の声。


　技士たちに阻はばまれて姿は見えないのだが──


「あ、あの声は！」


「軍団長だ！　軍団長が来てくださった！」


　兵士たちの表情が明るくなっている。それまでは決死の覚かく悟ごで死地に赴おもむく男の顔をしていたが、今は戦せん闘とう中だというのにすでに勝ったような雰ふん囲い気きだ。


　が、彼らの予感は事実だった。


「おあぁあああああっ！」


「ぎゃあああああっ！」


　包囲網の外から内側に切り込んでいくように、人が投げられてゆく。近づくにつれて、投げているのではなく、何かで強打したのだと分かる。剣ではなく棒のようなもので吹き飛ばしているようだ。


「見たか！　我らが〝黒鳥フツケバイン〟の力を！」


　近くにいた技士を殴り飛ばして、兵士が勝かち誇ほこる。


　が、アーニィは見逃さなかった。


　先ほどから音の主が使っている棒の音が変化している。どうも技士を殴っているうちに弱っているようだ。棒そのものか、あるいは使い手か。


　どちらにせよ、あれではもうすぐ──


「うっ！」


　キン、と澄すんだ音と共に、棒が飛んだ。


　その音を聞いた瞬しゆん間かん、アーニィは飛び出した。


「危ないっ！」


　棒の使い手を守るために、アーニィは蹴りを放つ。アーニィと戦っていた技士の腹を押して、棒使いを襲おそおうとした敵ごと吹き飛ばしたのだ。


　倒れ込む技士を、棒使いが素す手でで殴る。回転しながら飛んでいく技士が、さらに別の技士を巻き込んで倒れる。


「う、ううう……」


　気がつけば残った敵は十人以下に減っていた。


　十対四という倍以上の兵力差だとしても、これだけ強さを見せつけたアーニィたちと戦おうという者はいなかった。


「死にたくなければ、すぐに去れ！　そうすれば命までは取らない！」


　棒使いの声が轟とどろく。


　先ほどの兵士とは違ちがい、凜りんとした力のある声だった。軍団長ともなれば声ひとつとっても迫はく力りよくがある。


「く、くそぉ……っ！」


　ツッキーニ技士たちは倒れた仲間に目もくれず、一いち目もく散さんに逃にげ出した。やられはしたが、まだ動ける技士たちも這はうようにして逃げ出していく。追い打ちをかけるように炭鉱夫が石を投げつけていた。


「ふうっ」


　アーニィは汗あせをぬぐい、息を吐はく。


　なんとか炭鉱を守ることができた。感情で走ってしまったが、兵士たちとあの棒使いがいなければどうなっていたか。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


「ああ、ありがとう」


　そこで初めて、棒使いに呼びかける。どうやら棒使いは一本の長い棒ではなく、二本の短い棍こん棒ぼうを使っていたようだ。落ちたもう一本の棒を拾いつつ、礼を言う棒使い。


　棒を拾い上げて、こちらを向くその男は──


「…………！」


　お互たがい顔を見て、硬こう直ちよくする。


　技士の集団をゴミのように薙なぎ倒していった、あの棒使い。整った黒くろ髪かみに、優やさしい顔立ち。そしてスラリとした体格。見覚えがありすぎる。


　ただひとつだけ前と違っているのは、姿勢。


　以前はこんなにしっかりと立っていなかった。もっとオドオドしていたのに。


「ベン……？」


　ホラキア王国第二王子、ベンヤミン。


　ジュジュの友人にして、子分。


「君はジュジュのところの、アーニィ……？」


　驚きよう愕がくするベンヤミン。おそらくアーニィも同じ表情をしている。


　そして当然の疑問をふたり同時に口にするのだった。


「どうしてこんなところにいるの？」







　　　　＊




　竜りゆうでの移動は、馬や船ほどではないが苦労を伴ともなった。


　まず食料や水の心配があった。足りないのではなく、食べられないのだ。超ちよう高こう速そくで飛ぶ竜にずっとしがみついているため、揺ゆれはしないものの体力を奪うばわれる。一日に何度も休きゆう憩けいを取るのだが、ミロクも他の隊員もあまり喉のどを通らなかった。


　そして竜の振しん動どう。竜も生き物なので、飛行すれば上下に揺れる。さらに雲や風の動きを読んで向きを微び妙みように変えるので、操縦者ですら予測しない動きをしたりする。


　前回ベトまで行ったときは鐘かねふたつ（約二時間）ほどの行程だったし、搭とう乗じよう者も実質ミロクひとりのようなものだったので、そこまで苦労しなかった。


　しかし今回は長ちよう距きよ離り長時間、さらに前回の二倍の積せき載さい量という三重苦。


　ジュジュなど国民には絶対に見せられない顔になっていた。
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　一応ホラキア最さい東とう端たんの海岸で休憩した際に化け粧しようをしたのだが、それでもジュジュの顔はゲッソリと瘦やせていた。トーラットなどは吐き疲つかれてぐったりしているし、ビスマルクも無口になっていた。唯ゆい一いつフェリサだけが無事だ。


　そんな状態から無む理りをして飛んだ、最後のひと飛び。


　結果として、赤あか目め隊たいは誰だれひとり脱だつ落らくせずにオウガン帝てい国こくに辿たどり着つくことができた。


　ミロクの見立てよりずっと早い、一日半という時間だった。


　何が不幸かといえば「オウガンに着けば助かる」と全員信じ切っていたことである。


「うわぁっ！　だ、誰だ！」


　オウガン帝国の首都ビナン。


　宮きゆう殿でんの中庭にいきなり着陸したリンドウマルを、無数の槍やりが出で迎むかえた。


　見み渡わたす限りの赤。


　槍を持った警備兵の鎧よろいの色と、宮殿を彩いろどる屋や根ね瓦がわらの色だ。


　中庭には砂利じやりが敷しき詰つめられている。しかし乱雑に石ころが転がっているのではなく、砂のように細かい石が模様を描えがいていた。


　ビナンにある宮殿は、中央にある庭園から東西南北に続く廊ろう下かが延び、そこからそれぞれ特色のある建物に繫つながっている。


　四方に広がる宮殿への道も赤い柱と装そう飾しよくされた梁はりで支えられており、ジルサニア王宮のように輝かがやくような美しさではなく、静かに栄える優ゆう雅がさを感じる。


　本当なら入り口にして外交を司つかさどる「南の宮」に近づこうと思ったのだが、リンドウマルも疲れており、まともに着陸できなかったのだ。


「待て、待ってくれ！　敵じゃない！」


　首を垂らしたリンドウマルから降りたミロクは、さっそく両手を挙げる。


　宮殿にいた者たちも、さぞや驚いたに違いない。中庭に竜が降りることは多々あるが、それは竜が傷ついたり、火急の用事があったりと、緊きん急きゆう事態に使われる。ジルサニア騎き士しを伴った竜が近づいてくれば、緊急事態だと思うだろうが。


「なぜジルサニア騎士がここにいるんだ!?」


　槍を突つきつけながら、警備兵たちが怒ど鳴なる。


「なんかどっかで見た光景だなこりゃ」


　暢のん気きに言うビスマルク。


　ベトでの教訓がまるで生かされていないことに呆あきれているのだろう。ミロクも重々承知している。だから無む駄だな抵てい抗こうはしないと決めたのだ。


「みんな！　俺のこと忘れちゃったのか!?」


　両手を広げて、顔がよく見えるようにする。


　するとどうだろう、警備兵の顔が変わった。


「ミロク様……？」


「本当だ、あれミロク様じゃないか？」


「ミロク様って、ジルサニアに逃げたんだろ？」


「じゃあジルサニア騎士の制服も、本物……？」


　警備兵たちは槍を下げる。しかし動どう揺ようしており、道を空ける気はないようだ。確かく認にんするものが欲しいのだろう。


　ミロクも自分を証明するような物など持ってきていない。皇子の証あかしになるようなものは自宅に置いてきてしまった。


「ええい、のけぃ！」


　すると警備兵をかきわけて、ふたりの大男が姿を現す。


　それは一いつ般ぱん的な十七歳の平均身長であるミロクより一回りも大きな男だった。ここまで来るときも天てん井じように頭をぶつけそうになったに違いない。


　左右で若じやつ干かんの違いはあるが、よく似ているふたり。どちらもかなり鍛きたえている。鎧こそ着けていないが、ボロボロの服からはみ出た筋肉は巨きよ木ぼくのようだ。


「あっ！　マガタとレンボクシ！」


　ミロクはそのふたりをよく知っている。


　皇こう帝ていの親衛隊にして、オウガンで最強のふたりと名高い兄弟である。


　ミロクはオウガンの剣けん術じゆつ大会で三位という実力の持ち主なのだが、この兄弟が一位と二位なのだ。その力は衰おとろえていないように見える。今でも勝てる自信がない。


「ほう、俺たちの名を知っているとはな」


　左の男、兄のマガタが薄うすく笑う。ただ笑っているだけなのに、もの凄すごい威い圧あつ感かんだ。


「だがお前がミロク様だと証明できるまで、俺たちは信じねぇ」


「そんなこと言われても……」


　戸と惑まどうミロクに、マガタはこう提案する。


「なに、簡単だ。これから俺が出す質問に答えろ」


「質問……？」


「簡単な問題だ。いいか、他ほかの奴やつらは手を貸すなよ」


　それは赤目隊の連中に言っているのだろう。手を貸すもなにも、赤目隊はジュジュとトーラットが竜に酔よってグロッキーになっており、それをフェリサが介かい抱ほうしている。その有様には一部の警備兵も心配して濡ぬれ手てぬぐいを持ってきてくれるほどだ。


「では問題だ。次の故事に続く言葉を言え。『李り下かに冠かんむりを──』」


「…………？」


　ミロクは首をかしげたまま答えない。


「……第二問。『瓜か田でんに履くつを──』」


「…………ええと、なんだっけ」


「第三問。人間の鼻と口の間にある急所のことをなんと言う？」


「人じん中ちゆうだろ？」


「おおおっ、やっぱりミロク様だ！」


　マガタもレンボクシも手を挙げて突とつ撃げきしてきた。ミロクが身構える間もなく身体を抱だきすくめられた。


「久しぶりだなぁミロク様！　生きててなによりだぜ！」


「おうお前ら！　誰か偉えらい人呼んでこい！」


　兄弟が命令すると、警備兵たちも嬉き々きとして走る。


「本当だ！　これは本物のミロク様だ！」


「ミロク様がお戻もどりになられた！」


　警備兵が蜘く蛛もの子を散らすように走り出すと、中庭は静かになる。レンボクシはリンドウマルの背中を撫なで、竜の廏きゆう舎しやまで誘ゆう導どうしてくれる。


「お前ら、俺のことをなんだと……！」


　拳こぶしを震ふるわせるミロクだが、


「なるほど、もの凄く分かりやすい識別方法だな」


「偽者だったら、もうちょっと賢かしこく化けますからね」


　ビスマルクとトーラットも感心したように頷うなずいている。誰ひとりミロクを庇かばうような発言がないところが、彼に対する理解を物語っていた。


「してミロク様よ。こいつらは？」


　ぶっきらぼうに親指で赤目隊を指すマガタ。


「お初にお目にかかります。オウガンの武士よ」


　先ほどまで介抱されていたジュジュは、もう立ち直っていた。いや、人の手前だから無理をして立っているのだ。


　だが彼女の表情からは弱さを感じられない。


「私はジェルメーヌ・ジルサニア。ジルサニア王国の第一王女です」


「……へっ？」


　マガタの表情がこわばる。


「オウガンの故事も多少は学んでおります。先ほどの質問『李下に冠を正さず』『瓜田に履を納いれず』──どちらも疑われるような行動は慎つつしめ、という意味ですね。非常事態とはいえ、唐とう突とつな来訪をお詫わび致いたします」


「あ、いや……」


「私にも問題を出しますか？」


「いいえ、そんな！　結構です！　ご無礼をお許しください！」


　マガタは巨きよ体たいを屈かがめ、膝ひざをついて頭を下げた。


「おいマガタ。なんでこっちはあっさり信じるんだよ」


　ミロクがツッコミを入れると、


「馬ば鹿か野や郎ろう！　ミロク様にはこの気品が感じられないのか！　このお方、どっからどう見てもやんごとない身分だろうが！」


「あの、俺も一応皇子なんだけど……」


　か細い声の自己フォローは、結局誰にも聞き入れられなかったという。








　横開きの扉とびらをいくつも通り、最終的に赤目隊が通されたのは「北の宮」にある来客用の部屋だった。板張りの床ゆかに、木製のテーブル。壁かべには文字が書かれた額がく縁ぶちがかけられており、質素だが落ち着く空間である。


　テーブルにも竜りゆうを象かたどった彫ほりものなど、細かな部分で目を惹ひく造形がいくつもあった。


「…………」


　悠ゆう然ぜんと椅い子すに座るジュジュだが、内心ドキドキしている。


　オウガンは大陸から離はなれた場所なだけあって、マナーも異なる部分が多いという。姫ひめという立場なだけあって、勉強はした。しかし本番になると緊きん張ちようしてしまい、本当にこれで正しいのか疑問になってくる。


　ミロクに問い質ただしたいのだが、彼は今ここにいない。呼ばれて別室へ行ってしまった。


　仕方なく黙だまって椅子に座っているのだが、他の隊員も落ち着かない様子だ。部屋の造りひとつとっても違ちがうのだから無理はない。


「ようこそいらっしゃいました、ジルサニアの皆みな様さま」


　横開きの戸が開くと、ふたりの女性が入ってくる。


　手には茶ちや碗わんの載のった盆ぼんが。


「どうぞお楽にしてください。ジェルメーヌ姫もお疲つかれでしょうから、疲ひ労ろうによく効く茶を用意致しましたわ」


　五十代くらいの年配の女性が、テキパキと茶を淹いれていく。グリーンティーの芳ほう醇じゆんな香かおりが優やさしく広がっていくのが分かる。


「ふむ……オウガンのお茶」


　案の定、トーラットが茶を真しん剣けんに見つめていた。


　ジュジュも細長い陶とう製せいのカップを手に取り、口を付ける。香りもそうだが、味は少し渋しぶい。しかしその渋みが喉のど元もとを過ぎると溶とけるようになくなっていく。


　非常においしかったのだが、はて、こういうときは何と言ったか。


「け、結構なお点て前まえで」


「あらやだ」


　年配の女性は口元に手をあてて笑う。しまった、間ま違ちがえたか。


「気を遣つかわなくて良いのですよ、皆様。むしろこちらが気を遣うべき立場なのですから。この部屋も他国の方かたがくつろげるように造られたのです」


「これで、か」


　思わずビスマルクが呟つぶやく。


「あら、窮きゆう屈くつでしたか？　大陸の方々は椅子と机に座るのだと伺うかがったのですが」


「確かにそうなんだが、なんつーか、逆に緊張するんだよ。これならそっちの流りゆう儀ぎに合わせて草の床に直接座った方が楽だ」


「まぁ……それは失礼を」


「い、いえ、むしろ失礼を申したのはこちらです！　こらビスマルク、やめなさい」


　慌あわてて取とり繕つくろうジュジュ。


　無礼な態度をとったにも拘かかわらず、婦人は笑え顔がおのままだ。隣となりにいる二十代くらいの女性もニコニコと笑っている。


　侍じ従じゆうの親子だろうか。しかし姿勢や立たち振ふる舞まいに気品が感じられる。王宮に勤める侍従なら気品くらいあって然しかるべきだが、どうもそれ以上の何かが──


　ジュジュがそう思っていると、


「手紙にあったとおり、楽しそうなウサギの隊長さんですわねぇ」


　唐突に婦人がそう言ったではないか。


「……え？」


「いえね、私の娘むすめがもうひとりジルサニアにいるのですよ。彼女が手紙で騎き士し団だんの様子を書いてくれるのですが、とても素す敵てきなウサギの隊長さんがいるのだとか」


「ジルサニアに……娘さんが」


　それはとても珍めずらしいケースだ。


「他ほかにも騒さわがしい学友とか、兄が所属している部隊の愉ゆ快かいな同どう僚りようさんとか。ええ、本当に手紙で読んだとおりの方々で──」


　微笑ほほえみを通とおり越こして、クスクスと笑い始める婦人。


「ちょっとお母さん。笑いすぎよ」


　低い声で窘たしなめる若い女性。


「あらあら、失礼しました。ごめんなさいね」


「い、いえ。それよりも──」


　咳せき払ばらいをしてから、ジュジュは尋たずねる。


「その娘さんの名前って」


「コ・ニィエンと申します。コ・ニィエン・オウガン」


「コニー……」


　ということは、この女性たちは。


「ホホホ、申もうし遅おくれました。私、モ・レイホゥ・オウガンと申します。元オウガン皇こう帝てい第三夫人ですが、今はただの女ですわ」


「……ス・ミィア・オウガンです。弟たちがお世話になってます」


　笑いながら挨あい拶さつする婦人と、小さな声で礼をする女性。


　言われてみれば、よく似ている。特にモ・レイホゥ夫人が笑ったときの目の形や、ス・ミィアの固く結ばれた口元など──


「あ、ええと、ど、どうしよう」


　その事実を知って、なぜかパニックになるジュジュ。


　手を浮うかせてバタバタともがいているが、それよりも他の隊員が先に立ち上がった。トーラットとビスマルクが真っ先に頭を下げる。


「や、ミロクのご家族でしたか。そうとは知らずにすみません」


「いやー、アイツにこんな美人の姉と母親がいたとは。隅すみに置けねぇな」


「まぁ、こちらこそいつも息子むすこがお世話になっております。娘の手紙によると、とても苦労しているけど、とても楽しそうだとか」


　緊張した雰ふん囲い気きが一気にほどけ、和なごやかなムードが訪おとずれる。


　それなのにジュジュだけは硬こう直ちよくしたまま、どういう態度を取っていいか分からない。


　いや、普ふ通つうに姫として接すれば良いのは承知している。


「あの……」


　しかし相手はミロクの家族だ。


　飾かざった自分ではなく、本音で話したいことがあるのだ。


「えっと……」


「どうしたの？」


　そんなジュジュの肩かたに手を置いたのは、ミロクの姉、ス・ミィア。


「いえ、その、私……」


「うん」


　彼女は訊き返さず、じっとジュジュを見ている。無む理りに聞き出そうとはせず、自発的にジュジュから言葉が出るのを待ってくれているのだ。


「わ、私は……皆みなさんに、感謝しています。国は違えど、私とミロクを引き合わせてくれたことを。ミロクがいたから、ここまで来られたのです」


「うん」


「だ、だから……その、ありがとう」


　こんなに言葉に詰つまったのは、生まれて初めてだった。


　いつもは姫という使命を帯びて対話をしているか、もしくは全すべてをさらけ出して開けっぴろげに話していた。だけど今、姫としてもジュジュとしてもどう話せばいいか分からなかったのだ。


　理由は分かっている。


　──自分のミロクに対する気持ちを、うまく隠かくしきれなかったから。


　そんなジュジュの辿たど々たどしい言葉を受け止めたス・ミィア。


「こちらこそ、ありがとう」


　彼女は優やさしく微笑んで、一礼した。


「ようこそオウガンへ」


　その笑顔を見て、ジュジュはまた赤面する。


　本当にミロクに似ているのだ。笑った顔も。








　その部屋にはほとんど何も置かれていなかった。草を編んだ床に、文ふ机づくえがあるのみ。壁にすら何も掛かけられていない。他には明かりを灯ともすための紙と木で作られたランプと雑多に置かれた数冊の本。そして鞘さやに包まれた一ひと振ふりの剣けん。


　他国の人間から見ても質素だと分かるその部屋こそ、オウガン皇帝ゴウトの私室だった。


　主に軍略を考えるときに使用するこの部屋。他に人の気配はなく、今は部屋の上座でゴウトがひとり座っている。


「さっさと入れ。戸を閉めろ」


「……ああ」


　紙でできた戸を閉めると、ミロクはゴウトの正面に座った。


　片かた膝ひざを立てて、まっすぐに視線を飛ばす兄がいる。


　ギ・ゴウト・オウガン。御おん年とし二十六。


　黒こく檀たんのような髪かみの毛けは長く、顔の半分を隠しているほど。しかしその奥に宿る強きよう烈れつな眼光は隠しきれない。太い眉まゆに険しい表情が、より凄すごみを増している。


　ミロクもゴウトも、オウガン式のキモノと呼ばれる服を身に纏まとっている。一枚布で作られた服で、風通しが良い。


「フン」


　ゴウトは杯さかずきを持つと、一気に呷あおる。


　そして用意していた別の杯に酒を注つぐと、ミロクの前に差し出した。


「呑のめ」


「…………」


　断れる雰囲気ではない。


　酔よわそうとしているのではなく、オウガン流の挨拶のようなものだ。


　ミロクは杯を手にすると、一息で呑み干した。少しだけガツンと喉のどの奥を焼かれる感かん触しよくがしたが、すぐに収まる。まるで水のように透すき通った酒だった。
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　杯を置くと、ゴウトは自分の杯を手にする。


「で、何を泣きつきに来たのだ？」


「…………！」


　いきなりこれだ。


　昔から仲がよいとは言えなかったが、今は蛇だ蝎かつの如ごとく嫌きらっているオーラが出ている。それはゴウトだけではなく、ミロクも同じだ。


　絶対にこの兄を許すわけにはいかない。


　第八国エイスランドと手を組んだだけではない。


　彼は──


「まぁ、貴様の用事などどうでもいい。用件はジェルメーヌ姫ひめから尋ねるとしよう」


「だったら……何な故ぜ、俺を呼んだ」


「フン。俺とて人間だ。時には感情を出したくなる」


「…………？」


「この世でもっとも滑こつ稽けいなものを見て、大笑いしたくなったのよ」


「てめぇ……！」


　この国を出ていく前ならば、立ち上がってブン殴なぐっていただろう。しかし今はかろうじて自制できている。修しゆ行ぎようの賜たまものだ。


　それにゴウトの言うことも一理ある。


「──そうだよな。俺が滑稽に見えるだろうな。あれだけタンカきって出て行った俺がのこのこと帰って来たんだから」


「要は貴様のプライドよりも、ジルサニアの危機感が上回っただけだ。暴れザルだった貴様も、少しは成長したものだ」


「褒ほめてんのか、それ」


「少しは、と言った。まだ人の上に立つような器うつわではない」


「ケッ」


　視線を逸そらすミロク。


　子供のころからゴウトには説教され続けていた。貴様も皇子なのだから、いずれ人の上に立つ。そのために剣けん技ぎだけでなく軍略も学べ、と。


「まぁ、それも良いかもな」


　虚こ空くうを見ながら、ゴウトは小さく呟つぶやいた。


「ひとりの兵力としてなら貴様は破格だ。それは得え難がたい才能だ」


　今度は褒めていると受け取って良いだろう。


「そしてシェンラン。あいつも将の器ではない。しかし少数の兵を指揮する長としての力は誰だれよりも勝まさっている」


　それはミロクも感じていた。シェンランには不思議な魅み力りよくがある。今でも天てん尾び隊をまとめて、どこかで戦っているのだろう。


「俺はそんな貴様らを、さらに上の立場から使うために勉学を学んだ。全軍を統すべるべき将とは何か、それを今でも考えている」


「……何が言いたいんだ、ゴウト」


「ジンレイは、将である俺のさらに上──王としての器を持っていた」


　ゴウトの言葉に、ミロクの顔が険しくなった。


　──まさか、ゴウトの口からジンレイの名が出るなんて。


「どうしたミロク。不快そうだな」


「たりめーだ……！」


　ゼ・ジンレイ・オウガンは不ふ慮りよの死を遂とげた。


　公式には事故ということになっているが、毒殺されたのだとミロクは知っている。


　目の前の男が犯人であるということも。


　誰よりも優しかった兄を、この男が殺したのだ。


　ミロクの視線が動く。


　ゴウトの右みぎ隣どなりに剣が置かれてある。


「殺すか、俺を」


　視線に気づかれ、ミロクは顔を伏ふせる。


「…………」


　感情を押し殺すために、ミロクは懐ふところに手を入れた。中に入っていた紙かみ袋ぶくろを取り出す。竜りゆうでの行軍にも耐たえてくれたようだ。


「ほれ、コニーからの土産みやげだ」


　目の前に置かれたそれをゴウトは拾い上げ、中を確かめる。


「煎せん餅べいか」


「クッキーだよ」


　ゴウトに袋を持たせたまま、ミロクは乱暴にクッキーを取り出す。二、三枚ほど一気に口に入れ、豪ごう快かいに嚙かんだ。ゴウトも一枚取り出し、口にする。


「ふむ、うまいな」


「……だな」


　コニーの言ったとおりだった。甘味を与あたえて交こう渉しようをはかどらせる。もっとも落ち着いたのはミロクの方だが。


　クッキーを飲み込むと、ミロクははっきりと尋たずねる。


「答えろゴウト。何故ジンレイを殺した？」


「…………」


　ゴウトはすぐには答えず、杯の酒を呑んだ。たったそれだけの時間なのに、ミロクにはひどく長く感じられた。


「……俺が殺したと思っているのか」


「違ちがうのかよ！　あの第八国エイスランドと手を組んで、ジンレイを殺しただろうが！」


　ジンレイとゴウトは、同じく国のことを考えていたが、決定的な違いがある。


　それは戦争に対して消極的か積極的か、という差だ。


「そんなに戦争がしたいのかよ！　ジンレイを殺してまで戦争する意味があんのかよ！　第八国エイスランドってのは、そんなに魅力的かよ！」


「半分は正解だ」


「半分……？　どういうことだ。俺にも分かるように説明しろ！」


「フン」


　だがそれには答えず、ゴウトはクッキーの袋を懐にしまいこむ。残りは全部自分で食べるつもりか。


「好すき嫌きらいのみで手を組めるのであれば、どれだけ楽だろうな」


「…………？」


「第八国エイスランドの連中は、俺にすら隠し事をする。それはつまり、オウガンすら信用していないということだ」


「なんだと？」


「あとは自分で考えろ。少しは頭を使え」


　それだけ言うと、ゴウトは剣けんを持って立ち上がる。


「待てよ！」


　追いかけようとするミロクの鼻先に、ゴウトの剣があった。あの一いつ瞬しゆんで抜ばつ刀とうしてミロクを黙だまらせることができるのは、並みの使い手ではない。


「……この状態でも、本気で殺し合えば貴様が勝つのだろうな」


　自じ嘲ちようするゴウト。


　ミロクは肯こう定ていも否定もできなかった。


　ゴウトは剣を鞘さやに収めると、戸を開けて歩き去ってしまった。


　残されたミロクは、腰こしを浮うかせたまま唇くちびるを嚙む。


　──結局、終始罵ののしられただけだった。


　何ひとつ有用な情報を聞けなかった。得られたものといえば、コニーのクッキーを気に入ってくれたことだけ。


「くそっ！」


　床ゆかを叩たたく。草で編んだ床が少しだけへこむが、すぐに元通りになった。





　　　　＊




　夕食は宴えん会かい場で行われた。


　オウガンの名だたる武将が列席するスリリングなパーティだったが、そのころには赤目隊もここの風習に慣れ、普ふ段だんの余よ裕ゆうが出てきた。ビスマルクはガラの悪そうな武将とケンカ腰で話しているし、トーラットは女によ官かんに茶の淹いれ方を訊きいている。フェリサはいつもどおり黙もく々もくと食事をしている。


「本日はよく参った。歓かん迎げいする、とまでは言わぬが、戦場を抜ぬけてここまでやってきた貴き殿でんに敬意を払はらい、今日の宴うたげに代えさせてもらった」


　尊大な態度で挨あい拶さつする皇こう帝ていゴウトに、ジュジュは微笑ほほえみで返す。緊きん張ちようはしているものの、姫としての威い厳げんを崩くずさずに和やかに会談し、周囲のゴツいおっさんたちから賞賛されていた。なにしろこういうタイプの姫はオウガンに存在しないので、とても珍めずらしいのだ。


　そしてミロクはというと、終始無言だった。


　ずっとゴウトの方を睨にらみながら「おかわり」以外の言葉を発さず、フェリサと並んで丼どんぶりメシを食べまくった。周囲の武将たちも事情を察してくれたようで、かつてミロクが好きだった料理を皿に盛ってくれた。


　そんなちぐはぐな会食も終わり、場がお開きになる。


　赤目隊のために用意された寝しん室しつは、個人それぞれに割り当てられていた。ビスマルクですら一部屋与えられ、こういうときにいつも半人前の対応をされる彼は大層喜んでいた。


　ミロクは昔使っていた部屋を割り当てられたが、断った。


　今の彼はジルサニア騎き士しであり、オウガンの皇子ではないという意思表示だ。


　そして宴の熱ねつ狂きようも徐じよ々じよに収まるころ──








「うおっ！」


「うおおっ!?」


　肩かたを叩かれるまで、ジュジュが背後から近づいていたことに気づかなかった。慌あわてて振ふり向むいたせいで、ジュジュも驚おどろかせてしまった。


「わ、悪い」


　ミロクは倒たおれそうになるジュジュの手を摑つかんで、引き起こす。テラスの手すりを摑んだジュジュは、なんとか立ち上がった。


「うあー、びっくりした」


　額の冷ひや汗あせを拭ふくジュジュ。無理もない。ミロクたちが立っているのは三階にあるテラス。しかもジルサニアのように強固な鉄製の柵さくはなく、木製の手すりがあるだけ。落ちたら砂利じやりの地面に頭をぶつけて死ぬだろう。


　しかし檻おりのように遮さえぎるものがないテラスからは、近くの風景がよく見える。竹林の隙すき間まから月がのぞいており、暑い季節なのに涼すずしさを感じさせてくれた。


「どうしたんだジュジュ。こんなところに」


　このテラスは「北の宮」のミロクの私室近くにあった。誰か来ることは少なかったので、あちこちに剣や剣に関する雑誌がうち捨てられてある。


「んー」


　ジュジュは頭を搔かきながら言葉を探している。


「や、お前さっきから落ち込んでるみたいだったから──ってのと、みんな別行動とっちゃって私が行く場所がなかったってのと」


「姫ひめを放ほうって何やってんだウチの隊は……」


「しょうがねーんだよ。ビスマルクとトーラットはモ・レイホゥ様たちに付き合って酒盛りしてるし」


「……ああ、うん、それは悪かった」


　母に呼び止められたら、食事だろうが酒盛りだろうが有う無むを言わさず付き合わされる。その強ごう引いんさはジルサニアのおばちゃん並みである。


「フェリサは？」


「相変わらず、どっか行っちまってるよ。狙そ撃げきポイントとか、避ひ難なん経路とか探してるんだろうな」


「そうだな」


　彼女に関しては常に平常運転である。


「で、お前はさっきから何やってんだ？」


「……懐なつかしい場所で昔を想おもってた、って言ったら笑うか？」


「いいや」


　ジュジュもテラスから月を見た。


　この場所から見る月が好きで、夜はいつもここで休んでいたのだ。子供のころから変わらない、ミロクの休息所だ。剣について考えたり、怒おこられてしょげたりしたときは、絶対にここに来たものだ。


「久しぶりに兄に会ったんだ。けど──まともに話もできなかった」


　手すりを握にぎりしめるミロク。


「言いたいことは山ほどあったのに、いざ目の前にすると言葉が出てこなかった。謝りたいことや、責めたいことも、何ひとつ」


「ミロク……」


　ジュジュの温かい手が、ミロクの背に触ふれた。


「だったら私に任せろ。お前が言いたいこと、私が全部言ってやる」


「けど、これは俺の問題だ。ジュジュには関係ない」


「バカッ！」


　背中に触れていた手が離はなれたと思ったら、全力ではたかれた。


「おまっ……！」


「私の仕事を何だと思ってるんだお前は！　国民の想いを伝える仕事だぞ!?　それでいてお前の上司で、同時に私はお前の──」


　ジュジュは息を吸い込む。


「お前の──」


「？」


「お前の……」


「ジュジュ」


　最後まで言わなくても、ミロクはジュジュが何を言いたいか理解した。


　自分を叩いた彼女の手をとる。


　全力だったのだろう。赤く腫はれていた。


「そうだな。俺はお前の剣であり、お前は俺の言葉だ」


　小さな手を握る。


　ジュジュの顔が少し赤らんだと思うと、下を向いてしまう。


「──ん」


　表情はよく見えなかったが、彼女が小さく頷うなずいたのが見えた。


「昔からさ。ゴウトは他ほかの兄弟と仲が良くなかったんだ」


　手を離すと、ミロクは手すりから身を乗り出して月を見る。


「っていうのも、ゴウトの頭が良すぎたんだよ。口を開けば勉強しろ勉強しろ、小言ばっかのイヤミな野や郎ろうでさ。特に俺とは合わなかった」


「なんか、それは分かるな」


「でももう一個上の兄貴、ジンレイとはよく国のことを話してた。ガキのころはゴウトに叱しかられる俺をよく庇かばってくれててさ。ジンレイは味方、ゴウトは敵っていう風に単純に区別してた。本当は仲良かったんだよ」


　事実ジンレイは仁君として国を治める器うつわがあった。彼が皇帝になれば戦争の規模も縮小し、平和なオウガン帝てい国こくが来ると想像していた。


「仲が良いと思ってたんだけどな──」


　しかしジンレイは死んだ。


「俺はゴウトがジンレイを殺したと思ってる。第八国エイスランドの連中と一緒にな」


「確証はあるのか？」


「ある。ゴウトは常に自分が皇帝の座に即つきたいと言っていた。平和主義のジンレイとはよく言い争っていたし、実際ゴウトが皇帝になる少し前から第八国エイスランドの連中が出入りしていたんだ」


「…………」


　本当はこの件について、はっきりと尋たずねたのだ。


　しかしゴウトは満足のいく答えをくれなかった。


　半分は正解、とはどういう意味なのか。それを考えていたら気持ちが沈しずんできたのだ。


「けどさー。あの皇帝、そんなに悪そうな感じはしなかったぞ。ていうかオウガンの将軍ってみんな優やさしいんだな」


「ジュジュお前、どんなの想像してたんだよ」


「いやオウガンって戦争好きってイメージがあったから、将軍たちも野や蛮ばんな奴やつらばかりって思ってたんだ。だけど違ちがった。みんな優しい目をしていて、なんていうのかな、敵にも敬意を払ってくれるっていうか」


「ああ。オウガンの武士は敵にも敬意を払う。戦いを神聖なものだと思っているからな。練度の低い下したっ端ぱは別だけどさ」


　そんな礼れい儀ぎを持った国を、ミロクは知っている。ジルサニアだ。あそこの騎士はオウガンほどではないが、礼をもって戦いに臨のぞむ集団である。


「あの皇帝も戦争推進派かもしれねーけど、冷静で頭はキレそうだった。無茶な戦いは挑いどまないタイプだろ」


「そうだな。その通りだ」


　ジュジュの洞どう察さつ力に驚くミロク。


「ゴウトは臆おく病びようだ。殺されたくないから殺す。攻せめられたくないから攻める。将兵の損害をひとりでも少なくするために最善の方法を考える、っていうのが口くち癖ぐせなんだ」


「だけど、今回のホラキア侵しん攻こうはちょっと無茶じゃないか？」


「そうだな……」


　言われてみて、ミロクも変だと思う。いくらツッキーニと組んでいるとはいえ、この時期にホラキアを攻せめるのはとてもリスキーな行こう為いだ。


「オウガン帝国は、ずっと昔から戦争をしてきた。主にホラキア相手にな。その理由も知ってる。東の土地が欲しいんだ」


「土地のために、ここまでするのか」


「するさ。もともとオウガンの土地だったからな」


「ああ、そうだったな」


　オウガン帝国は大陸東にある群島だけだと思っている人は多い。が、二百年前までは大陸の一部もオウガンの土地だったのだ。


　それを取とり戻もどすために、ずっと戦っている。


　ミロクはそう聞かされて育ってきた。


「けど、第八国エイスランドと手を組んで、卑ひ劣れつなマネまでしてホラキアの土地が欲しいとは思わない。今のままだって暮らしていけると思うんだ」


　目に見えない勝算があるのだろうか。


　それともどうしても侵攻しなくてはならない別の理由があるのか。


「攻める理由、か」


「それを訊ききに来たんだよ、私たちは」


「教えてくれるかな、ゴウト」


　あの性格じゃきっぱり断りそうな気もする。その心の扉とびらをなんとかしてこじ開けるのがジュジュの仕事なわけだが。


「任せろって。全部訊いてきてやるよ」


　そう言ってジュジュは自分の胸を叩たたく。


　こんな小さな身体からだなのに、ミロクの何倍も頼たのもしく見えた。


「その皇こう帝ていだけんど」


　いきなりテラスの下からフェリサが姿を見せた。


「うわあっ！」


　どこに潜ひそんでいたのか。なんで外からテラスを登ってやってくるのか。どういう見回りをしたらそんなルートを通るのか。


　色々尋ねようとしたのだが、


「危ねぇぞ」


　フェリサがアゴで指すのは、上の階。テラスから見ると自分の私室が見えるだけだが、この「北の宮」の構造を知っているミロクは、彼女がどこを指しているのか分かる。


　あそこは、ゴウトの私室だ。


「どうしたんだ!?」


「今、黒ずくめの人間が入ってった」


「なんだって!?」


　ミロクは近くに置かれてあった剣けんを手にすると、ゴウトの部屋まで全速力で走る。


「あ、待てミロク！」


　後ろからジュジュとフェリサが追ってくるが、命がかかっているのだから待っていられない。


　階段を上りながら、どういうことなのか考える。


　暗殺者だろうか。それとも物もの盗とりか。どちらにせよゴウトに危害を加えようとしていることは確かだ。では誰だれがそんなマネを──？


　考えているうちに、ゴウトの私室まで辿たどり着つく。


　横開きの戸を叩くようにして開け、中に飛び込んだ。


「ゴウト！」


　勢いよく床ゆかを踏ふみしめると、大きな音が響ひびいた。


　その音に驚おどろいたのは、中にいるゴウトと、彼を襲おそっている侵しん入にゆう者。こちらを見ている一いつ瞬しゆんのスキに状じよう況きようを把は握あくする。


　フェリサの言うとおり、黒ずくめの人物がゴウトに斬きりかかっているところだった。剣での攻こう撃げきを、ゴウトが鞘さやに入った剣で受け止めている。


「誰だお前は！」


　持ってきた剣を鞘から抜ぬこうとするミロクだが、


「殺すな！」


「えっ!?」


　今まさに殺されようとしているゴウトに叱しつ責せきされ、理由を問う前に行動する。鞘に剣を収め、そのまま侵入者に殴なぐりかかった。ゴウトを斬ろうとしていたため、こちらに背を向けていた侵入者の背中を狙ねらうが──


「ちっ！」


　こちらに気づいた侵入者が、何かを飛ばしてきた。


「うわっ！」


　目に強きよう烈れつな痛みを感じる。毒のようなものを投げたのか。焼けるような痛みだったが、一瞬で解けた。どうも先ほどまでゴウトが呑のんでいた酒のようだ。


　そしてその一瞬で、侵入者がターゲットを変える。


「──っ！」


　腰こしから短刀を引き抜き、ミロクに向かって突とつ進しんする。


　ゴウトの部屋は積まれた本や調度品でごちゃごちゃしており、侵入者の攻撃を横に避さけるスペースすらなかった。


　敵も建物の構造を熟知している。こういう狭せまいところでは、長ちよう剣けんは役に立たない。


　加えて、殺すなとの命令だ。


「はぁああああっ！」


　ミロクは床を蹴けって前進する。


　その勢いで持っていた剣を鞘ごとブン投げた。


「!?」


　こちらに突進してきた侵入者の顔面に、鞘が当たる。どちらもかなり助走をつけていたので、棍こん棒ぼうで殴られるくらい痛いはずだった。


「ぐっ！」


　倒たおれた侵入者からは、女の声がした。


　ゴウトが斬るなと言った理由はこれだったのか。いや、敵の情報を得るためだろう。彼は敵であれば女子供でも容よう赦しやなく斬る。


「よし、よくやったぞミロク」


　すぐにゴウトは倒れた侵入者を縛しばり上げる。


「殺せっ！」


　侵入者が叫さけぶが、


「殺さぬ」


　ゴウトはミロクの方を見た。


「客人の前だ」


　ミロクの背後には、心配そうな顔のジュジュといつもの無表情をしたフェリサがいた。




　３　赤の月十七日　夜に紛まぎれて







　ホラキア王国とツッキーニ王国を隔へだてるカイメル山脈。


　夏も終わりに近づいたというのに、山頂付近には雪が積もっている。一年中寒いこの場所に住み続ける物好きは少ないが、山から下りると南北どちらにも穏おだやかな風が吹ふいてくる。


　そのカイメル山脈を北にゆくと、小さな村がある。


　村といっても家が建ち並んでいるわけではなく、なんと山を掘くつ削さくして、横穴に住んでいるのだ。ツッキーニでは珍めずらしいことではない。


　夜になるとその横穴から一いつ斉せいに光が漏もれ、奇き妙みような光景が見られる。


　虫の巣のように穴が並ぶ山。そのひとつの穴から、今は不ふ穏おんな空気が漏れ出している。


「フザけんなよ……女であることに感謝しろテメェ」


　ディアートは目の前の女性を見上げ、本気の殺意を込めた視線を向ける。


「どうして感謝するんだい？」


「男だったら、顔面が変形するほどブン殴っていたところだ」


「ハッ。脅おどすだけならガキでもできるよ」


　ディアートの視線を受け流し、オーリャは肩かたをすくめた。


　彼らのやり取りを、部屋の外から男たちが遠巻きに見ている。一いつ触しよく即そく発はつの空気で、本来なら止めなくてはならない立場なのだが、動けない。


「そもそも、なんだいアンタは。勝手にやってきて、勝手に怒おこってさ。客人にしたって礼れい儀ぎってモンがあるだろうに」


「客人じゃなけりゃ、何をしてもいいってのかよ！」


　ディアートが殴ったのは、部屋の壁かべ。


　岩がん壁ぺきを殴ったので拳こぶしが痛むが、その痛みすらオーリャへの恨うらみに変えている。


「前はヴィクトルの身体はこんなに悪くなかった！　けど今は鉄てつ血けつ病びようが進行しすぎて、あれじゃヴィクトルの命だって……！」


「それはヴィクトルが──」


「ああ、何度も聞いた！　アイツはアンタに心しん酔すいしてる！　だから命を捧ささげたいって気持ちも理解してるさ！　けど、アレをもう一度やったら、アイツ本当に死ぬぞ！　それでもやらせるつもりなのかよ!?」


「……アタシだって、好きでやらせてるわけじゃないよ」


　目を伏ふせるオーリャ。


「だから言ってるだろ！　俺が──」


「それはダメだよ」


　それまでディアートの言う言葉を黙だまって聞いていたオーリャだが、突とつ然ぜん強い口調で彼を遮さえぎった。


「ディアート。アンタはジルサニアの騎き士しだ。ジュジュの大切な部下だ。だからこそヴィクトルの代わりはさせられない」


「けどよぉ！」


「そうだ……姐あねさんの言うとおりだ」


　激論を交かわすふたりの間に割って入るようにして、肌はだの浅黒い青年がやってくる。外にいた男たちに肩を借りて、息も絶え絶えに。


　あたりを止めるのかと思いきや、体力が続かなかったのだろう、その部屋のベッドに寝ね転ころんだ。


「ヴィクトル！　寝ねてろよ！」


「だから寝てるよ……このまま話していいかな」


　ヴィクトルは弱々しく微笑ほほえんで、伸のばしたディアートの手を摑つかむ。


「ディアート。君が僕のことを想おもってくれているのはわかる。けど、今は僕の命を惜おしんでいるヒマはないんだ。ひとつ遅おくれたら、ツッキーニだけじゃない、大陸がグチャグチャに蹂じゆう躙りんされてしまうかもしれない」


　そんなことはディアートも知っている。


　今、ツッキーニ軍がホラキアを攻せめているのも、第八国エイスランドと提てい携けいしてよからぬことを企たくらんでいるからだ。野放しにしておけば、第八国エイスランドがまた攻めてくる。


「そうなる前に止めなくちゃ。そのためには僕の力が要いる」


「ヴィクトル、お前……」


「ありがとうディアート。心配してくれて。でもこれは僕たちの問題だから」


「じゃあお前、なんで俺を呼んだんだよ!?　力を貸して欲しいからじゃないのか!?」


「ううん。僕はこれを託たくしたかっただけ」


　ヴィクトルの手にあるのは、掌てのひらに収まるサイズの黒い塊かたまり。


「それは……」


「もうひと暴れしたら、渡わたすよ。それまで僕がやり方を教えるから」


「バカ野や郎ろう！」


　ディアートが怒ど鳴なる。


　怒る彼には慣れているのか、ヴィクトルはまた微笑む。何か言おうとしていたが、疲つかれが限界に来たのか、そのまま倒れて眠ねむってしまった。


「お、おいヴィクトル」


「いいさ。寝かせておやり」


　オーリャが毛もう布ふをかける。


　喧けん騒そうが収まると、外から様子を見ていたレジスタンスの連中もやがて離はなれていく。静かになった室内で、ディアートは改めて尋たずねる。


「ひと暴れって……どうするつもりなんだ」


「カイメル山脈を越こえてるツッキーニ軍に奇き襲しゆうをかけるんだ。少しでも数を減らせば、ホラキアが楽になる。ヴィクトルたちが敵を引きつけて戦っている間に、別働隊がホラキア軍に情報を伝えにいくのさ」


「引きつけてって──勝つ気ないのかよ」


「一番の目的は、ツッキーニ軍の目的地をホラキアに伝えることだからね。それさえできれば、あとはどうにでもなる」




[image: ]


「って、たかが伝令で──」


　たった一つの情報を伝えるために、そこまでしなければならないのか。


　いや、しかしカイメル山脈を南に抜ぬけるためには、待ち構えているホラキア軍を突とつ破ぱしなければならない。ツッキーニ軍は麓ふもとで足止めされている。つまりホラキア軍に辿たどり着つくには、立たち往おう生じようしているツッキーニ軍を越こえていかなければならないのだ。


「んー」


　ディアートは天てん井じようを見上げ、少しだけ考える。


　やはり無理だ。


　この作戦は何かがおかしい。


「姐さん！　いるか!?」


　その時、ひとりの男が部屋に飛び込んできた。


「どうしたんだい？」


「偵てい察さつ隊から連れん絡らくがあった。ツッキーニ軍がなんかコソコソやってるらしいぜ。ホラキアを攻める道具作ってるみてーだ」


「そうかい」


　ツッキーニ軍の強さは、こうして戦せん況きように応じた装備をその場で作れる点にある。その気になれば城しろ攻ぜめ用の櫓やぐらもアッサリ作ってしまう。


「こうなりゃ、夜や襲しゆうをかけるか……いや、今から攻めても間に合わないか。間に合ったとして、勝てるわけがないし……」


　頭を搔かきながらブツブツと呟つぶやくオーリャ。


「なぁ、姐さんよ」


「ディアート、アンタまでそんな呼び方すんのかい」


「やっぱり俺、ヴィクトルの代わりするわ」


「はぁ？　アンタ話聞いてたのかい!?　関係ない奴やつに関かかわって欲しくないんだよ！」


「そうは言うけどな」


　ディアートは机を叩たたき、オーリャに顔を近づける。


　唇くちびるが触ふれそうになるほど接近して、ディアートは小さく囁ささやいた。


「俺の得とく意い技わざ、知ってるか？」


「女をたらしこむことかい？」


「それだけじゃないんだよ」


　不敵に笑うディアート。


「俺にやらせろ。ヴィクトルよりずっと上手に、ホラキア軍に辿り着いてみせる」







　　　　＊




　ジュジュがフェリサを連れて部屋に飛び込むと、薄うす暗ぐらい明かりの中で戦っているミロクが見えた。あっという間に刺し客かくをノックアウトして、素す早ばやく捕ほ縛ばくする。


「お怪け我がはございませんか？」


　こんなときでも部屋の中央で悠ゆう然ぜんと座っているゴウトに、ジュジュが声をかける。焦あせっていないように見えたが、よく見れば剣けんを手にしている。


「怪我はない。それよりもジェルメーヌ殿どの、こんな危険な場所に来てはいけない」


　戦った直後だというのに、随ずい分ぶんと冷静なものだ。


「危険ではありませんわ。ミロクがおります故ゆえ」


「……フン」


　そのミロクはというと、刺客に縄なわをかけ終えたようだ。手を払はらって立ち上がる。


「で、ゴウト。これどうする？」


「あとで尋じん問もんする。それよりもミロク、貴様に問う。この件をどう見る？」


「えっ？」


　いきなり尋ねられて戸と惑まどうミロク。


　ジュジュなりに考えてみる。ジルサニアからの訪問者が来た夜だ。当然、歓かん迎げいだけでは済まないだろう。自分たちの、ひいてはジルサニアの客人の命を守るために警けい戒かいも強化しなければならない。


「あの、陛下──」


　ジュジュが答えようとすると、


「ジェルメーヌ殿は手出し無用に願いたい。私はミロクに問うている」


「なっ、なんで俺に……？」


　まるで兄というより、学校の先生のような態度。


　ミロクが一番苦手とする人種ではないか。


「けど、俺も変だと思った」


　倒たおれた刺客を見下ろしながら、ミロクは答える。


「よりによって今夜ゴウトを襲おそうなんて考えられない。もしそうする必要があったとすれば、理由は色々あると思うけど──」


「聞いてやる。言ってみろ」


「考えられるのは、ジルサニアの心証を悪くすること。俺たちに罪をなすりつけようとする誰だれかの仕し業わざ。そうすれば怒おこったゴウトがジルサニアに戦争ふっかけるかもしれないだろ。ホラキアの次に」


「それだけか？」


「あるいは、陽動。本当の狙ねらいはゴウトじゃない」


　それはジュジュも感じていたことだ。本気で皇こう帝ていを抹まつ殺さつしようとするならば、暗殺者ひとりでは確実性に欠ける。最悪、百人単位でかかっても良いくらいだ。オウガン皇帝の首には、それだけの価値がある。


「さっき言ったように、ジルサニアへの心証を悪化させるためなら、ゴウトを殺す必要はない。口実さえあればいいんだ」


　となると、命令した人間はジルサニアに敵意を持っている人間になる。


「こういう陰いん謀ぼうは第八国エイスランドって相場が決まってると思ったんだけど……」


「悩なやむのか？」


「だってゴウトは第八国エイスランドと手を組んでるんだろ!?」


「それがどうした」


　真っ向から否定された。


　そうだ。ツッキーニが同盟国のホラキアに攻め込んだように、第八国エイスランドがオウガンを裏切ることだってありうる。ゴウトだって考こう慮りよしていないはずがない。


「なぁゴウト。俺たちを疑ってるか？」


「馬ば鹿かも休み休み言え」


　ゴウトは当然のように答えた。


「もしもジルサニアが俺の命を狙うのであれば、ミロクが直じき々じきに俺の命を狙うであろう。それにそちらの娘むすめもかなりの使い手と見た」


　ジュジュの背後にいたフェリサを指差すゴウト。


　確かに倒れている女は、暗殺者にしては弱すぎる。一いち撃げきでゴウトを殺せず、ミロクにあっさりやられてしまうくらいなのだから。


「では、どうすればジルサニアに宣戦布告したくなるほどお怒いかりになられるのですか？」


　ジュジュが割って入るが、今度はゴウトは咎とがめなかった。


「先ほどのミロクの推察。あの可能性を全すべて足せばよい。つまり俺の怒りを買うほどの何かをするための、陽動だと」


「じゃあ、別の場所で誰かが動いてるってことかよ！」


　驚きよう愕がくするミロク。


　狙われているのだとしたら壊こわしやすい建物か、あるいは皇帝よりも殺しやすい人間か。


「くそっ！　ゴウト、これ借りるぞ！」


　ゴウトの部屋にあった剣を持ち出すミロク。装そう飾しよくはシンプルだが、皇帝の部屋にある以上、なまくらというわけではないだろう。


「あと、ジュジュ頼たのむな！」


　そう言い残して、部屋を出ていこうとする。


「ミロク、待ちなさい！　どこへ行こうというのです！」


「姉貴や母上が危ないかもしれないだろ！　助けてくる！」


　それだけ答えると、ミロクは階段も使わず、廊ろう下かの窓から飛び降りてしまった。下から侍じ従じゆうたちの悲鳴が聞こえる。


「何を……考えているのか、あいつは」


　これには皇帝ゴウトも呆あきれるしかなかった。


「よりによって敵国の皇帝に、自国の姫ひめ君ぎみを託たくすか普ふ通つう？」


「そこまで深く考えているのかいないのか……」


　ジュジュが推測するに、おそらくミロクは本能で安全な場所を感じているのだろう。そう考えると理由もおのずと浮うかび上がる。


「ですが、間ま違ちがってはおりません」


　周囲には倒れた刺客と、乱雑に置かれたゴウトの私物のみ。フェリサも側そばにおり、そろそろ騒さわぎを聞きつけた人たちが駆かけつけてくるだろう。


「今この瞬しゆん間かん、オウガン帝てい国こくでもっとも安全な場所かもしれません」


「……信じておるのだな、ミロクを」


「ええ」


　そう答えると、ゴウトは嘲ちよう笑しようとも微び笑しようともとれる笑えみを浮かべた。


「ジェルメーヌ殿。そちらの護衛を部屋の外に待機させてもらえるか」


「何な故ぜです？」


「内密の話がある」


「……話、ですか？」


　ジュジュはフェリサを見る。彼女もわけがわからないと言いたそうな表情だ。


「どうして、今？」


「今でなければならないからだ」


　ゴウトはもう笑っていなかった。





　　　　＊




　窓から飛び降り、ミロクが真っ直すぐ向かった先は宴えん会かい場じよう。


　宴会自体は先ほどお開きになったが、母が誰かを誘さそって酒を呑のむのはあそこしかない。自室では酒をやらないことを、ミロクは知っている。


「母上！　姉貴！」


　戸を開くと、むわっとした酒精アルコールの匂においが漂ただよってきた。


「あらミロク。どうしたのです？」


　宴会場の中央で、モ・レイホゥは酒を注ついでいるところだった。


　すでに宴会用の卓たくは片付けられており、五十畳じようはある広大な宴会場にたった四人で酒盛りが続けられている。


「ハッハッハッハ！　ちょうどいいところに来たなミロク！」


　ビスマルクが酒しゆ杯はいを手に笑っている。ウサギが持てるサイズの杯さかずきなどどこにあったのだろうか。そしてビスマルク以外に使うときは訪おとずれるのだろうか。


「…………？」


　ミロクは周囲を見る。宴会場の隣りん室しつとは紙の扉とびらで遮さえぎられているが、そちらでも酒盛りが続いている。どうやらモ・レイホゥたちに配はい慮りよして移動してくれたらしい。


　となると、ここは安全だ。何かあれば隣室の者が守ってくれる。


「ミロク。こちらに来なさい」


　姉のス・ミィアが手招きする。


「いやごめん姉貴、いま俺忙いそがしくて」


「私に逆らうの？」


「…………」


　静かな強制だった。


「ごめん姉貴。本当に急いでるんだ。暗殺者が城に来てて」


「問題ないわ」


　ミロクの必死の抵てい抗こうも一いつ蹴しゆうされてしまう。


「ここをどこだと思っているの。今まで暗殺者の襲しゆう来らいなど何度もあったわよ。そのたびに武士たちが撃げき退たいしてくれたわ」


　ス・ミィアが杯を差し出す。呑めというのか。


「えっと、俺、酒はあんまり」


「これはお酒ではありませんよ」


　そう言ってミロクに無理矢理杯を持たせ、徳とつく利りの中身を注ぐ。透とう明めいだが、どう見ても酒ではないか。


「いやはや、これはおいしいお酒ですね。まるでお水のようです」


「まぁまぁ、そう言っていただけると嬉うれしいですわ。ささ、もう一いつ献こん」


　ミロクの隣となりで、顔を真っ赤にしたトーラットがグビグビと酒を呑んでいる。小さな杯ではなく、もう湯飲みだ。


「ほら、あの人もお水だって言ってるわ」


「酒だろ、どう見ても！」


　注がれた酒を突つき返かえす。


「ミロク。せっかくス・ミィア殿どのが注いでくれたお酒ですよ。勿もつ体たいないでしょう」


　目の据すわったトーラットがミロクを睨にらむ。きちんと正座して背筋を正しているが、どこか危なっかしい。


「呑まないのなら僕がいただきます」


「あ、ちょっと」


　そう言うとトーラットはミロクから杯を奪うばい、一口で呑み干してしまった。


「いや、これはおいしい！　最高ですね！」


「おいトーラット。呑みすぎじゃないのか？」


　なんだか様子がおかしい。いつもの彼と違ちがって冷静に見えない。


「何を言ってるんですかミロク。僕は酔よってなんかいませんよ。いつも冷静です。ささ、モ・レイホゥ殿、先ほどのお話の続きを」


「どこまで話しましたっけ？」


「ミロクがおねしょを隠かくすために布ふ団とんを持って虎とらの出る森へ入ったところまでです」


「オイ何話してんだよ！」


「いいじゃないですか。こんな席でもないと聞けないお話ですから」


　と、トーラットはミロクの身体からだをがっちり押さえ込む。


「ちょっ、トーラット！　やっぱり酔ってるな!?」


「……楽しそうね」


　さらにス・ミィアまで加わってミロクの身体を押さえつける。


「やめろ姉貴！　ちょっと隊長、助けて！」


　最後の頼みはビスマルクだったのだが、


「あーん？　なんか大変そうだなオイ。それはそれとして、ミロクの布団はどうなったんだ？」


「それがですね、ミロクったら出くわした虎が布団におねしょをしたと主張するためにひとりで虎とら狩がりをしまして──」


「やめろーっ！」


　モ・レイホゥを止めようとミロクが身体を動かす。するとあっけなくトーラットの腕うでが外れて自由になった。


「ありゃー、逃にげられてしまいました」


「おいトーラット。大だい丈じよう夫ぶか？　フラフラしてるぞ？」


「大丈夫です。問題ありません。この程度の水で酔うわけがありません。これならブランデー入り紅茶の方がよっぽど効きます」


「だから水じゃないからな、コレ！」


　トーラットの顔はどんどん赤くなっていき、挙動もおかしい。このままでは倒たおれてしまうだろう。


「少し横になった方がいい。今、本物の水持ってくるから」


「いやいやミロク、僕は本当に──」


　なおも動こうとするトーラットを座ざ敷しきに寝ねかせ、ミロクは立ち上がる。ビスマルクは先ほどからゲラゲラ笑い転げている。ふたりとも完全に酔いが回っている。


「姉貴、水ないか？」


「あるわよ、そちらに」


　ス・ミィアが指さした先に、氷と水差しがあった。


「ったく、こんなことしてる場合じゃないのに……」


　ぶつくさ言いながらも、ミロクは水差しを手に取る。


「ホホホ、そうねぇ。よっぽど気に入ってくれたのねぇ、お酒」


　モ・レイホゥが嬉しそうに笑う。


「これだけフラフラなら──」


　そして彼女が立ち上がったと思うと、隣の部屋に通じる扉が開く。





「襲おそわれても、逃げられないわよね」





　複数の足音がなだれ込んできた。


「なっ!?」


　目で見るより先に、気配で危険を感じた。


　ミロクは置いてあった剣けんまで跳ちよう躍やくすると、飛び出してきた剣を受け止めた。並みの剣なら弾はじき返せたであろう激げき突とつに、ミロクは跳はね飛ばされる。


「おわっ！」


　卓たくを吹ふき飛とばして倒れるミロク。


　敵の姿もまともに視し認にんしておらず、かつ一いつ瞬しゆんにも満たない時間だったが、それだけでかなりの情報を得られた。


　この国にミロクを弾き飛ばせる力と技量を持った使い手など、五人もいない。


「お前ら──！」


　宴会場に入り込んできたのは、マガタとレンボクシの兄弟だった。


　どちらも湾わん曲きよくした幅はば広びろの剣を手にしている。膂りよ力りよくの差もあるが、あれだけ大きな剣を振ふるえば、肉を斬きることも頭ず蓋がいを叩たたき割ることもできよう。


「へへへ……」


　巨きよ大だいな兄弟はゆっくりこちらに歩み寄ってくる。


　彼らの背後に見える、モ・レイホゥとス・ミィア。


「姉貴！　母上！」


　呼びかけるが、彼女たちは答えない。


　誰だれかが肉親に化けているのかと疑ったが、あの困った性格は模も倣ほうしようと思ってできるものではない。そしてマガタとレンボクシも同様、あれだけの巨きよ体たいのそっくりさんなどいないだろう。


「どういうつもりだ!?」


　マガタとレンボクシに向かって怒ど鳴なる。


「誰の命令で俺たちを狙ねらった!?」


「……答える必要はねぇな」


　右側にいる男、おそらくレンボクシが答える。この兄弟、外見はそっくりなのだがマガタが右みぎ利きき、レンボクシが左利きという特とく徴ちようがあった。


　ミロクは倒れているトーラットとビスマルクを庇かばうように移動する。


「やらせないぞ」


　ミロクはゴウトから拝はい借しやくした剣を抜ぬく。


　ゆるやかに弧こを描えがくその剣は、オウガンの鍛きたえ上げられた鉄で作られた業わざ物ものだ。ジルサニアの片手剣よりも長細く、そしてずっと鋭するどい。


「お前ら、武士なんだろう」


　切きっ先さきをふたりに向け、ミロクは腰こしを低く落とす。


　武士とはオウガンに百人といない、極きわめて優すぐれた武勇を持つ者に与あたえられる称しよう号ごうだ。ミロクは武士ではないが、あと数年修しゆ行ぎようすれば得られると噂うわさされていた。


「だったらこのふたりは攻こう撃げきするな。酒で酔わせて奇き襲しゆうなんて、武士の風上にもおけない行動だろうが」


　そして武士という称号は、強さだけでなく、真の誇ほこりを持つ者だと言われており、その生き様を汚けがすことも許されない、いわばジルサニア騎き士し団だんにおける剣の誓ちかいのようなものだ。


「フン。だとするなら、ミロク様ひとりで俺たちを相手にすることになるぜ」


　マガタが剣を担かついで嘲ちよう笑しようする。


「上等だっ！」


　相手が油断しているうちに、ミロクが先制した。


　地を蹴ける一歩で、マガタに肉にく薄はくする。


「でぇいっ！」


　完全に間合いの中から斬ったはずだった。


　しかしミロクの剣は空くうを切る。


「!?」


　マガタは間合いギリギリの位置まで下がっていた。巨体に似合わぬスピードだが、彼らならあり得る。


「悪く思うなよ！」


　背中からピリピリとした殺気が感じられる。


「だぁっ！」


　ミロクは背後を振り向かず、前方に跳とぶ。一歩後ろをレンボクシの剣が通過し、さらに返す刀でミロクの背中を狙っている。


　が、速さならミロクも負けていない。振り向きざまにレンボクシの右みぎ腕うでを斬りつけた。


「ちっ！」


　常人なら腕を斬り落とせるタイミングと深さのはずだが、レンボクシには腕に小さな傷を作っただけだった。


　ミロクを狙う剣の勢いは止まらない。


「おわぁぁっ！」


　前後左右、どこに逃げても死線が待っている。


　それでもミロクは前方に転がった。相手の股またの下をくぐり抜けるという、ツッキーニでやった策なのだが、レンボクシの巨体なら簡単にくぐることができた。


　しかし勢い余って前に出すぎてしまい、扉とびらを突き破る。ジルサニアと違って紙と木で作られた扉なので、簡単に壊こわれてしまうのだ。


「きゃあああっ！」


　剣を持って廊ろう下かに飛び出したミロクを見て、侍女が騒さわぐ。


「おらぁぁっ！」


　ミロクを追って兄弟も廊下に飛び出す。幸か不幸か宮きゆう殿でんの天てん井じようは高く、ゴーレムのようなふたりの兄弟も悠ゆう々ゆうと剣を振り回せる。今日ほどミロクは建築家を恨うらんだことはない。


「きゃああああっ！　誰かっ！　誰かーっ！」


「おいケンカだ！　ミロク様が帰き還かん早々、またやらかしてるぞ！」


　抜き身の剣を持ったミロクと兄弟を見た人間は、次々に逃げてゆく。


　なんだか懐なつかしい感じだ。


　最後にこの宮殿で剣を振るったのは、いつのことだろう。


「行きますぞ、ミロク様！」


　マガタとレンボクシが剣を交差させる。


　命を削けずられるような緊きん張ちよう感かん。


「お前らに命令したヤツの正体──吐はいてもらうぜ！」


　しかしミロクの心は燃えるほどに昂たかぶっていた。





　　　　＊




　皇こう帝ていゴウトの私室にしては質素だと思った。


　ジュジュの思い描えがいていたオウガン皇帝の部屋とは、金銀財宝であしらわれた調度品がところ狭せましと並んでいるか、もしくはミロクのように剣や槍やりなどの武器で埋うめ尽つくされているものだとばかり。


　しかしここにはそのような調度品は何もない。あるのは本と机がほとんど。表題を見てみると、どれも兵へい法ほう書しよのようだ。


「汚きたないところですまぬな」


　そんなジュジュの視線を感じ取ったのか、ゴウトが床ゆかに落ちていた本を拾う。


「いいえ……ただ、珍めずらしいと思って」


「よく言われる。まるで学者のようだと」


「ですが、護身用の武器すら置いていないのは」


「ないことはないのだが……一番良い剣は、先ほどミロクが持っていってしまってな」


　そう言えば下にいる家族が危ない、と飛び出していった際、勝手に持っていった。もしも敵に襲われたら、本当に大丈夫なのか我々は。


　もっとも外にはフェリサが待機しているから、そう危ないことはないはずだ。


「ん？」


　下から音が聞こえる。


　聞き慣れた音。何かが壊れる音だ。


「さっそく暴れ出したか」


　予想していたかのような、ゴウトの呟つぶやき。


「ジェルメーヌ殿どのは、ミロクの戦いをご覧になったことが？」


「それはもう、日常のように」


「ではミロクと同等の使い手が争った場合、どうなるとお思いか」


「……きっと、すごいことになると思います」


　漠ばく然ぜんとした答えだが、間ま違ちがってはいないだろう。事実、下から聞こえる怒ど号ごうと悲鳴は尋じん常じようではない。どうやら壁かべや柱も壊されているようだ。


「ところで話は変わるが、俺にも第八国エイスランドの監かん視しがついていてな」


「…………？」


「そいつがここに来てから、これほど大きなケンカは見たことがないのだよ」


　少しだけ考えてから、ジュジュはゴウトの言葉の意味を理解する。


　つまり下でミロクが暴れている限り、監視がつかないということか。


「これでようやく話ができる」


　微笑ほほえむゴウト。


「まさか、あなた──」


　そういえばゴウトを襲おそった刺し客かくがいつの間にか消えている。


　たったひとりで皇帝を狙うなんて、おかしいと思ったのだ。


　全ては、この時間を作るためなのか。


「心配かね、ミロクが」


「いいえ、ちっとも」


　本心だ。しかしジュジュの心の中は怒いかりに燃えている。


「ただ、このようなやり方は腹が立ちます」


「ほう、物事をはっきりと言うお方かただ。ミロクを手なずけているのだから、ただのお飾かざりではないと思っていたが」


「招かれもせずに押しかけたのは申し訳なく思っておりますが、それとこれとは別です」


「交こう渉しようによっては謝罪しよう」


　ゴウトはそう言って、その場に腰こし掛かけた。


「して、ジェルメーヌ姫ひめ。第八国エイスランドの手の者が戻もどってくる前に訊きいておこう。何が望みだ」


「情報です」


　ジュジュも座る。この国の草で編んだ床は、直接座るように作られているようだ。本来ならば履はき物ものも脱ぬがなければならないのだが、外国人用に室内で履く靴くつを貸してもらった。


「まずお聞かせ願いたい。どうしてツッキーニと組んでホラキアを攻せめたのか」


「それはオウガンの理由を訊いているのか」


「……三国それぞれ、違ちがう理由があるのですか？」


「全すべての国が第八国エイスランドの言いなりだと思うなよ。あ奴やつらにも目的はあるだろうが、旨うま味みがなければ我々は協力などせぬ」


「ホラキア王国に旨味があるのですか？」


　三国それぞれに思おも惑わくがあるのだとしたら、一番分からないのはオウガンだ。


　ずっと昔からホラキアに対して戦争をしており、かと思えば数ヶ月前にオウガンはホラキアと手を組んでジルサニアに攻め込んできたのだ。それが今になってまた反旗を翻ひるがえしたのだとすれば、その理由は。


「ミロクから聞いていないか？　オウガンが戦せん闘とう国家と呼ばれた所以ゆえんが」


「……少しは。土地を取り戻しているのですよね」


「そうだ。オウガンはここ二百年ほど、ホラキアに対して戦争を繰くり返かえしている」


「はい。何度も海を越こえて、海岸の町を襲ったと聞きます」


「否定はしない。現在もホラキアの一部の港はオウガンが制圧している」


　ホラキアは東のオウガンの攻撃に耐たえつつ、同時に西のジルサニアと戦争をしていたのだ。あの国の強きよう化か魔ま法ほうと兵士の練度の高さが窺うかがわれる。おそらく大陸で一番戦争に慣れている国だろう。


「少しずつだが、オウガンは元の土地を取り返している。遅おそいが着実に」


「……そのようですね」


　歴史の勉強では、それまで大陸で仲良く暮らしていたホラキアとオウガンが急に仲なか違たがいして、ホラキアが大陸のオウガンの土地を全て奪うばったと学んだ。


　その土地を取り返すためにオウガンはずっと戦争を繰り返しているのか。


「愚おろかしいと思うかね、姫」


　少し考えてから、ジュジュは答える。


「正直に申し上げれば、価値のない戦いだと思います。土地を奪われた悔くやしさは理解できますが、わざわざホラキアの土地を奪うのは難しいです」


　どうしてジュジュがこう思ったのか、理由はある。土地が欲しいのであれば、大陸のすぐ近くにツッキーニ王国や藍らん山ざん同どう盟めいだってある。


　また、仮にホラキアの一部の土地を奪い返したとしても、海を隔へだてたオウガン帝てい国こくとの距きよ離りは長い。いざ戦争になったとき、補給に影えい響きようが出てしまう。


「……それでも我々はホラキアの土地が欲しいのだ。ジルサニアを攻めたときも、そういう契けい約やくだった。ホラキアの土地の一部を返へん還かんさせる代わりに、竜りゆう騎き兵へいを貸し出すと」


「第八国エイスランドの魔ま導どう士しの力を借りて、強ごう引いんに契約したのですか」


「そうだ」


　その企たくらみが打うち砕くだかれたから、今度は奪うのか。


「どうしてですか？　そのホラキアの土地には、何があるのですか？」


　ようやく本題に入ったとばかりに、ゴウトは頷うなずく。


　そして書物の山から、適当な本を選ぶ。そこには簡単な大陸の地図が描えがかれてあった。ゴウトはホラキアの南東を指さす。





「──ここに、竜りゆうの聖地という場所がある」





　地図上には山脈を表す絵が描かれてあった。それだけで、特に地名などは記されていない。しかしその書物の地図には、朱しゆ色いろで大きなマルが描かれていた。
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　マガタとレンボクシという兄弟は、とにかく力が強いことで有名だった。


　ホラキアの強化魔法を使った兵士に腕うで相撲ずもうで勝ったというほどで、その強きよう靭じんな肉体から生み出される力、そして速さは多くの敵を倒たおしてきた。


　ただひとつ欠点を挙げるとするなら、彼らは身体からだが大きすぎて竜に乗れないのだ。補給用の中型竜なら操あやつれるが、高速機動を求められる小型竜には適さなかった。そのためオウガンでもっとも栄光ある竜騎兵にはなれなかった。


　だが、竜から降りて戦ったとするなら、間違いなくこのふたりがオウガン最強である。


　ミロクは今日、それを再さい確かく認にんした。


「うおおおおおおおっ！」


　左から繰り出されるレンボクシの斬撃を、ミロクは転がって避さける。その剣けんが背後にあった壺を割るかと思えば、綺き麗れいに切断されて転がったではないか。さらにその後ろの壁すらも斜ななめに切きり裂さかれていた。


　パワー、スピードだけでなく、技術も増している。


「逃にげるなミロク様！　モノが壊こわれんだろうがよ！」


「だったら追うなバカ！」


　周囲の人間はすでに逃げており、ここ「北の宮」の廊ろう下かは床や柱全てに切り傷が作られている。それどころか、柱が完全に折れた箇か所しよは、周囲の壁も崩くずれていた。竜を象かたどった壁の装そう飾しよくはボロボロと剝はがれ落ち、まるで数十人が争ったかのような形けい跡せき。


　この惨さん劇げきをたった三人の戦いが起こしたと、誰だれが信じるか。


「お前ら、誰に頼たのまれたんだ!?　母上か!?」


　そもそも彼らに襲われる理由が分からない。


　ゴウトを狙ねらった輩やからと同じだとするなら、第八国エイスランドの手先なのか。しかし彼らはス・ミィアやモ・レイホゥたちを襲わなかった。


　まるで最初から赤目隊を狙っていたかのような──


「そいつは、俺たちに勝ったら教えてやるよっ！」


　マガタの剣が振ふり下ろされた。


　もうミロクは剣で受けようとはせず、横に避けた。床に叩たたき付けられた剣が、小さな穴を生む。


「この──」


　反はん撃げきに転じようとして、ミロクの剣が止まった。


「おおっと！」


　レンボクシの剣が眼前に迫せまっていたのである。


「くっ！」


　後ろにステップして、それを避けるミロク。


「おらぁ！」


　今度はマガタの剣。


　マガタの剣が振られると、そのスキを埋うめるようにしてレンボクシが攻こう撃げきしてくる。さらにレンボクシの斬撃の合間にマガタが──と、まるで回転する歯車のように絶え間ない攻撃が続いている。


「くっ……そぉ！」


　ミロクは背を向けて逃げ出す。「北の宮」の廊下はとても広く、マガタたちに有利だ。どこか狭せまい空間に逃げ込みたいのだが、彼らもそれを理解しているようで、なかなか思う方向に逃がしてくれない。


「どうしたミロク様！　俺たちを倒すんじゃねぇのか!?」


「あんだけ強かったのに、今は逃げるだけかよ！　情けねぇ！」


　ふたりの嘲ちよう笑しようと攻撃が背後から迫る。


　これはふたりにしかできない攻撃。完かん璧ぺきに息が合っていないと無理だ。


　対たい抗こう策があるとするなら、どちらかを倒せば連続攻撃ができなくなる。しかし倒すためには連続攻撃を止めなければならない。


　そして──できることなら、殺したくない。


　彼らは昔からオウガンに忠誠を誓ちかった武士だ。ミロクとも幼少のころから仲良くしてくれていた。そんな彼らが欲よく望ぼうのために敵に回ったとは考えにくいのだ。


「…………！」


　ミロクは覚かく悟ごを決める。


　もしも片方を止められるのなら、命を天てん秤びんに賭かけるしかない。


　殺すつもりはないが、殺すつもりで斬きらなければならないだろう。


　走りながら、大きく深呼吸をするミロク。


　剣を一度鞘さやに戻し、マガタとレンボクシの足音を聞く。


　ふたりの足音は同一に聞こえるが、わずかなズレがある。


　そこを狙って──


「はぁっ！」


　振り向きざま、ミロクの剣が抜ぬかれる。


　先に剣を振ったマガタの腕を狙って斬りかかる。これでマガタの腕を斬れば戦力は半減する。続くレンボクシの攻撃をどう捌さばくか──


　そこまで考えて繰り出したミロクの剣。


「おっと！」


　その剣は、マガタによって防がれた。


　彼の調子を鑑かんがみて、最高のタイミングで出した一いち撃げきだった。他ほかの者ならば斬られたことすら気づかずに絶命している速さだった。


　マガタはそれを読んで、あらかじめ防ぼう御ぎよしていたのだ。


「……ウソ、だろ」


　実力の差を感じた。


　ミロクより強い人物は、ジルサニアでたまに見かける。ミロクも自分が世界最強だとか驕おごり高ぶっているわけではない。


　しかしこの兄弟は、剣を使う肉体の全すべてにおいてミロクを凌りよう駕がしていた。


「ハッハァ！」


　マガタの番が終われば、次はレンボクシの番。


　攻撃後の無防備なミロクを待っていたのは、丸太よりも太い脚あしによるキックだった。


「ごぁ……っ！」


　あばらが折れる音を聞きながら、後方に吹ふき飛とぶミロク。


　その身体は廊下の中央に展示してあった竜の石像に激げき突とつし、粉こな々ごなに砕いた。
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「竜の聖地……ですか？」


　姫ひめとして勉強を重ねてきたジュジュでも、初めて耳にする名前だった。


「知らぬか」


「ええ。その地方はドラグバルトという名前だったはずでは」


「現在はそうだ」


　ゴウトは地図に朱しゆで描かれた円の中央を指す。


「端たん的てきに説明すると、そこは竜の墓場だ」


「死んだ竜を埋めるのですか？」


「少し違ちがうな」


　ゴウトは視線を動かす。そこには木製の竜が置かれてあった。この部屋に入ってから、ジュジュもずっと目を奪われていた。美術品としての価値はかなり高く見えるが、それでいて質素な部屋にとても似合う朴ぼく訥とつな雰ふん囲い気きがある。


「竜は死期を悟さとると、自らここへ飛んでいく。そしてゆっくりと死を待つ。人間も踏ふみ入ることができぬ秘境だ」


「その土地が欲しいのですか？」


　口ぶりからして、そうとしか聞こえない。しかし人間が入れない土地にどれほどの価値があるのだろう。ジュジュにはいまいちピンとこなかった。


「まぁ、オウガン人でなければそう思うだろうな」


　ゴウトもジュジュの気持ちを理解しているようだ。


「この土地には戦略的価値は何もない。それどころか竜だらけで人が住むこともできない。そんな土地を欲しがるのは、よほどのうつけだろう」


「どのような事情がおありなのです？」


「知ってのとおり、オウガン人は竜という生き物を尊ぶ」


　竜りゆう騎き兵へいが使し役えきしている竜もそうだが、オウガン人はとかく竜という生き物を好む。この部屋にある置物もそうだし、宮きゆう殿でんのあちこちにある彫ちよう刻こくもほとんどが竜を象かたどったもの。ミロクもリンドウマルに対しては敬意を払はらっていた。


　使役しているくらいなのだから、オウガンは竜より強い、と吹ふい聴ちようしたいのかと思ったこともあったが、どうやらそれは間ま違ちがいだ。オウガンには竜に対する根源的な恐きよう怖ふがある。


「島国なだけあって、水害に悩なやまされることが多い国だ。そんなとき、名も無き神ではなく竜が助けてくれたことがあってな。以来、この国は神よりも竜を畏おそれた」


　それはおとぎ話で読んだことがあった。竜が氾はん濫らんする川の水を堰せき止めたとか、雨雲を呼んだり払ったりしたとか。


「竜の聖地は、我々にとって神聖な場所なのだ」


「つまり戦略的価値ではなく、オウガンとしての誇ほこりの問題だと」


「誇りとも違うな。事実、竜の聖地を奪うばわれてから、水害が増えた。数字にハッキリと表れている。竜の加護がなければ、国が滅ほろぶかもしれぬ。それは技術などでは補えぬ、まさしく天の災わざわいなのだ」


「それは……ホラキアに言っても信じてもらえなそうですね」


　なにしろホラキア人には関係のないことだ。酔よっ払ぱらいが「この酒がないと家が爆ばく発はつする。だからよこせ」と難なん癖くせをつけるレベルだ。


　しかしオウガンにとっては本当に切実な問題なのだ。


　価値観の違いによるすれ違いが招いた悲劇である。


　ジュジュにしたって、にわかには信じられない。


「それは第八国エイスランドと手を組んででも欲しかった土地なのですか？」


「そうだ」


「実の兄を殺してでも？」


「…………！」


　ゴウトが息を呑む音がする。


　ジュジュは彼の反応を待った。無礼は承知だ。もともとこの国に来たこと以上の無礼などない。とことんまで踏み込んでやると決めていた。


「それはミロクから聞いたのか？」


「はい」


「あいつめ……人の家の事情を勝手に話しおって」


　物ぶつ騒そうな話題を出したというのに、ゴウトの反応は変わらなかった。


「ジンレイも竜の聖地の問題は知っていた。しかし奴やつは土地を奪うのではなく、治水技術を伸のばすことで補おうとしていた。俺が見ても見み事ごとな手しゆ腕わんだったが、川の氾濫はそれを上回った」


「そのことを、ミロクは知らないのですか？」


「竜の聖地については、次期皇こう帝ていの候補となる者に伝わっている。だが──ミロクは知らぬようだ」


「隠かくしたのですか？」


「いや、知ってのとおり、あいつは勉学を好まぬのでな」


「そ、そうですか」


　心の中で「あのバカ野や郎ろう……！」と憤ふん慨がいするジュジュ。ミロクがもう少し勉強熱心ならば、わざわざオウガンに来なくてもよかったものを。


「というか、もともとその程度の土地だったのだ。ここ最近になって、俺とジンレイがようやく気づいたのだ。それ以前の皇帝は水害と竜の聖地との関係について、ただの偶ぐう然ぜんと片付けていたがな」


　何がどこに結びついているのか、わからないものである。


　蝶ちようの羽が引き起こす風が、遠く離はなれた土地で竜たつ巻まきになるという賢けん者じやの言葉がある。魔ま法ほう学とは時に人間の創造の範はん疇ちゆうを飛び越こえることがあるが、これもそういう類たぐいの話だろう。


　ゴウトの言葉が正しいかどうかは、実際に土地を取とり戻もどさないと証明できないが。


「とにかく、これでお分かり頂けたか。オウガンが戦いくさを仕し掛かけた理由が」


「にわかには信じがたいですが、よく理解できました。オウガンの竜信しん仰こうについて、認にん識しきを改めるべきだと思いましたわ。私も、大陸にいる全ての人も」


「それを踏まえて尋たずねたい。我らが歩んでいるこの道以外に、救われる道はあるか？」


　ゴウトとて戦争がしたいから戦っているわけではないだろう。どんな猛もう将しようであろうとも、戦わずに望みのものが手に入るならば、そちらを選ぶ。


　そしてジュジュはそういう道を探すのを得意としていた。


「もちろんです、皇帝陛下」





　　　　＊




「もし……起きて……起きてください」


　最初は心地ここちよい揺ゆれだったが、だんだん気持ち悪くなってきた。


「起きてください！」


「おうぇ！　揺するな！」


　目覚めたビスマルクは、身に起きた異変に目を丸くする。


「あ、お目覚めですね」


「おう、それはいいから下ろしてくれねーか」


　そう言うと、モ・レイホゥは摑つかんでいたビスマルクの耳を離した。床ゆかに落ちてゴロリと転がるビスマルクだが、特に怒ど鳴なりもせずに立ち上がる。


「お、おやぁ？　ここはどこでしたっけ？」


　隣となりでフラフラと起き上がるトーラット。メガネを探して手を這はわせている。


　トーラットの疑問に答えてやりたいのだが、ビスマルクも酒のせいで頭がグラグラしていた。


　状じよう況きようを確認しようと周囲を見る。まず目に入ったのは、破は壊かいされた扉とびら。


　誰だれがやったのか考える前に、遠くで何かが破壊される音が続いた。


「あぁ、何の音だぁ？」


「ミロクが戦っております」


　モ・レイホゥが答えた。


「ですがお気になさらないでくださいまし」


「気にするなって、無理だろ」


　宮殿が破壊されて黙だまっていられるわけがない。


　しかしモ・レイホゥもス・ミィアも平然としている。このことが導き出す結論はひとつ。


「……あー、そっか、お前らの策略か」


「正確にはゴウトの」


「ヘッヘッヘ、皇帝自らミロクを殺せと命令か。大したモンだなぁ、オイ」


　酒が回っているせいか、こんなことでも笑いがこみ上げてくる。


「なーんでまた、そんな危ないことするんですかー？」


　呂ろ律れつが回っていないトーラット。彼もまだ思考する余よ裕ゆうはあるらしい。


「ミロクを試ためすため──そして」


　ス・ミィアがビスマルクに近づき、長い耳にこう囁ささやく。


「第八国エイスランドを欺あざむき、ジェルメーヌ姫と内密の会談をするためです」


「ははーん、なるほどねぇ」


　なんにせよ、一番の災難はミロクだ。どんな結末になったとしても、やられ損である。ある意味ミロクにしかできない役回りであるが。


「それじゃ、僕たちは気にすることないですねー」


「ああ、そういうことなら呑み直そうぜ」


　近くに置いてあった徳とつく利りを見つけ、それをトーラットが手に取ったとき。


　部屋を強きよう烈れつな振しん動どうが包んだ。トーラットの徳利の中身があふれ出るほどの。その振動に危険を感じたビスマルクはいち早く行動した。


「伏ふせろ！」


　小さな足でモ・レイホゥを蹴け飛とばす。わずかだが前のめりになったモ・レイホゥの身体からだをトーラットが押おし倒たおした。ス・ミィアは自分から危険を察知して床に伏せていた。


「うおおおおおおおおっ！」


　壁かべが破れた。


　その奥から野や獣じゆうと見み紛まがうような巨きよ人じんが出てきたではないか。


「フーッ……フーッ……！」


　あれは確かマガタとかいう武士だったはず。それがどうして剣けんを持って暴れているのだろう。


「うおおおおおおっ！」


　もう一度叫さけび声ごえ。


　今度はミロクが吹ふき飛とんできた。壁の穴から飛び出し、ビスマルクたちの上を飛び越えて床に落ちる。衝しよう撃げきを殺すために転がり、剣を構えて立ち上がった。


「くそ！」


「おいミロク！　派は手でにやってんなぁ！」


　顔に傷を負っている以外は無事のようだ。目に見える範はん囲いでは。


「隊長！　ここは危ないです！　逃にげて！」


「あーん？」


「あいつら見境がなくなってる！」


　ミロクの言葉を証明するように、マガタとレンボクシの兄弟は剣を振ふり上げた。その先にはミロクだけでなく、ビスマルクやトーラット、さらにモ・レイホゥとス・ミィアもいるのに。


「やめなさい、ふたりとも！」


　ス・ミィアが叫ぶ。


　それでも彼らは止まらなかった。


「やべぇ！　逃げろっ！」


　ビスマルクの号令でミロクはモ・レイホゥを、トーラットはス・ミィアを抱かかえて逃げ出した。その一いつ瞬しゆん後、兄弟の剣が床を叩たたき潰つぶした。文字どおり大穴を開けて、草の床を真っ二つに砕くだいたのだ。


「なにをしているの!?　狙ねらうのはミロクだけでしょう!?」


「え!?　姉貴、それはどういう──」


　ス・ミィアの問いにもミロクの疑問にも答えず、兄弟は二にの太た刀ちを繰くり出だそうとする。


「……フーッ…………！」


　その目は正気ではなかった。


　肉体にも変化がある。酒を呑んだトーラットよりも赤くなっており、筋肉が不自然に膨ふくれあがっている。柱を摑んだだけで、その周辺にヒビが入っている。


「おい夫人！　あいつら、怒おこるとあんな風になるのか!?」


「い、いいえ！　彼らはオウガンでも最強の兄弟です！　最強を名乗るからには、感情を抑おさえる理性も優すぐれているのに──」


「ああ、隊長！　あいつらなんかおかしい！」


　モ・レイホゥにつられて、ミロクも答える。


　ビスマルクは黒くろ眼鏡めがねに触ふれ、兄弟をよく観察する。


　──わずかだが、魔ま力りよくの片へん鱗りんが見える。


「なんだこの魔法？　いや、これは……」


　見たことのない魔法だ。


「おいミロク。あいつらホラキア人じゃないよな？」


「え、ええ。どうしてです？」


「魔法がかかってる。それで操あやつられてるみたいだ」


　忘れていたが、ここはオウガンだった。


　彼らが得意とする魔法は「使役フアツシネイシヨン」。動物を操る魔法ではないか。


　しかしあくまで操れるのは動物だ。人間は複雑な構造をしているから、操るのは不可能だと言われている。


「魔ま導どう士し──第八国エイスランドの奴らか！」


　そうと分かれば、やることはひとつだ。


「婦人方！　危ねーから下がってろ！」


　懐ふところに手を入れるビスマルク。


「隊長も下がっててください！」


　ミロクが前に出る。


　が、まっすぐに立てないようだ。やはりどこか怪け我がをしている。


「オメーこそ下がってろミロク。戦えんのか？」


「こいつらオウガン最強なんですよ!?　俺じゃなきゃ無理です！」


「バカ、実際にお前ひとりでやられてんじゃねーか。ここは俺たちを頼たよっとけ」


「……隊長、勝算あるんですか？」


「まーな」


　ビスマルクは懐ふところから葉巻を取り出し、火をつける。


「トーラット、いけるか!?」


「はいはーい、大だい丈じよう夫ぶですよー」


　フラフラになっているトーラットが手を挙げる。


「本当に大丈夫かトーラット!?」


「らーいじょーぶですって。要はあいつらを黙らせればいいんでしょー？　アハハハ」


　ミロクが肩かたを支えていないと立てないではないか。


　しかし今のミロクよりは、トーラットの方が役に立つ。


「とりあえず最初にすることは──」


　ビスマルクはミロクの頭の上に乗った。いつもの場所である。


「尻尾しつぽ巻いて逃げな！」


　号令の下もと、ミロクもトーラットも背中を向けて逃げ出した。








　三人の中で「北の宮」の構造に詳くわしいのはミロクだけだ。だからどういう道を進めばあの兄弟が追いにくいかは分かる。しかし前に立ちふさがる者全すべてを破壊しようとする相手に対して、どれだけ逃げ切れるものか。


「おいミロク」


「はい！」


　頭上の声に応こたえる。今はビスマルクを信じるしかない。


「いいか、打ち合わせどおりにやるんだぞ」


「で、できる限り善処します……」


　ミロクは振り向く。


　すぐ後ろに兄弟が迫せまっていた。「北の宮」の人たちも異変に気づいたようで、槍やりを持った衛兵が制止しているのだが、兄弟は全く聞こえていないようだ。


「オオオォォォォォッ！」


　マガタの剣が打ち下ろされる。


　床ゆかが砕けた。破は片へんが壁に突つき刺ささり、大きな破片が扉を突き破やぶる。


「な、な、なんだぁ!?」


　部屋の中にいた文官が驚おどろいて逃げ出す。中には就しゆう寝しんしている者もいたようだ。皆みんな、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出していく。


「おいマガタ！　レンボクシ！　俺の話を聞け！」


　剣を向けてミロクが叫ぶが、彼らの勢いは止まらない。


「ワァァァァァッ！」


「ドォォオオオッ！」


　二刀が繰り出す攻こう撃げきが、ミロクの頰ほおをかすめた。それなのにミロクの身体が吹き飛ぶ。巨きよ大だいな剣による衝しよう撃げき波はだ。


「ちっ！　あいつら本当に正気失ってる！」


「だったらしょうがねぇ。ブチのめして止めるしかねーな」


　ビスマルクが取り出したのは爆ばく弾だん。それをためらいもせずに放ほうり投なげる。


　轟ごう音おんと閃せん光こうがあたりを包み込んだ。


　威い力りよくは調節してあるから、死にはしないだろう。しかしあんな音と光を目の前で破は裂れつさせたら、どんな動物でものたうち回って気絶する。


　そんな爆ばく発はつを、あの兄弟はくぐり抜ぬけた。


「なぁっ!?」


　これにはビスマルクも予想外だったようだ。兄弟は剣を眼前に掲かかげることで、爆発の光を防いだのである。


「オォォオオオオオオオッ！」


　また剣を振り下ろし、床が弾はじけ飛ぶ。攻撃自体は単調なのだ。ただ上から振り下ろすだけ。それなのにあのパワーとスピードが、兵器並みの威力を作り上げているのだ。


「こりゃイカン。ミロク、逃げろ！」


「はい！」


　ビスマルクの指示どおり、ミロクはまた逃げ出す。それを追う兄弟の背後から、彼らを止めようとする衛兵が走っている。しかし怖こわいのだろう、一定の距きよ離りを保っている。


「ごめんなぁ、みんな……」


　ミロクが逃げる度たびに、「北の宮」の廊ろう下かや壁が破は壊かいされていく。さらに高価な美術品も次々に消し飛んでいく。


　幼少のころ、何度もここで暴れた経験のあるミロク。今となっては建築家や芸術家に申し訳ない気持ちでいっぱいだ。


　しかし立ち止まっていては、こちらが斬きられる。通常でも勝てない相手なのに、魔ま法ほうで操られた状態ではまともに戦いたくもない。


　ホラキア兵士にもツッキーニ技ぎ士しにも怯ひるまないミロクだが、オウガンにはそういう化け物がゴロゴロいるのだ。だからミロクは自分の力を過大評価できないのである。


「うおおおおおおっ！」


　ミロクは身体からだを左に傾かたむけながら走る。


　ここまでずっと曲がり角を左に進んできた。「北の宮」の廊下をぐるりと何周もしているのだ。闇やみ雲くもに走っているのではなく、ビスマルクの策によるものだ。


「おいミロク。そろそろいいだろう。そこを曲がれ」


「はい！」


　ビスマルクの合図で、ミロクは急に右に曲がる。


「オォオオオオオオ！」


　それを追ってマガタとレンボクシもついてくる。


　計算どおりだ。


　そしてミロクはまっすぐ進んだ後、振ふり返かえる。


「ォオオォ!?」


「ガァアア!?」


　最強の兄弟ふたりがスッ転んで倒たおれていた。


　ミロクは何もしていない。


「はーい、一丁上がりー」


　曲がり角で手を振っているのはトーラット。彼の手には縄なわがあり、廊下を隔へだてて反対側にも衛兵が縄を持っていた。


「今だ！　取り押さえろ！」


「はっ！」


　オウガン人でもないのに、ビスマルクの命令に従って衛兵が兄弟に駆かけ寄よる。立ち上がろうとする兄弟に、数の力で縄をかけた。


　ミロクがあれほどがむしゃらに戦っても万に一つの勝ち目もなかった敵を、たった一本のロープで無力化してしまった。


「あのデカブツども、ミロクしか狙ってなかったからな。俺やトーラットのことなんて見向きもしねー」


　たった少しの時間で見み抜ぬいたというのか。


「……はぁ」


　安心したら、力が抜けてしまった。


「大丈夫かミロク？」


「すいません、ちょっと力が……」


　骨も何本か折れている。今になって痛みが増してきた。


「でも、助かりました。ありがとうございます、隊長」


「ヘヘッ、これで分かったろ。俺のありがたみが」


「……はい」


　あの兄弟の大きさからしてみれば、ビスマルクなど本当に一口で食べられてしまうだろう。そんな体格差がありながら、逆に食われたのは兄弟の方だった。


　ミロクひとりの蛮ばん勇ゆうでは為なし得ないこともあるのだ。


　ゴウトが日ひ頃ごろ勉強しろと言っていた理由がよく分かった。


「俺も……兵へい法ほうを学ぶべきかな」


「なーに言ってるんですか、ミロク」


　ヨタヨタとトーラットが歩いてくる。まだ酔よっているのか。そんな状態で衛兵に作戦を説明して実行できたのだから、彼も大したものだ。


「兵法を考えるのは隊長の仕事でしょ。ズルいことは隊長に任せておけばいいんです」


「あとディアートな」


　クスクスと笑うトーラットとビスマルク。


「ミロクの仕事は、剣けんでジュジュを守ることでしょう？」


「あ……そっか」


　すっかり忘れていた。ミロクには仲間がいるのだ。


　ここがオウガンだったからか。ここには友人や部下は何人もいたが、信しん頼らいできる仲間と呼べる存在はいなかった。


　ミロクの剣で、ジュジュを守る。


　その代わりに、ジュジュの言葉がミロクの意志になる。


「そういやミロクよ。ジュジュは平気なのか？」


「ああ。ゴウトもいるし、フェリサもいる」


　どちらもジュジュを守るという点においては信頼できる人物だ。


　しかし、


「ダメだ、足りねぇぞ」


　ビスマルクが兄弟を見る。彼らは完全に捕ほ縛ばくされている。縄でグルグル巻きにされており、手も足も動かせない状態だ。


「あいつらを唆そそのかしたヤツ──」


「それって、モ・レイホゥ様じゃないんですか？」


「最初はそうだ。ゴウトとジュジュが会話する時間を作るために、わざと騒さわぎを起こしたって言ってたな」


「えっ、そうだったの!?」


　ミロクにとっては今初めて聞いた事実だ。


「だが、途と中ちゆうからあいつらの様子がおかしくなった。魔法をかけたヤツがいる。そいつぁ夫人たちにとっても予想外だった」


「それって──」


　第八国エイスランドの魔ま導どう士しがやったのか。


　ということは、ゴウトの企たくらみも奴やつらに筒つつ抜ぬけということか。


「おいミロク。皇こう帝ていゴウトには魔導士をやれるほどの力はあんのか!?」


「……まずい」


　ゴウトも弱いわけではないが、ミロクほどではない。


　フェリサが加わったとして、本気の魔導士に勝てるか。


「俺が行きま──！」


　走ろうとして、背中に激痛が走った。


「が……っ！」


　我が慢まんしきれない痛みに、ミロクが膝ひざを折る。


「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？」


「痛いです……けど、行かなきゃ！」


　立ち上がり、剣を取るミロク。


　だが走れないほど背中が痛い。


　──ならば、仲間を頼たよるしかない！





　　　　＊




　異様な気配を察知して、フェリサは目を覚ました。


　ゴウトの私室は四階の角部屋に位置しており、すぐ上は屋根になっている。フェリサはその屋根の上で休きゆう憩けいしていたのだが、すぐに武器を取り出して立ち上がった。


　弦つるの張られた弓を構え、気配の方向を探さぐる。


　ここオウガン宮きゆう殿でんは四方を高い山で囲まれており、宮殿と山の間は猛もう獣じゆうのいる森になっている。唯ゆい一いつ人間が出入りできるのは「南の宮」の向こうにある長い階段のみ。それ以外の方向から来るためには、険しい道を越こえなければならない。


　フェリサが感知した気配は、その山の上だった。


　目視できるが、けして近くない。その高さ故ゆえに視し認にんできるだけ。あれを登れる者がいるとするなら、鳥か竜りゆうくらいだ。


　その頂に、人がいる。


　ジルサニアの王宮から、城下町の南なん端たんくらいの距離だろう。この世でもっとも遠くまで攻こう撃げきできる武器でも届かないだろう。


「…………」


　それでもフェリサは頂にいる人物から目を離はなさない。


　弦に矢を番つがえ、じっと動きを待つ。


　なにしろ敵が人間とは限らない。あれほど高い山に登る理由はなにか。偵てい察さつにしろ攻撃にしろ、遠すぎる。


　──もしくは、陽動。


　フェリサは視線を下げる。


「!?」


　敵がいる。


　宮殿を囲む城じよう壁へきの上に。


　視線を上げるが、すでに山の頂に人ひと影かげはいなくなっていた。


　ここなら容姿も識別できる。ローブを着た魔導士だ。


「わざわざ姿見せっとは……オラに対する挑ちよう戦せんか」


　番えた矢を構え、射うった。


　びょるるる──と、夜や陰いんを切きり裂さく音と共に矢がローブの人物に吸い込まれる。


　そして、額のど真ん中に命中した。


「…………？」


　が、敵は倒れない。矢が刺ささったまま、ずっと城壁の上に立っている。


　と思えば、城壁の上を歩いたではないか。矢が刺さっていることなどまるで気にせず、「北の宮」に向けて悠ゆう然ぜんと歩いている。


「……あれは」


　念のため、もう一射してみる。神速の弓運びで矢を番え、歩いている魔導士に向けて矢を射かけた。


　今度も首に刺さった。それなのに敵の歩みは止まらない。


　まるでフェリサの攻撃など存在しないかのように。


「んなワケ──」


　敵をよく見ようと、屋根からフェリサが身を乗り出す。


　そこへ敵の攻撃が飛んできた。


　フェリサよりずっと速く構え、フェリサよりずっと速い矢が飛来した。


「!?」


　弓は両手で扱あつかう武器だ。当然、防ぼう御ぎよの手段はない。


　フェリサの狩人かりゆうどとしての本能が、身体からだを自動的に動かした。


　両手で握にぎって前に突つき出だした弓。


　その弓の中央に敵が放った矢が激げき突とつした。正確には矢ではなく、細長い放ほう出しゆつ魔ま法ほうだったのだが、矢よりも鋭するどく硬かたいその一いち撃げきはフェリサの弓を真っ二つに折った。


「…………!!」


　フェリサの本能は、見み事ごとに敵の矢を退けた。


　が、運には勝てなかったようだ。


　折れた弓の上方が吹ふき飛とばされ、フェリサの頭に激突したのである。


「お……っ！」


　視界が暗くなる。


　腰こしから砕くだけた。ぺたんとその場に座り込むようにして落ちるフェリサ。


　ここで倒たおれたらジュジュを守れなくなる。そう念じて起き上がろうとするが、身体が言うことを聞いてくれない。


　その間にも城壁の上の敵は歩いて行く。下には衛兵もいるのに、誰だれも気づいていないようだ。


　戦いを挑いどまずに、すぐに知らせればよかった。


　後こう悔かいするが、時すでに遅おそし。ローブを着た影かげは「北の宮」まで辿たどり着ついている。


「ジュジュ……逃にげ……」


　ゆっくりと意識が遠のいていく。完全に意識が途と切ぎれるまで、フェリサは自分の身体を起こそうともがき続けた。




　４　赤の月十七日　機を待ち続け




　ホラキアの東にあるという「竜りゆうの聖地」を奪だつ還かんするために、オウガンは何度も戦いくさを繰くり返かえした。どんな手を使ってでも欲しいと分かると、ホラキアも出し渋しぶる。そうなるとオウガンも攻せめざるを得なくなる。


「それまで東の端はしから徐じよ々じよに侵しん攻こうをしていたオウガンが、ここに来て明確な目的地を設定したわけだ。それに慄おののく者もいれば、逆に利用しようと企たくらむ者もいる」


　一度だけ、交こう渉しようの末に「竜の聖地」を手に入れる可能性があったのだという。


「つい最近のことだ。ホラキア軍に手を貸すことによって、土地を返へん還かんさせる交渉をしたのだ。もっとも戦いに負けたせいでノルマを達成できなかったのだが」


「それは……もしや、ミロクのせいですか？」


　ゴウトの言葉に、ジュジュは思い出す。


　今でもはっきりと覚えている、あの契けい約やく。


　ミロクの初うい陣じんでもあるホラキア軍との戦いだ。


　今になって考えても詮せん無ないことだが、もしも負けていればオウガンは目的の地を手に入れておとなしくなっただろうか。


　アーセージの首と引ひき替かえならば、辺境の土地くらい安いだろう。実の妹にしては残ざん酷こくな考えだが、逆に考えれば彼の命はそれだけの価値を持っているということだ。


「いや、仮に勝てたとしても土地はよこさなかっただろうな」


「何な故ぜそう言い切れるのです？」


「第八国エイスランドの息がかかっている。奴らは俺の目的を知っているからな。みすみす望みを叶かなえたりはせん」


「くれないと分かってるのに、協力したんですか」


「フン。土地だけではない。ホラキアや第八国エイスランドの情報も手に入る」


　そして次の戦いに備える、というわけか。


　ミロクは彼を臆おく病びようと評したが、それは狡こう猾かつさの裏返しではないか。最良の勝利を手に入れるために、あらゆる策を考える男だ。


　ということは、このジュジュとの会話も策の内か。


「ジルサニアの情報も、欲しいのですか？」


「欲しい──と言いたいところだがな」


　苦く笑しようするゴウト。


「一番欲しい情報は手に入った。もう姫ひめにも用はない」


「…………？」


　何のことだか分からなかった。


　ジュジュは特に自国のことを話しておらず、尋たずねてばかりで申し訳なく思っていたのに。


「してジェルメーヌ姫よ、先ほどあなたは言ったな。竜の聖地を奪還する方法があると」


「はい」


　ジュジュの考えは、とてもシンプルなものだ。





「ホラキアに頼たのみます」





「…………」


　ゴウトは手近にあった酒の杯さかずきを手に取ると、少しだけ呑のむ。ふぅ、と息を吐はいてから、もう一度ジュジュを見て、彼女の言葉が本気だと理解する。


「……姫。あなたはミロクよりもうつけなのか？」


　ハッキリと言われてしまったが、ジュジュにも反論の用意はある。


「そんなことはありません。我々ジルサニアはオウガンよりもホラキアと親しいです。ホラキアの王族には、私の言うことなら何でも聞く下僕のような男もおります」


「しかしそんな惰だ弱じやくな男が国を動かせるか？」


「ひとりでは無理でしょう。ですが同盟国であるベト、エルガンディアにも働きかければ効果は増します。なんならツッキーニや藍らん山ざんも加えて」


　ゴウトは呆あつ気けにとられて、しばらく言葉が出せなかった。ジュジュにしてみれば特に難しいことではない。好戦的な島国オウガンでは思いつかない方法なのかもしれない。


「つまり、姫。あなたはオウガンのために、六国に交渉する、と？」


「はい」


「馬ば鹿かな！」


「どこが馬鹿なのです。成立すれば無用な血が流れることなく、戦争が終わるのです。どうせ人が住んでいない土地ならば、移民対策も必要ないでしょうし」


　ゴウトは不可能だと思っているのだろう。


　ジュジュをただの十五歳の小こ娘むすめだと思っている。もちろんジュジュ自身はただの小娘だ。しかし彼女を支えてくれる人たちの信しん頼らいは、ジェルメーヌ・ジルサニアという姫をより大きくするのだ。


「……無理だ」


　それでもゴウトはかぶりを振ふる。


「可能です。可能にしてみせます」


「いや、姫よ。あなたの心意気は理解した。それはうれしく思う。だが──問題が残っている」


「何ですか？」


「竜の聖地を狙ねらっているのが、我々だけではないということだ」


「まさか──第八国エイスランドも？」


　第八国エイスランドに竜信しん仰こうはないのに。あの土地はオウガンだけの聖地ではないのか。


「あの土地は竜の死し骸がいが何層にも亘わたって積み重なっている。そのため、土地自体が強力な魔ま力りよくを発しているのだ。水害の原因もそのあたりにあるのでは、と我々は踏ふんでいるのだがな」


「そんな……」


「だからこそホラキアも簡単に手放さなかった。もっとも奴やつらは魔力の使い道を知らなかったがな」


　もともと自己の身体にしか魔法を使わない国だ。外部に魔力があっても持てあましてしまうのだろう。


「しかし第八国エイスランドは違ちがう。奴らは竜の聖地を使って、大がかりな魔法を使おうとしている」


「それが……彼らの目的」


　ようやく理解した。


　ホラキアが攻め込まれた理由も、オウガンが第八国エイスランドと手を組んでいた理由も。


　同じ目的地へ歩んでいたのなら話が分かりやすい。ゴウトの話を聞く限り、竜の聖地の土地を汚けがすことは好んでいないだろう。途と中ちゆうまでは仲良く手を取り合い、ゴール目前になったら奪うばい合うつもりなのだ、お互たがいに。


「なるほど……」


　ようやく辿り着いた真相は、分かってしまえばすんなり呑み込めた。


　そして対処法も。


　第八国エイスランドよりも早くオウガンに竜の聖地を渡してしまえばいいのだ。


　ホラキアは渋るだろうが、戦争で滅ほろぼされるよりマシだろう。


「皇こう帝てい陛下。感謝致いたします」


　ジュジュは床ゆかに手をつき、深々と頭を下げた。確かオウガンでは最上級の感謝や謝罪はこのようにするのだと教わった。


「この戦争に道が見えた気がしました」


「……どうかな。俺は情報を与あたえただけだ。その上であなたが何もしないのであれば、このままホラキアを潰つぶすのみだ」


「そうはさせません」


　顔を上げ、ゴウトを見る。


「ひとりでも犠ぎ牲せい者しやが減るように、最善の努力を尽つくします」


「フン」


　ゴウトは杯に残っていた酒を呑み干す。そして何かを思い出したのか、ふと視線を逸そらす。


「ジェルメーヌ姫。こちらが話してばかりでは不公平だと思わぬか」


「え？　え、ええ、はい、それは」


　つい先ほど、彼は一番知りたい情報を得たと言ったではないか。


「しかも国の未来を左右するほどの情報だ。対価として、あなたにも話してもらおう」


「私がお話しできることであれば」


「よかろう」


　ゴウトは鷹おう揚ように頷うなずいた。


　ジルサニアについての知識なら、そんじょそこらの文官並みにはある。この際、気前よく渡してしまおう。どんな貴重な情報でも、今日ゴウトが話してくれた内容には釣つり合わないだろうから。


　そう覚かく悟ごしていたジュジュに投げられたのは、凶きよう悪あくすぎる変化球だった。





「あなたはミロクをどう思っているのだ？」





　固まった。


　ジルサニアに関する政治、軍事のあらゆる答えを用意していたのに、ゴウトの放った言葉は全すべての防ぼう御ぎよをすり抜ぬけてジュジュの心臓に刺ささった。


「あ……う」


　迷っている自分に驚おどろいた。


　自分の指を絡からめて遊んでいることに気がついた。


　答えたくない気持ちが膨ふくれあがり、ここから走って逃にげたくなった。


　ゴウトは笑っていなかった。


　つまり、真しん剣けんな答えを求めているのだ。


　皇帝として──あるいは、兄として。


　だからジュジュも正面から返答する。





「好きです」





　言葉に出した途と端たん、全ての迷いが吹ふき飛とんだ。


　ゴウトの問い、というよりも、自分自身に答えたような気持ちになった。


　火ほ照てった顔も暴れる心臓も収まり、ジュジュは平静に戻もどる。


　そうかと思えば、わずかに残っていた照れが姿を現す。


「……えへ」


　ゴウトの前だというのに、そんな笑いが出てしまった。


「フッ」


　つられたのか、ゴウトも笑う。


「よろしいのか？　兄の俺が言うのもなんだが、アイツは大おお馬ば鹿か者ものだぞ」


「大馬鹿ですが、迷いがありません。私はそのことに助けられてきました」
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　理由など、後からいくらでも出てくる。


　ホラキアとの戦いくさで契けい約やくしたこと。


　常に全力で言葉を交かわしたこと。


　自分の弱さを受け入れてくれること。


　大切なときには、必ず守ってくれること。


　その全てが理由であり、そのどれもが違う。


　人を好きになることとは、そういうものだ。


「なるほどな。ミロクもあなたのためにオウガンへ戻る決意をしたのだな。大切な人のためならば、自分のプライドをも捨てる」


「いえ、あの、どちらかと言えばミロクは消極的で、命令したのは私なんです」


「ほう？　危険だと思わなかったのかね」


「思いました。けど、ミロクがいるから安心かと」


「……なんと」


　ゴウトもその場に固まる。


　数瞬ほど無言で見つめ合うふたり。


「……クックック。ハッハッハッハッハ！」


　突とつ然ぜん、腹を抱かかえて笑い出すゴウトに、ジュジュは驚いて立ち上がってしまった。敵意のない笑いだったが、あまりにも予想外だったのだ。


　しかもその後、ゴウトは睨にらむようにジュジュを見つめ、


「俺は今日、ふたつ発見をしたぞ」


「……なんでしょう」


「ひとつ目は、戦争以外で竜の聖地を奪だつ還かんできる可能性だ」


　ジュジュの提案を受け入れてくれるということか。


「も、もうひとつは？」


「この世にミロク以上のうつけが存在していたことだ」


「…………」


　怒ど鳴なってやりたかったが、立場とかそういう以前に、少し納なつ得とくしてしまった自分がいた。馬鹿ミロクに惚ほれるような馬鹿、大陸中を探してもなかなか見つからないだろう。


「ジェルメーヌ殿どの」


　笑ったかと思うと、今度はゴウトは床に手をつく。


「聞いて欲しい。ミロクは俺を憎にくんでいる。兄ジンレイを殺したと思い込んでいる。だが、それを抜きにしてもまともな肉親は少ない」


　いるとすれば、今日出会ったモ・レイホゥ夫人やス・ミィア。そしてコニーやシェンランくらい。どれも女性だ。男の肉親といえばゴウトくらいなのか。


「皇帝ではなく、兄として頼たのむ。どうか弟を正しい道へ導いてやってほしい」


「……はい」


「その代わり、ヤツの武は保証する。道の先に障害があるのなら、ミロクを使って取り除くといい」


「あの、陛下」


「なんだ」


　彼はとても真剣だ。


　だけど、それ故ゆえに気になる。


「まるで、遺ゆい言ごんのように聞こえます」


「当たらずといえども遠からじ、だな。あなたの交こう渉しようが決けつ裂れつすれば、ミロクと俺は戦うことになるだろう。今夜が最後になるかもしれない」


「そうはさせません」


「その件についても、よろしくお頼み申す。これは皇帝としての願いだ」


　床に手をつき、ゴウトは深く頭を下げた。皇帝が一国の姫ひめに対する礼としてはへりくだりすぎている気もするが、彼なりの最大限のふるまいなのだ。オウガンは敵に対しても礼を尽くす国だから。


　兄として、皇帝として、ゴウトとは見えない糸で繫つながった気がする。


　つい昨日きのうまで敵だった国とは思えないほど、彼のことが分かった。


　そう安心していたときだった。





「話は、まとまったか」





　第三者の声。


「!?」


　素す早ばやくゴウトが立ち上がる。いつもの場所に剣けんがないので、壁かべに立てかけてある別の剣を手に取った。


　扉とびらを開けた音も気配もなかった。


　それなのに部屋にはローブを着た魔ま導どう士しが立っているではないか。


「貴様……ッ！」


　ジュジュよりもゴウトの方が驚いている。あの騒さわぎは魔導士に聞かれないようにするための陽動だったのに、完全に筒つつ抜ぬけだったのか。


「何な故ぜここにいる、モズ!?　貴様はホラキアに行っているはずだ！」


　剣を魔導士に向け、ゴウトが怒鳴る。


「おやおや、これは失礼。ですがジルサニアの姫ひめ君ぎみがわざわざいらしているのに、私だけ礼を失するわけにはいかぬでしょう」


　表情は仮面に隠かくされているが、魔導士が笑っているのが分かる。


　あの魔導士がモズ。


　ジルサニアで暗殺者に襲おそわれていたとき、ビスマルクを倒たおした魔導士。


　ベトで出会ったハチドリという男もそうだが、このモズという魔導士も得体が知れない。第八国エイスランドの魔導士はあらゆる魔ま法ほうを使うため、行動が予想できない。


「くっ……！」


「下では派手な喧けん嘩かが起きていますね。私の息のかかった者であれば気を奪うばわれるかもしれませんが、生あい憎にくと私には通じませんよ」


　魔導士が手を前に出した。


　何かの魔法を使うのか──そう思った瞬しゆん間かん、ジュジュは動いていた。


「このっ！」


　ジュジュが手に持っていたビンを投げつける。


　が、それはモズの脇わきをすり抜け、窓から外に飛んでいってしまう。


「くぅっ……！」


　今度はもっと大きな壺つぼを投げつけるが、モズが少し手を動かしただけで軌き道どうが逸それ、壁に当たる。派手な音を立てて割れる壺だが、誰だれも気づかない。


「フェリサ！　いないのですか、フェリサ！」


　上に向かって呼ぶが、返事はなかった。


「あの弓兵のことなら、少し眠ねむってもらいましたよ」


「なんですって……!?」


　よほどのことでは倒れないフェリサを退けたのか。


　いや、そもそも第八国エイスランドの魔導士は、ひとりひとりが一軍に匹ひつ敵てきする強さを持っている。フェリサだけでは勝てるわけがない。


　当然、ジュジュもこれ以上抗あらがう術すべは持っていなかった。


　ジュジュ自身には。


「ミロク！」


　誰もいない虚こ空くうへ叫さけぶ。


「ビスマルク！　トーラット！」


「クックック……何かと思えば。彼らは下で戦っているのでしょう？」


　モズが近づいてくる。


　ゴウトはジュジュの前に立ちふさがり、剣を構える。


「それ以上近づくな、モズ。貴様らはもう信用できぬ」


「ホホホ……はなから信用などしていなかったでしょう。竜の聖地を見つけるまでの協力関係。それも今となっては意味のない話」


　モズの手が光を帯びる。


「ゼロサムゲームは、我々が先行させてもらいましょう」


　手に集まった光が、熱を帯びてゴウトに降り注いだ。エルガンディアの放ほう出しゆつ魔法が室内を照らし、ゴウトの身体からだを焼く。


「ぬうっ……！」


　剣が床ゆかに落ちる音。


　放出魔法自体は、咄とつ嗟さに両手で自分を庇かばったため、軽傷で済んだ。しかしゴウトが防ぼう御ぎよしているスキに、モズは短たん剣けんをゴウトの腹に突つき刺さしたのである。


「陛下！」


　短剣を伝って、血がしたたり落ちる。


「なんということを……！」


　ゴウトに駆かけ寄よろうとするジュジュの手を、モズが強く握にぎりしめた。


「何をするのです!?」


「ジェルメーヌ姫。狙ねらわれているという自覚がおありか？」


「離はなしなさい！」


「離しませぬ。我々と一いつ緒しよに来ていただこう」


　モズの手は細く、力も大して込められていない。しかしジュジュがいくらもがいても振ふり解ほどけなかった。まるで石像の一部になったようだ。


「離……せっ！」


　このまま捕つかまれば、第八国エイスランドのものになってしまう。


　命などどうでもいい。しかし左手の「宝ほう物もつ庫こ」だけは渡わたしたくない。もしもあれが敵の手に渡れば、ゴーレム製法の秘密まで知れ渡ってしまう。


「ミロク！　助けて！　助けてっ！」


　外に向かって叫ぶ。


「ミロク……ッ！」


「あきらめなさい、ジェルメーヌ姫」


　モズが手を引く。どんなに力を入れても、ジュジュの身体が引っ張られてしまう。強きよう化か魔法でも使っているのか。


　だが──


「バーカ……誰があきらめっかよ！」


「!?」


　その物言いに、モズが動どう揺ようする。


　どんな魔法がかかっていようと、ジュジュは希望を捨てない。


　あらゆる魔法を凌りよう駕がする力が、自分の声に宿っていると信じているから。


　なぜなら自分の声は──


　最強の騎き士しを呼ぶ力を持っている。





「そこかぁ───────っ！」





　扉と窓と壁と天てん井じようと家具を破は壊かいして飛び込んでくる巨きよ体たい。


　それはモズの身体にぶちあたり、崩くずれる壁へと押し込む。一緒に引っ張られるはずのジュジュは、なぜかその場に立っていた。


「う、うわっ」


　見れば自分の手に、切断されたモズの腕うでが残っている。すぐに剝はがして捨てた。そして助けてくれた存在に駆け寄る。


「ありがとな」


　モズの身体を押しつぶした、中型竜の背を撫なでる。


　リンドウマルはジュジュの感謝の言葉に小さくいなないた。


　そしてリンドウマルから降りたのは──


「遅おそいぜ」


「悪い」


　抜ぬき身みの剣を手にしたミロクだった。


　ミロクは倒れたゴウトの身体を抱かかえ上げ、リンドウマルの背に乗せる。


「リンドウマル！　ゴウトとジュジュを安全なところへ！」


　そう言ってジュジュの手を引き、リンドウマルに乗せようとしたときだった。


「させるかぁっ！」


　モズの放出魔法が視界を焼く。


　竜の悲鳴が聞こえたと思うと、ゴウトを乗せたままリンドウマルが吹ふき飛とばされていた。周囲の家具と一緒に、夜空へ投げ出される。


「リンドウマル！」


　空中をきりもみ状態で落下する竜を、ジュジュは見送ることしかできない。


「皇こう帝ていは殺し損そこねたが……姫はいただいていこう」


　治ち癒ゆ魔ま法ほうで切断された腕をくっつけ、その手を光らせるモズ。


「やってみろ」


　怒ど気きを孕はらんだ声で、ミロクが立ちはだかる。


　全すべての災さい厄やくから守ってくれる、その姿。


　ジュジュはその後ろ姿こそが、最強の武器だと感じた。


　──ああ、やっぱり、ここが一番心地ここちよい。


　彼の背中が好きなのだ。


「オウガン帝てい国こく第三皇子、サ・ミロク・オウガンならびに──」


　窓も天井もない部屋で、ミロクの構えた剣が月光を浴びて輝かがやいている。


　捉とらえどころのない魔ま導どう士しを雲にたとえるならば、彼の刃やいばはその暗雲を切きり払はらう風のようだった。
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「ジルサニア王国赤あか目め隊たい〝咬兎サベツジラビツト〟ミロク・シーレンが相手になるっ！」








　闇やみ雲くもに突とつ撃げきしたわけではない。


　屋根の上で倒れていたフェリサはトーラットが救出し、ジュジュやゴウトに怪け我がをさせない角度からリンドウマルを進ませたのだ。そうできる余よ裕ゆうくらいはあった。


　焦あせっていても、冷静さを欠いてはいけない。


　そのことを教えてくれたのは、先ほどのビスマルクとトーラットの戦いぶりだった。一見、実力で勝てないと思われる相手でも、工く夫ふうや戦術次し第だいで互ご角かく以上の戦いができるのだ。


　だから今、魔導士を前にしてもミロクは臆おくさない。


　冷静に敵を見み極きわめることができる。


　──そうしないと、ジュジュを失う。


　生ぬるい風が頰ほおに当たると、ミロクは柄つかの握りを少しだけ強める。目の前で手を光らせている魔導士を倒たおすためには、小さな環かん境きようから考こう慮りよに入れなくてはならない。


　魔導士を倒したことは、一度だけ。


　あの戦いでは自分よりも強い味方が大勢いたから勝てた。


　だが、今回は違ちがう。


「どうした小こ僧ぞう。威い勢せい良よく見み得えを切っておいて、来ないのか」


　モズが笑っている。しかし挑ちよう発はつには乗らない。


　相手も気づいているはずだ。


　すでに戦いは始まっている。


　動かないミロクの剣けんの切きっ先さきと、モズの光る手の間で、何万とおりもの攻こう防ぼうが為なされているのだ。それは目に見えないが、目の奥で感じる戦いなのだ。


「…………」


　狙いはすでに定めてある。


　頭だ。


　一いち撃げきで頭を斬きる。首でもダメだ。


　ハチドリという魔導士を倒したとき、胴どうや腕を斬っても生きていた。彼にとどめを刺したのは、フェリサによる頭への一撃だった。


　眉み間けんを貫つらぬき、脳のう髄ずいを破壊すれば魔ま法ほうも使えない。


　第八国エイスランドに限らず、思考能力を奪うばうことは魔導士にとって非常に有効な攻こう撃げきなのだ。


　問題は、その一撃をどうやって入れるか。


　敵の攻撃の方が速いかもしれない。肉体を強化しているかもしれない。頭ず蓋がい骨こつに防ぼう御ぎよ魔法を付加しているかもしれない。ローブが特とく殊しゆな素材で作られているかもしれない。その全てを、第八国エイスランドの魔導士ならやる。


「来ないのなら、私の方から行くぞ」


　手を挙げ、魔ま力りよくの輝きを強めるモズ。


　──いや、まだだ。


　あれもフェイクだ。おそらくモズはミロクの攻撃を誘さそっている。魔法に疎うといミロクが努力して推察するに、放出魔法の有効範はん囲いの外にいるのだろう。


　先ほどゴウトが倒れていたが、死んではいなかった。あれだけ狭せまい部屋なのに殺すことができないのだ。必殺の射程はとても短いに違いない。


　おそらく、あと一歩か二歩。


　そしてモズもミロクの剣から目を離さない。長さを測っているのだろう。


　ミロクにとっても、必殺の間合いが一歩先にある。


　膠こう着ちやく状態だ。


　どうにかして動かさないといけない──


　ならば、どうにかしよう。


「隊長！」


「あいよ」





　ミロクの制服からビスマルクが顔を見せた。





　その手には、何かのスイッチが。


「ビスマルク、貴様──！」


　魔法を使うよりも、剣を振るよりも、ビスマルクのスイッチの方が早かった。


　カチッ、という音と共に、モズの背後で爆ばく発はつが起きた。


　否いな、爆発というほど巨きよ大だいなものではない。せいぜい瓦が礫れきが転がるくらいの小さな破は裂れつだ。しかしそれは大きな音を伴ともない、また瓦礫の飛礫つぶてがモズの後頭部を強打した。


「くっ！」


　前のめりに倒れるモズを、ミロクは見み逃のがさない。


　大きく踏ふみ込こみ、機き装そう甲こうですら斬った一いつ閃せんを脳天に叩たたき込む。


　その切っ先が仮面を横に切り裂さき──


「させるかぁっ！」


　両手に集まった魔力を放出するモズ。


　ミロクではなく、真下に向けて放たれた魔法が床ゆかを穿うがち、その反動でモズの身体からだが宙に浮うく。ミロクの剣を受け流すように自ら吹き飛んだ。


「なっ!?」


　あらゆる剣けん技ぎを学んだミロクだが、この対処法は予測していなかった。振ふり切った剣はモズの仮面を切るのみで、手て応ごたえがほとんどない。


　追つい撃げきしようとさらにもう一歩踏み込むが、


「くっ……！」


　モズのもう片方の手が光ると、今度はミロクに向けて魔法を放った。


「がっ！」


　胴にまともにくらい、吹き飛びそうになるのをギリギリで堪こらえる。


　が、魔法のダメージには耐たえられたが、先ほど折ったアバラの痛みが再発した。痛みに顔をしかめ、追撃のチャンスを失う。


「てめぇ……！」


　その衝しよう撃げきで制服の中にいたビスマルクがポロリと落ち、倒れた。


　ミロクには彼を拾う余裕もない。


「やってくれたな……！」


　モズは顔を押さえていた。指の隙すき間まから血が流れている。


　切ったのは仮面だけではなかった。ローブのフードも少しだけ切れており、そこからウェーブのかかった長い髪かみが見える。


「なんという速さだ……私の想像を超こえていた」


　仮面を剝がしたせいか、モズの声も変わっていた。それまではくぐもっており、年も性別も分からなかったのだが、今はハッキリと分かる。


　熟年の女性だ。


　モズは顔から手を離はなす。


　血で濡ぬれた顔は、細ほそ面おもての女性だった。四十代ほど──おそらくビスマルクと同年代だろう。苦く悶もんの表情には、過去に受けてきた苦痛も刻まれているようだった。


「おのれ……っ！　またしてもビスマルクに！」


　モズの呪じゆ詛そは転がっているウサギに向けられていた。


　無理もない。騙だましていたミロクも悪い。


　しかし魔導士とまともに戦っても勝てないのは分かっている。だから搦からめ手てを使うしかなかった。そうしてでもジュジュを守らなければならなかったのだ。


　結果、モズに一ひと太た刀ち浴びせることができた。


　まだ手が痺しびれている。仮面かローブか、それともモズ本人かは不明だが、やっぱり何らかの魔法がかけられており、非常に硬かたかった。もしもツッキーニの機装甲を斬った経験を思いだしていなければ、仮面すら割れたかどうか。


　だが、今は斬れる。


「ならば──」


　モズが手を伸のばす。


　狙ねらいはミロクではなく、その背後にいるジュジュ。


「ジュジュ！」


　咄とつ嗟さに身体が動いた。


　ジュジュを庇かばうために、その前に立ちはだかる。


　閃せん光こうが目を覆おおった。


　続いてやってくるであろう痛みに耐えるために、歯を食いしばる。


　が、痛みはいつまで経たってもやってこなかった。


　うっすらと目を開けると、いるはずのモズがいない。


「ミロク！」
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　背後を振り返ると、ジュジュがモズに手を摑つかまれている。


「ジュジュ！」


　ミロクが剣を振るうと、モズの右みぎ腕うでが切断される。


　しかしそれで終わりではなかった。


　モズが斬られていない左ひだり腕うでで、再度ジュジュの身体を摑む。そして床に転がった右腕がミロクの足を摑んだではないか。


「この痛み忘れぬぞ、サ・ミロク・オウガン！　だが姫ひめだけはいただいていく！　我々の野望のための礎いしずえになってもらう！」


　ジュジュを摑んだまま、モズが高く跳ちよう躍やくする。


　壊こわれた壁かべの間から、闇やみに向かって。


「ミロク──！」


　助けを求める悲痛な声に向かって、ミロクは手を伸ばす。


　普ふ段だんのミロクの素す早ばやさなら届いただろう。しかし切断したモズの手に足を摑まれているため、わずかに遅おくれた。


　伸ばしたジュジュの手が、遠ざかっていく。


「ジュジュ！」


　手が、届かない。


　暗い夜の向こう側へ、モズがジュジュを連れ去っていく。





　ならば──声だけでも。





「ジュジュ！　いいか！」


　剣を床に突つき刺さした。


　拳こぶしを握にぎり、胸を張り、月に向かって立つ。


「俺はジュジュの騎き士しだ！　だけど、もうそんなことは関係ない！　騎士だろうが、オウガンの皇子だろうが──」


　感情に任せて叫さけんだせいで、言葉がうまく出てこない。


　だから、ありったけの気持ちを込めて吠ほえた。





「俺が、お前を助ける！　だから待っていろ！」





　小さくなっていく、ジュジュの顔。


　届いた。


　かすかに動く、唇くちびる。





「──お願い」





　咆ほう哮こうをすり抜ぬけるように跳はね返る、一言の本音。


　それを、ミロクだけが耳にした。







　　　　＊




　深夜になろうとしていたが、オウガン宮きゆう殿でんでは昼間より多くの人が動き回っていた。皇こう帝ていゴウトが刺されたことは伏ふせられ、宰さい相しようや将軍たちが今後の軍事計画を修正するのに躍やつ起きになっている。


　彼らの中で、誰だれひとり赤目隊を責める者はいなかった。


　うすうす感じていたのだろう。第八国エイスランドが裏切ることを。


　負傷者は寝しん室しつに運ばれ、手厚い看護を受ける。特にゴウトには十人近くの医者が付き従い、賢けん明めいに治ち療りようしていた。


　こんなときにベトのミーヤー王女がいれば、とミロクは悔くやむ。無い物ねだりだとは分かっていても、願わずにはいられないのだ。


「……よい。下がれ」


　ゴウトの寝室に、そんな声が静かに響ひびく。


　ミロクは医者と共に退室しようとしたが、


「お前は残れ」


　そう言われては残る他ほかなかった。


　医者や侍じ従じゆうが去ると、ミロクは布ふ団とんに横たわるゴウトを見る。


　顔色を見て、安心した。


「──その分だと、死なないな」


「分かるか」


「病気ならともかく、ケガで死ぬ人間はなんとなく分かる。ゴウトは大だい丈じよう夫ぶだ」


　気休めではない。ゴウトの傷は短たん剣けんで刺されたものだったが、重要な臓器は傷つかなかったそうだ。出血も大したことはない。一番怖こわいのは魔ま法ほうによる付加効果らしいが、それについてはミロクに判別できない。


「──すまなかったな、ミロク」


　重く低い声。


　十七年生きてきて、この兄の口から謝罪の言葉を初めて聞いた。


「どれについてだ？」


「お前の大切な人を守れなかった」


「違ちがう。それは──俺の責任だ」


　ゴウトを庇っているわけではなく、本心からそう答えた。


　ジュジュを守るのはミロクの仕事だ。それを果たせなかった今、どう言い訳しても主あるじを守れなかったという罪からは逃のがれられない。


「ゴウト。オウガンはこれからどうなる？」


「……さぁな」


「ウソつけ。もう考えてるんだろ」


「少なくとも第八国エイスランドとは手を切るだろう。この俺に対して、こんな態度を取るのだからな」


　傷に触ふれるゴウト。痛みに顔をしかめるが、すぐにそれは笑えみに変わる。


「裏を返せば、奴やつらがそういう態度に出ても問題なくなったのだろう。何かの手はずが整ったか、あるいはツッキーニだけでも勝てるつもりか」


　第八国エイスランドが竜の聖地を狙っていることは、先ほど聞いた。魔法に疎うといミロクにとって、あそこはただの墓場だとばかり思っていたのだ。


「ならさ。ゴウトも手伝ってくれよ。第八国エイスランドをブッ潰つぶすの」


「フン」


　ミロクとしてはかなり譲じよう歩ほした提案のつもりだったが、鼻で笑われてカチンとくる。


「俺は勝算のない戦いくさはしない」


「てことは、オウガンが加わっても負けるのかよ？」


「知らぬ。奴らの真の企たくらみが分からぬ以上、うかつに手が出せないと言っている」


「この、臆おく病びよう兄貴め」


　ボソリと呟つぶやくミロク。


　しかしゴウトは動じずに、


「お前と違って、俺のケンカは負けると大勢が死ぬのだ。臆病にならざるを得ぬ」


「……ったく」


　刺されて床とこに臥ふせているのに、この態度。


　昔から変わらない。絶対に他人に弱みを見せないのだ。上に立つ者としての意地というよりも、ゴウト本人の負まけず嫌ぎらいからくるものだ。


「いいよ。ゴウトがそういうつもりでも、ジルサニアは動くぜ。こっちはこっちでやらせてもらう。だからさ──これ、ちょっと貸してくれよ」


　ミロクが差し出したのは、先ほどまで使っていた剣けん。


　ゴウトの部屋にあったものだが、弧こを描えがくそのフォルムは細長く整っており、頑がん強きようさが自じ慢まんのジルサニア騎士団用片手剣に比べると弱々しく見える。


　だがミロクの目はごまかせない。


「ミロク貴様、そのカタナが何なのか知ってて訊きいているな？」


「ああ。これ『月刊　世界の剣』で見たぜ。オウガンの三刀とう匠しようが鍛きたえたっていう『月光切り』だろ？」


　目に見えるモノなら光でも切るという売り文句で、金を出すとしたら金貨十万枚以上、片かた田舎いなかの城よりも高価な代しろ物ものである。


　モズとの戦いでも、魔法で鍛えられた仮面や服をも切ることができた。魔ま導どう士しすらも斬れる剣なら、是ぜ非ひ持っておきたい。


「持っていく、ということは、使うのだろうな……」


「ん？　そりゃそうだろ」


「…………」


　沈ちん黙もくするゴウト。


　断っても強ごう引いんに持っていくのだろうと予測した彼は、ひどく残念そうな表情になる。


「折るなよ。絶対に折るなよ」


「わかってる！　約束するよ！」


「これほど信用できない約束は初めて聞いた」


　大きなため息。


　ミロクは剣を後ろに置くと、改めて姿勢を正す。


「ゴウト。ここを去る前に、どうしても聞いておきたいことがひとつ」


「……言ってみろ」


「本当にジンレイを殺したのか？」


　前に訊いたときには、答えてくれなかった。


　だが、今訊いておかなければならないと思ったのだ。


　ゴウトは目を閉じ、しばらく黙だまる。


　ほんのわずかな間を置いて、彼はこう語った。


「第八国エイスランドの──モズという女。奴は魔法だけでなく毒も得意だった。オウガンでなく、第八国エイスランドにとって邪じや魔まな男を消すと宣言し、奴はそれを実行した」


「……それって、モズがやったってことなのか!?」


「知らぬ。確証は何もない。他ほかの魔導士かもしれぬし、個人的に恨うらみを持っていた誰かがやった可能性もある。だが──」


　ゴウトは目を開き、ミロクを見た。


「可能性がありながら、見過ごしたのは俺の罪だ」


　責めるべきなのか、一いつ瞬しゆんだけ迷った。


　ジンレイとゴウトは仲が良く、そして仲が悪かった。政治や軍事のことでよく言い争っていたが、互たがいのことは信しん頼らいしていた。


　しかしゴウトがジンレイに対して好意のみを持っていたとは考えられない。それは誰にだってある気持ちだ。


　ミロクは自分に置おき換かえてみる。


　もしもゴウトをこのまま放ほうっておけば死ぬ、と言われ、誰にも見られていなかったらどうするか。


　普ふ通つうは助けるだろう。しかし確実に助けると言い切れるか。


　米こめ粒つぶよりも小さな殺意が膨ふくれあがり、死の未来を見なかったことにする。そうしない確信はあるか。


「それでも……第八国エイスランドとは手を組まなきゃならなかったのか」


「そうだ。そうしてでも竜の聖地は欲しかった」


「竜の聖地……そういや、昔からジンレイとずっとそんな話してたな」


　あの場所が欲しかったのはゴウトだけではない。ジンレイも、先代の皇帝もずっと願ってやまなかった場所だ。ミロクにはピンと来なかったが、一族の悲願なのだ。


「本気だったのか、あれ。俺はずっと妄もう想そうやお伽とぎ噺ばなしの類たぐいだと」


「今でも本気だ。あの土地にはオウガンを救う竜の血が染しみ込んでいる。今になって思えば、ジンレイが死ぬことによって戦争以外の選せん択たく肢しを奪うばわれたのかもしれぬ。俺は戦って奪うことしかできぬ男だからな」


「……わかんねぇよ、俺には」


「それでいい。難しいことを考えるのは、昔から俺とジンレイの役目だった」


「馬ば鹿か野や郎ろう……っ！」


　情けなくて、少しだけ涙なみだが出た。


　ゴウトに対しても、オウガンという国に対しても、それら全すべてに罵ば倒とうしかできない自分の不ふ甲が斐いなさに対しても。


「ミロク」


　ゴウトが身体からだを起こす。


「お、おいゴウト！　起きるなよ、傷開くぞ！」


「俺が死んだら、皇こう帝ていはお前だ」


「はぁ？」


「お前しかおらんだろう、シェンランは女だしな」


「って、何縁えん起ぎでもないこと言ってるんだ！　死ぬなんて言うなよ！」


「皇帝になって、ジェルメーヌ姫ひめを迎むかえるのもよかろう」


「バッ……！」


　言葉に詰つまったミロクは、ゴウトの身体を摑つかんで強引に布ふ団とんに寝ねかせる。


「いいからおとなしくしてろ！　ここから先は、俺とジルサニアの問題だ！」


　ゴウトの返事も聞かず、ミロクは立ち上がる。


　そして大おお股またで部屋を飛び出した。


　やはりあの兄は大だい嫌きらいだ。


　ピンポイントに心に刺ささる言葉ばかり吐はいてくる。





　　　　＊




　侍じ従じゆうが言うには、中庭に落ちていたのだという。


「わざわざすみません。ありがとうございます」


　トーラットが礼を言って扉とびらを閉めるまで、ビスマルクはそれが何だか言わなかった。知ってはいたが、あまり大きな声では言えない代物だったからだ。


「……隊長、これ」


　部屋の中央には四組の布団が敷しかれており、そのうちのひとつでフェリサが寝ね転ころんでいた。熟じゆく睡すいはしておらず、時折自分で氷ひよう囊のうを入いれ替かえたりしている。


　そのフェリサを囲むようにして、トーラットが件くだんの代物を持ってきた。


「──それ」


　品物が近づいただけで、フェリサが跳はね起おきる。


「ジュジュの匂においがすんぞ」


「ええ」


　彼女が匂いで判別するまでもなく、その宝石はジュジュの私物だ。


　ただの石ではない。魔ま法ほうがかけられてある。


「録音用の石だな」


　どこで間者が聞いているか分からない。ビスマルクは小声でそう呟いた。


　録音用の魔法がかけられた物品は、文字通り音を溜ため込むことができる。主に議事録をとる際に用いられるが、盗とう聴ちようなどでも使う。


　この宝石はジュジュの左手の「宝物庫」に入っていたものだ。彼女は必要に応じてこの手の道具を使う。


「しっかし、分かんねーな。使ったのはいいとして、どうやって中庭に置いたんだ？　下へ手たに隠かくそうとしたらバレんだろ」


「それなんですけどね」


　受け取ったトーラットが指を立てる。


「なんでも割れた壺つぼの中に入っていたそうですよ。皇帝の部屋から落ちてきたんだそうで。ジュジュが壺に隠して投げたんじゃないかと思ってるんですけど」


「なるほどなー」


　咄とつ嗟さにやったにしてはウマい方法だ。


　ビスマルクはその宝石を受け取ると、小さな魔ま力りよくを注入して起動させる。一定の魔力を与あたえることにより、付加された魔法が動き出すのである。


　すぐに宝石から小さな声が聞こえてきた。


「──…………」


　注意しないと会話の内容まで聞き取れないが、間ま違ちがいなくジュジュと皇帝ゴウトの会話だ。


　三人とも静かに会話を聞く。


　どうやら下で暴れている間に、上の方では交こう渉しようが成立していたようだ。


「なるほど、竜の聖地か」


　オウガンの目標も、第八国エイスランドの目標も分かった。


　ジュジュはこれを我々に伝えたかったのだろう。第八国エイスランドの目的地が分かれば、次の攻こう撃げきルートも予測しやすくなる。ひょっとしたらジュジュもその付近にいるかもしれない。


　彼女が残していった言葉は、赤目隊に大きな希望を残した。


　これはすぐにジルサニアや同盟国に報しらせるべきだ。


　ビスマルクが心の中で小こ躍おどりしていると、会話が次の話題に移る。


　今度はゴウトの声がはっきりと聞こえた。





「──たはミロクをどう思っているのだ？」





　トーラットとフェリサの目が大きく見開かれるのを見た。


　ビスマルクの耳もぴくんと動く。


　ジュジュは少しだけ迷った末、正直に自分の心情を吐と露ろしていた。


　それを受けて、ゴウトも彼女に返事をする。


　一連の会話を、赤目隊の三人は黙って聞いていた。


　やがて魔導士が現れ、宝石の音声にノイズが混じる──


「…………」


　ビスマルクが魔力注入を止やめると、宝石は黙り込んだ。


　それでも誰だれも口を開かなかった。


　気まずい沈黙を破ったのは、無神経な仲間の乱入。


「おいみんな！　朝になったら大陸に戻もどろうぜ！　何があったか報告しなきゃ！」


　横開きの戸を開け、ずかずかとミロクが入ってくる。その手にはオウガンの剣けんが握にぎられており、服装もジルサニア騎き士し団だんの制服に戻っていた。


「ん、どうしたんだ？」
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　様子がおかしいことに気づいたミロクが、部屋を見回す。


「あ、あぁ」


　ビスマルクでさえ、それしか答えられない。


「ジュジュが攫さらわれたのは悔くやしいけどさ、あいつらジュジュの左手に興味があるんだろ？　だったらしばらくは生かされてるはずだ。殺される前に、必ず助け出す！」


　ひとり意気込むミロク。


「あ、でも、ジルサニアに報告に行ったら、俺が殺されるかもな……ジュジュを守れなかったからな……」


　肩かたに剣を担かついだまま、苦く笑しようするミロク。


　そんなミロクに対し、


「殺させませんよ、僕たちが」


　トーラットが立ち上がり、ミロクの肩を抱だいた。


「……おめは、絶対に死んじゃなんね」


　ミロクの腹を、フェリサが軽く小こ突づいた。


「俺たちに任せときな。考えるのは隊長の仕事だ」


　そしてビスマルクがミロクの頭上に立つ。


「な、なんだよ、みんな？」


　何も知らないミロクだけが、不思議そうに仲間を見る。


　それでいいのだ、とビスマルクは首しゆ肯こうする。


　このバカには、いつまでもバカでいて欲しいのだ。


　ビスマルクが覚えているのは、最後に彼が叫さけんだ言葉。


　──騎士だということは関係ない。俺がお前を守る。


　この言葉の矛む盾じゆんに、ミロクは気づいているか。


　立場に縛しばられずにひとりの女性を守ると誓ちかったのならば、それはもう立場や身分の問題ではなく、ミロクの生き様そのものが騎士になったということ。


　たったひとりの、ジュジュのための騎士だ。


「さて、と」


　ビスマルクはポケットからニンジンを取り出し、口にくわえる。


　これからが本当の戦いだ。


「ジュジュを取り返しに行くぜ、野や郎ろうども」




　エピローグ




　前略





　元気そうで何よりです、コ・ニィエン。


　姉として心配していましたが、ミロクから話を聞く限り大だい丈じよう夫ぶそうですね。これからは母だけでなく、私にももっと文ふみをよこしなさい。別に寂さみしがっているわけではありませんが、母やシェンランばかり心配しすぎです。


　そうそう、あなたから受け取ったジルサニアのクッキー、大変おいしかったです。だけどほとんどゴウトに取られてしまい、とても悔しいです。あまりにも悔しいので、看病のフリをして激げき辛から煎せん餅べいを差し入れてやろうかと思っております。


　これから激しい戦争が起きると思いますが、あなたは何も心配しないでください。


　オウガンとジルサニア、そしてミロクを信じていなさい。


　あの子はバカですが、人望があります。


　その強さは必ずや、大陸を救ってくれるでしょう。


　なにしろジルサニアの姫ひめをもたらしこむ助すけ平べい男おとこなのですから。





　追つい伸しん


　一年以上前からあなたに頼たのんでおいた、ジルサニア人名めい簿ぼがいまだに届きません。二は十た歳ち前後で嫁よめの貰もらい手てを探している高収入高身長の男を早く教えてください。







　　　　＊




　太陽はどこだろうと平等に朝を連れてくる。


　ホラキア西部、ツッキーニとの国境付近のカイメル山脈。


　その麓ふもとでは数千人を擁ようするホラキア軍が野営を展開していた。太陽がカイメル山脈の頂から顔を見せると、北の山々を背にして陣じんを構えるツッキーニ軍がよく見える。


「おはよー」


　目をこすりながら見回りの兵士に声をかけるのは、アーニィ。


「おう、おはよう！」


　声をかけられた兵士は、先日アーニィと一いつ緒しよに炭鉱の村を守ったふたりの兵士の片割れだ。ベンヤミンと合流してから、この野営地に加わったのである。アーニィがここにいる理由はないはずなのだが、どういうわけか放ほうっておけなかったのだ。


「やぁアーニィ。おはよう。眠ねむれたかな？」


　そんな兵士の背後に立っているのは、第二王子ベンヤミン。見張り以外の兵士はまだ起きていない時間だが、彼らは元気に歩き回っている。


「バッチリ眠ったよ！　ベンも眠れた？」


「うん」


　頷うなずくベンヤミン。


　アーニィはそんな彼を上から下まで眺ながめる。


「な、何？」


「アンタ本当にベンなの？」


「それ昨日きのうから五回くらい訊きいたよね……」


　立たち振ふる舞まいもそうだが、全体的に一回りくらい大きくなった気がする。ジュジュに付き従うヘタレ男というイメージが強いのだ。


　ホラキアでの一件の後、ベンヤミンは変わった。


　修しゆ行ぎようを重ね、議会でも発言するようになり、メキメキと頭角を現したのだという。その凄すごさは彼の言葉より、彼に従う兵士の興奮ぶりから窺うかがえた。


　変わろうとしていたのは、アーニィだけではないということだ。


　ホラキア王国としても優ゆう秀しゆうな王族が現れてくれたことは嬉うれしいに違ちがいない。


　ただ、以前のベンヤミンを知っている身としては、やりにくいというか絡からみづらいというか。


「どう、あっちは？」


　話題を変えようと、アーニィは山を指さす。


　あそこにはカイメル山脈を越こえてきたツッキーニ軍がいる。山道の出口をホラキア軍が封ふう鎖さしている形になっており、ここを突とつ破ぱしなければツッキーニ軍は侵しん攻こうできない。


　他ほかに進める経路もないことはないが、かなり西になる。迂う回かいするには時間がかかるし、もちろんホラキア軍はそちらの出口も封鎖している。


　ツッキーニとしてもなんとか突破したいのだが、ホラキア軍と正面衝しよう突とつした場合の損害を計算すると、うかつに手が出せない。


　そのため、この場所で二日以上睨にらみ合あいが続いている。おそらくツッキーニ軍は増ぞう援えんを要よう請せいしているのだろう、とベンヤミンは語った。


「昨夜ゆうべからずっと夜や襲しゆうに備えてたんだけど、攻こう撃げきはなかったよ。夜番の兵士も今ちょうど休んでもらったところ」


「なんで来ないんだろうねぇ？」


　率そつ直ちよくな疑問を口にするアーニィ。


　彼女の性格なら、とりあえず敵を見たら叩たたくために動く。今ここにいないが、きっとミロクだってそうするだろう。


「威い嚇かくが目的なのかなぁ？」


　ベンヤミンも不思議そうに首を捻ひねっている。


「グリュッケのおじさんは？」


「彼も分からないってさ。だけど任務だから、ずっと待ち構えてる」


　グリュッケとはこのホラキア軍の大隊を指揮している将軍だ。王族ではないが、軍属としてはベンヤミンより位が高い。ベンヤミンはグリュッケの指揮する第一部隊を率いているらしい。


「ねえ、こっちから攻せめることってできないの？」


「ツッキーニが何を企たくらんでいるか分からないからね。もしかしたらこちらを誘さそっているのかもしれない。けど、なんだろう……違い和わ感かんあるよね」


「うん。なーんかおかしいよね」


　昨夜からずっとツッキーニ軍の野営地を見ているのだが、確実に何かを企んでいる。しかし巧こう妙みように隠かくしているのだ。


「あのさ」


　思いついたことを、とりあえず言ってみる。


「あの野営地全部、囮おとりってことはないよね」


「囮だとして……本隊はどこへ？」


「そ、そうだよね。ヘンなコト訊いてごめん」


　照れ笑いするアーニィに、ベンヤミンも側そばの兵士も小さく笑う。


　何でも言えばいいというものではない。


　自分の浅せん慮りよを恥はじるアーニィだが、その笑いはすぐに消えた。


　策を考えることは苦手だが、危険を察知する感覚は誰だれよりも優すぐれている自信がある。


「伏ふせて！」


　アーニィが叫ぶと同時に、ベンヤミンが腰こしに下げていた棒を握る。二本の棒が組み合わさり、一本の長い棍こん棒ぼうになる仕組みだ。


　感じた危険は、人の形をとって上空から降ってきた。


　山の中腹から、この野営地までひと飛びでやってきたのである。着地の衝しよう撃げきで地面が抉えぐれ、岩の飛礫つぶてが撒まき散ちらされる。


「誰だっ!?」


　侵しん入にゆう者にアーニィが蹴けりかかる。


「待った！　待ってくれ！　攻撃の意志はない！」


　しかし相手はすぐに両手を挙げた。


　人間かどうか、一いつ瞬しゆんだけ判別に困った。


　何な故ぜならその人物は、全身を黒い鎧よろいで覆おおっていたのである。いや、あれは鎧なのか。装そう甲こうは布のように薄うすくて関節に継つぎ目めはなく、まるで黒い塗と料りようで全身を塗ぬったかのようだ。表面から発せられる光こう沢たくも液体のよう。


　そんな人間が山の方から降ってくれば、まず不ふ審しん者だと思われる。


「君は誰だ？」


　棒を突つき付けるベンヤミンの声も若じやつ干かん震ふるえていた。


「お、俺は使いの者だ！　元ツッキーニ軍技ぎ士しオリガ・クヌーンがアンタたちに知らせたいことがあるんだ！」


　聞いたことのある男の声。


　誰だったかアーニィが思い出そうとすると、


「うっ、ゲホッ！」


　黒鎧の男がその場に倒たおれた。


「どうしたの!?」


「くは……！」


　倒れた男の身体からだから黒い部分が消失していく。泥どろが水で洗い流されるように、ドロリと溶とける鎧。そうして中にいる人物が姿を現した。


　長い髪かみに軽けい薄はくそうな顔。


　聞き覚えがあったはずだ。


「ディアート!?」


「よ、よぅ、アーニィ……」


　倒れたままでも不敵な笑えみは忘れない。本物のディアートだ。


「アンタなにやってんのこんなトコでこんなの着て！」


　倒れたディアートを抱だき起そうとするが、自力で立てないほど衰すい弱じやくしている。その場に寝ねかせたまま、アーニィはディアートの脈をとった。


「どうしたの、どこかケガしてるの？」


「い、いや、この鎧がさ……キッツイんだわ。常に魔ま法ほうかけてねーと維い持じできないから、頭がガンガンして……」


　そう言って、ディアートは倒れた姿勢のままアーニィの足に縋すがりつく。


「わっ！」


　そしてヘビのようにスルスルと立ち上がり、全身に抱きついた。


「んー、やっぱり女の子の身体は落ち着くなー。まな板なのが残念だけど」


「誰がまな板だぁっ！」


　アーニィの肘ひじ鉄てつが、再びディアートを地面に叩きつける。このくらい元気があれば死にはしないだろう。


「て、それどころじゃねーんだ！」


　上半身だけ起こし、ディアートは真ま面じ目めな顔に戻もどる。


「おいアーニィ！　誰か指揮官か、それに近い偉えらいヤツ知らないか？」


　そう問われて、アーニィは横のベンヤミンを見る。ディアートもそれだけで理解したのか、震える足で立ち上がる。


「アンタ！　今すぐ攻撃命令を出せ！」




[image: ]


「なんだって？」


「今、あのツッキーニ軍の陣じんは見かけ倒しだ！　百人くらいしか残ってないんだ！」


「そんな！」


　疑うベンヤミンだが、アーニィは信じるしかなかった。ディアートは平気で噓うそをつく男だが、誰かの伝令としてこんな場所まで来ている状じよう況きようで人を騙だます理由がない。


「ところで、そのオリガ・クヌーンという技士は？」


「彼女はツッキーニのレジスタンスの頭とう目もくだ。ツッキーニ軍をブッ潰つぶそうとしている連中だよ」


「近くに来ているのか？」


「ああ。詳くわしい話がしたけりゃ、あそこでやろうぜ」


　ディアートがアゴで指すのは、山にあるツッキーニ軍の野営地だった。ここから見ても、正面に数十人の技士が立っているのが見える。あれが見せかけだというのか。


「分かった。君の言うことを信じる」


　ベンヤミンは首しゆ肯こうすると、進言するために指揮官のテントまで走っていった。お供の兵士も彼に付つき添そって走っていく。


　残されたアーニィは、ディアートを見る。疲つかれが限界なのか、その場に座り込んでいた。


「ふー。アーニィがいてくれたおかげで、話が早く済んだぜ」


「ていうかアンタ何してんの？　あんな黒スーツ着て」


「いや、話せば長くなるんだよ。そっちこそ修しゆ行ぎようしてたんじゃねーのかよ」


「してたよ修行。そしたら巻き込まれたの」


「俺も古い友達を訪ねて行ったはずなのに、気が付いたら巻き込まれてたんだよ」


　お互たがい奇き妙みような縁えんが巡めぐり巡って、戦争に巻き込まれたということか。


　赤目隊に入ると、そういう運命が付いて回ってくるのかもしれない。








　ベンヤミンの進言通り、ホラキア軍はツッキーニ軍の陣に向けて総攻撃をかけた。


　情報は正確で、正面に見えていた数十人の技士が兵力のほとんどだった。それらを突破すると、あとは見張りの技士のみで、ツッキーニの陣はもぬけの殻だった。


　それでも制圧には苦労を伴ともなった。待機していた技士は少数だが、その全すべてに新型の機き装そう甲こうが使われていたのである。ホラキアの鎧の数倍硬かたい機装甲を撃げき破はするために、何十人もの犠ぎ牲せい者しやが出た。


　それでも例外はある。ひとりのケガ人も出さずに新型機装甲を撃破できる者もいた。


「はあぁぁぁぁぁぁっ！」


　アーニィは気合いを溜ため、目の前の機装甲を見る。


　そして繰くり出だした一いち撃げき──拳こぶしではなく、指が機装甲の胴どう体たいを粉ふん砕さいした。貫つらぬいたのでも歪ゆがませたのでもない。粉こな々ごなに砕くだいたのである。


「ば、馬ば鹿か……な！」


　指で穿うがたれた技士は、信じられないという表情をしたまま倒れた。


「ひょー。すげぇな、その技わざ」


　アーニィの背後から気楽に声をかけるディアート。疲ひ労ろうで倒れていたのだが、もはや敵もほとんど残っていないのを見てノコノコと歩いてきたのだろう。


「へへっ、修行したからね」


「にしても、指で破は壊かいかよ。魔法使ったのか？」


「うん。強きよう化か魔法の発展形。お母さんに教えてもらったの」


　アーニィには魔ま力りよくがほとんどない。それは母親からの遺伝でもある。


　しかし母はホラキア最強の武術家と呼ばれてきた。彼女が編み出した拳けん法ぽうは、ほとんど魔力を使わないのが特とく徴ちようである。そのため強化魔法が苦手な他国の人間にも評価をされるようになった。


　注目すべきは「ほとんど」という点だ。


　本当に力を入れるべき箇か所しよにのみ強化魔法をかける。


　それは筋肉や筋ではなく、視神経や脳。敵の動きをたった一瞬で見み極きわめ、最適な箇所に針のような攻こう撃げきを刺さし込む。魔法を使う時間も一瞬であり、使う箇所もごく一点。それならばアーニィのように少ない魔力でも戦える。


　さらに攻撃だけでなく、回かい避ひや移動にも応用できる実じつ践せん的な魔法なのだ。


　もっとも、その一点を見極める才能は別べつ途とに必要とされるわけだが。


「まぁね、魔力がある人はこんな戦い方しなくてもいいんだよ。ほら」


　そう言ってアーニィが見るのは、ベンヤミン。


「ふんっ！」


「おわぁああぁぁあぁぁぁぁぁ──」


　長い棍棒が振ふりぬかれると、重い機装甲を身に纏まとったツッキーニ技士が宙を舞まう。人よりも柵さくよりも山よりも高く飛んでいき、やがて見えなくなった。どれだけ硬い鎧でも、ああされてしまえばどうすることもできない。


　他ほかに敵はいないか周囲を警けい戒かいするが、どうやらこれで全員のようだ。本当に拍ひよう子し抜ぬけするほど人がいなかった。


「ありがとうね。助かったよ」


　捕ほ縛ばくされた技士たちをすり抜ぬけて、ひとりの女性が歩いてきた。


　ツナギを着た大おお柄がらな女性だ。彼女に数人の男たちが付き従っているところを見ると、どうやら高い地位にいる人らしい。


「いえ、こちらこそ感謝します。あなたの情報があればこそ、攻せめ入いることができました」


　ベンヤミンが一礼する。


　彼女がオリガ・クヌーンとかいう人なのか。


「あ、オーリャ姐ねえさん。紹しよう介かいするぜ」


　と、ディアートが馴なれ馴れしくアーニィの肩かたを抱だき寄よせる。


「この子、アーニィって言うんだ。俺と同じ部隊の」


「おっ、そうなのかい？　奇き遇ぐうにもほどがあるね！」


　彼女の表情がパッと明るくなった。


「ジュジュとミロクだけかと思ったら、なんだい、アンタんとこの部隊はみんな強いのが揃そろってるんだね。例外はアンタだけってわけか」


「おいおい姐さん、そりゃねーだろ」


　苦く笑しようするディアートに、オーリャと呼ばれた彼女と周囲の男たちが笑う。


「あっ、思い出した！」


　アーニィもジュジュやミロクから聞いた。ツッキーニで世話になったというレジスタンス。その頭目がオーリャと呼ばれていたと話していたではないか。まさか出会うとは思わなかったから、すっかり忘れていた。


「レジスタンスが、どうしてここへ？」


「そりゃ正規軍がおかしなことやってるからね。ホラキアに知らせようと思って来たんだけど──」


　オーリャは視線を動かす。


「遅おそかったようだね」


　彼女の視線の先には、ホラキア兵士が何人も集まっていた。


　アーニィたちもそちらへ駆かけつける。


「うそ……」


　そこには信じられない光景が広がっていた。


　穴だ。


　人力で掘ほられた巨きよ大だいなトンネルがあったのだ。


　その広さは人間が横に五人並んで入れるくらい。荷車も入れることができる。ジルサニアのゴーレムは通れないが、オウガンの飛ひ竜りゆうくらいなら簡単に通れるだろう。


「こ、こんな大きな……」


　思わず兵士が呻うめくが、穴は大きいだけではない。きちんと内ない壁へきが塗ぬり固かためられており、落らく盤ばんを防ぐための梁はりも完備されている。加えて照明も照らされている。


　突とつ発ぱつ的に掘ったのではない。明らかに最初から計画されていたトンネルだ。


　目の前のホラキア軍に気づかれず、たった二日以内でこれを作ったのだ。そんな突とつ貫かん工事なら、音くらい出ても良さそうなのに。


　そして、大きな問題がひとつ。


「あいつら、どこまで掘ったんだ？」


　ホラキア軍の野営地を奇き襲しゆうするためならば、すでに我々は全ぜん滅めつしていただろう。しかし野営地周辺で軍隊が現れたという報告は聞いていない。


　あるいは、もっと遠くまで進むつもりなのか。


「オリガさん」


　ベンヤミンが穴の中を覗のぞき込む。


「オーリャでいいよ」


「ツッキーニ軍の目的地──いや、目的は何なのですか？」


　ベンヤミンでも分からないことだったのだ。突とつ然ぜん戦争を仕し掛かけるのだから理由があるのだろうが、単純な理由ではなさそうだ。


「ツッキーニの目的は、早い話が産業の開発さ」


「産業……？」


「第八国エイスランドと手を組み、新しいモノをどんどん生み出す。他国の魔ま法ほう技術を融ゆう合ごうさせて、新しい魔法や機械を生み出す。そうなれば軍事だけでなく、他の産業でも他国を出しぬけるってわけ」


　新しいモノ、と聞いてまずアーニィは新型機き装そう甲こうを思い出した。あれはどの国にも作れない硬さの鎧よろいだ。ツッキーニはああいう兵器をさらに生み出そうとしているのか。


「けど、そんなことできるの？」


　アーニィだけでなく、この場にいる全員がそんな技を聞いたことがない。そもそも魔法技術とは血によって受うけ継つがれるものだ。融合はともかく、それを利用して武器を作る方法など。


「全すべて実現するには、とんでもない魔力が必要だよ。強ごう引いんな力ちから業わざだからね。そのためにツッキーニはホラキアを攻めたのさ」


「……まさか」


　魔力と聞いて、ベンヤミンが顔色を変える。


「すぐにグリュッケ将軍に伝えるんだ！」


　兵士に怒ど鳴なるベンヤミン。


「はっ！　どのように！」


「敵は我々の陣じんをすり抜けて、南に向かっている！　すぐに全軍で追つい撃げきしないと手て遅おくれになる！」


　命令された兵士は強化魔法で脚あしを膨ふくらませると、砲ほう弾だんのように駆けだしていった。


「ベン。ここから南に何があるの？」


「ドラグバルト──」


　山から南を見つめるベンヤミン。


　昇のぼる日が、ホラキアの大地をオレンジ色に染めていた。


「竜の聖地と呼ばれる場所だ」










〈つづく〉







　あとがき







　高級ホテルのホールを借り切った審査会場。立ち並ぶ机つくえに座っているのは、険けわしい顔をしたスーツ姿の男たち。


　その中でも群を抜ぬいて存在感を放っているのは、たった今立ち上がった和服姿の男。室内にいる全員の視線が彼に集まる。


「では、まずは私から披ひ露ろうさせていただこう」


　袖そでの中に手を入れ、彼は悠ゆう然ぜんと語り出す。


「そもそも刀とう剣けんというものは殺人の道具だ。人を斬きる以外に何の意味もないものだ。それなのに近ちか頃ごろの戦では槍やりや弓が主武器となり、刀は護身用と考える者が多い。私はこれに異を唱える。刀こそ真の武器、戦の華はななのだ」


　周囲から感心する声が上がる。


　まだ肝かん心じんのブツを紹しよう介かいすらしていないのに、人心を掌しよう握あくしている。非常にまずい流れだが、今はどうすることもできない。


「くっ、ゴト原オウ山め……！」


　そんな様子を遠くの席から見つめ、歯ぎしりをする若い男。喪も服ふくのような黒スーツに黒ネクタイで、どう見ても冴さえない新聞社のグータラ社員に見える。


　彼の視線に気づいたのか、ゴト原は口くちの端はしを吊つり上げてニヤリと笑ってみせる。そして説明の続きをする。


「しかし刀が戦場で輝かがやくためには、まず敵に肉にく薄はくしなければならない。逆に言えば、敵に密着してしまえば槍も弓も意味がなくなる。そうなると、最後の砦とりでは鎧よろいとなる。つまり鎧をも斬れる刀があればよいのだ」


　ゴト原が手を挙げると、ドア脇わきに控ひかえていたボーイが一礼して扉とびらを開く。


　台車に乗せられて運ばれてきたのは、一ひと振ふりの刀。


「こ、これは……？」


　周囲の人間が立ち上がり、もっとよく見ようと顔を近づける。


「もっと近くで見てもよろしいですぞ。これが私が提案する『至高の刀剣』だ」


　ゴト原に促うながされるまま、全員が刀の周りに集まる。


「どうしたミロク。貴様も見てよいのだぞ」


「チッ」


　そう言われて、舌打ちをする若い男。


「俺はいい」


　そう言ってそっぽを向いてしまう。


「いいの、ミロ岡おかさん？」


　彼の隣となりに座っている若い女性社員が尋たずねると、


「いいんだジュジュ田くん。俺にはヤツがどんな刀を持ってきたのか想像できる」


「なら、私見てきます」


　ジュジュ田が立ち上がり、刀をよく見ようと近づく。


「ふーむ……普ふ通つうの刀と変わらない気がしますがねぇ」


　何人かの男が唸うなる。


「見た目は変わらない。そもそも刀の形状はどれも似たようなものだ」


　丁てい寧ねいにシルクで覆おおわれた刀を、ゴト原は手にする。刃は物ものを持ったせいか、周囲の男たちも驚おどろいて一歩下がる。


「しかし注目して欲しいのはそこではない。あれを頼たのむ」


　ゴト原が目配せすると、ボーイが鉄の板を持ってきた。厚さは二センチにもなろうか。拳けん銃じゆうでも撃うち抜けないだろう。


「よく見ておけ──セイッ！」


　ゴト原の気合いと共に、刀が振ふり抜かれる。


　ギン、という重い金属音と共に、鉄板は真っ二つに割れたではないか。


「おおおっ！　そんなまさか！」


　スーツの男たちが目を見開いて驚く。


「これは炭化タングステンに様々な金属を結合させた超ちよう硬こう合ごう金きんで作られている。そこらの鎧ならば人間ごと一刀両断できるというわけだ。最高の金属で作られた刀こそ、至高の刀剣にふさわしい」


「さすがはゴト原先生！」


「我々の勝ちは決まったようなものですな！」


　口々にゴト原を褒ほめ称たたえる男たち。


　その一方で、この世の終わりが来たような表情で沈しずんでいる人たちも。


「だ、大だい丈じよう夫ぶなのかねミロ岡くん！　あんなん出されたら、ウチじゃ敵わないよ！」


　甲かん高だかい声で迫せまってくるトラ井副部長に、


「大丈夫です。ゴト原は切れ味ばかりを重視して、肝心なところを忘れている」


　ネクタイを緩ゆるめながら、ミロ岡は立ち上がる。


　その視線の先には、ドヤ顔のゴト原。


「では次に『究きゆう極きよくの刀剣』ですが……」


「はい、用意してあります」


　ミロ岡はボーイに目配せすると、すぐに剣を持ってこさせる。


　先ほどのゴト原の剣と同じように、台車に乗せられてやってくるのだが──


「な、なんだねコレは!?」


　その剣を見た途と端たん、どよめきが生じる。


　その声を無視して、ミロ岡は説明を始めた。


「まず最初に言っておくと、刀が戦場の華だというゴト原の言葉に、俺も賛同する。刀こそが近接戦せん闘とうの要であり、これを疎おろそかにする者は戦場に立つ資格がないと考えている」


「し、しかしだね、ミロ岡くん！」


　トラ井副部長が大きな鼻を震ふるわせて抗こう議ぎする。


「そんなことを言っておきながら、この刀はなんだい!?」


「それが俺の提案する『究極の刀剣』です」


「ば、馬ば鹿かな！」


　どよめきがさらに増す。


　するとその喧けん噪そうをかき分けるように、ゴト原が台車の前に立つ。そこにある剣を手に取り、ざっと眺ながめる。


「……うむ。なまくらだ」


　念のためゴト原も何度か裏返して見たり、軽く振ったりもするのだが、彼の評価は変わらなかった。


「これではせいぜいふたり斬れればよい方だろう」


「ああ、そのとおりだ」


　ミロ岡は完全に肯こう定ていする。


「そっちの至高の刀剣は、何人くらい斬れるんだ？」


「……二十人ほどだ」


　語るゴト原の顔が、一いつ瞬しゆんだけ歪ゆがむ。


「そうか、そういうことかミロク」


「ど、どういうことなんですか？」


　何も分かっていないトラ井副部長がミロ岡とゴト原を見比べる。


　ミロ岡はニヤリと笑い、ドア脇のボーイに目配せする。するとまたドアが開き、同じ台車が運ばれてきたではないか。


「こ、これは……」


　その場にいた男たちが息を呑む。


　運ばれてきた台車には、先ほどと同じ剣がいくつも並んでいた。この場にいる全員が手に取っても余るほどだ。


「同じ刀じゃないか。どうしてこんなにたくさん？」


「見て欲しいのは刀ではありません」


　ミロ岡が取り出したのは、一枚の伝票。


「ここにある刀、すべて合わせてこの値段で作成することができます」


　伝票に書かれた金額は、およそ従来の刀をギリギリ一振り買えるくらいのもの。


「そんなに安く!?　しかし、どうやって!?」


「安い鉄を買うのも重要ですが、俺は作成にかかるコストを大おお幅はばに縮めました。付ふ加か魔ま法ほうによって切れ味を増加させ、同時に強度を増すこともできます」


　ミロ岡が見るのは、部屋の隅すみにいた職人たち。


「ジルサニア王国ジルサニア市のビス丸さんとフェリ沢さわさんに頼みました」


　一礼するふたりの職人。彼らの出番はこれだけ。


「刀は消しよう耗もう品ひんです。どれだけ切れ味があっても、人間を斬ればその血と脂あぶらで使い物にならなくなる。だとするならば、同じ剣をいくつも携けい帯たいして使い捨てるスタイルこそこれからの戦場のトレンドになる」


「し、しかし、それだけ大量に持てるわけが……」


「持てないのであれば、背負えばいい。それがダメなら地面に刺させばいい。この刀は軽量化もしているから、背負えば四つか五つはいけるはずだ」


「なるほど……武家ならともかく、足軽に買える刀なんてタカがしれている。しかしこの刀ならいくらでも買えるというわけか！」


「私のこづかいでも買えますな！」


　トラ井副部長が入れなくてもいい合いの手を入れるが、誰だれも反応しない。


「認めぬ！　こんなもの、私は認めぬぞ！」


　ゴト原は持っていた剣を床ゆかに叩たたき付ける。


「付加魔法で補うなどと……ジルサニア人好みの、あさましい武器だ！」


　罵ば倒とうするものの、ミロ岡の武器に対する決定的な反論は出せないまま。


　静まりかえる会場を一いち瞥べつすると、ゴト原は大おお股またで歩き出す。


「戻もどるぞ！　こんな茶番、誰が認めるか！　我が『赤目俱ク楽ラ部ブ』が誇ほこる刀が粗そ悪あく品と肩かたを並べるなど！」


　怯おびえたドアボーイが扉を開き、ゴト原はその中をくぐった。まるで恐おそろしいものを封ふうじるように、恭うやうやしい手つきで再びドアが閉まる。


「少し前まで学校のＢＬ部活動だったのに、成長したもんだなぁ……」


　ミロ岡の小さな呟つぶやきは、誰にも聞かれずに消えていった。


「え、えー……それでは、審しん査さに移りたいと思います」


　審査員たちが短い時間で話し合いを終える。


「今回の刀とう剣けん対決ですが、ゴト原氏の優れた刀は確かに見事でした。しかし戦場の主役はあくまで足軽ということを考こう慮りよし、究極の刀剣に軍配を上げたいと思います」


「やったわ、ミロ岡さん！」


　ジュジュ田がミロ岡の腕うでを取る。


「ああ、これでまたゴト原のやつに一ひと泡あわ吹ふかせたぞ！」


　ミロ岡も立ち上がってガッツポーズ。


「しかしねぇ、ミロ岡くん」


　ゴト原が投げ捨てた剣を広うトラ井副部長。


「これ本当に斬きれるのかい？　いざ戦場に出て、相手を倒たおせないようじゃ困るよ？」


「ご安心を。なんなら副部長で試し斬りしてみますか？」


「な、な、なにを言うんだミロ岡！　君ってやつは！」


「ハハハハハ……」


「アハハハ……」







　　　　＊




　ギャース！　何も考えずにバカ話書いてたら、メインのあとがきスペースこんなんしか残ってねぇよ！　バカじゃねぇの俺!?


　というわけで、今回も買ってくれてありがとう！


　そろそろクライマックスに向けて走っていくぜ！


　ほんじゃまた次回！　くそー、たった五行かよっ！







二〇一一年四月　田口仙年堂　
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本ほん日じつの騎き士しミロク８





田た口ぐち仙せん年ねん堂どう
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